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ご使用の前に 

•ご巧用の隙は、必ず 「マニュアル」 をよくお読みの上、正しくお使いください。 

•「マニュアル」 は、不明な点をいつでも解巧できるように、すぐに取り出して見られる場巧に保管 
してください。 


ま全にお使いいただくために 


この マニュアル および製品には、製品を安全に正し<お使いいたださ、お客様や他の人々へのち害や財産へ 
の損害を未然に防止するために絵表示が使われています。 

その表示と意巧は次のとおりです。内容をよく理解してから本でをお読みください。 


A 警 


とヒこの表示を無視して、誤った取り撒いをすると、人が死 t または重傷を負う可能 
a 性が想定される内容を示していまず。 


A 注 



この表示を無視して、誤った取りないをすると、人が傷害を食う可能性が想をさ 
れる内容および物的損害のみの発生が想をされる内容を示しています。 


障害や事故の発生を防止するための禁止事項の内容を表しています。 


0 


製品の取り披いにおいて、してはいけない行為（禁止行為）を示しています。 


障害や事故の発生を防止するための指示事項の内容を表しています。 


〇 

必ず行う事項（指示、行為）を示しています。 

€ 

電源プラグをコンセントから必ず抜くことを示しています。 










A 警告 

0 


交流1 00 V 政外の電源は、使用しないでください。 

交流100 V 政外の電源を使ラと、感電-火災の原因とな0ます。 


めれた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。 

感電の原因となります。 

0 H 

雷が鳴りだした5、電源プラグをさわ S ないでください。 

感電の原因となります。 

C 


電源プラグを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。 

取り扱いを誤ると、火災の原因となります。 

-電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。 

-電源プラグを長期間コンセントに差したままにしない。 

電源プラグは、定期的にコンセントか S 抜いて、刃の根元や刃と刃の間を清掃して 
<ださい。 

0 


電源コードのたこ足配線はしないでください。 

発熱し、乂ぶの原因となります。 

家庭用電源コンセント（交流100 V )か6電源を直接取ってください。 



破損した電源コードを使用しないでください。感電-乂災の原因となります。 

電源コードを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。 

-電源コードを加工しない。 

•無理に巧げたり、ねじったり、引っぱったりしない。 

-電源コードの上に重いものを載せない。 

-発熱器具の近<に配線しない。 

電源コードが破損した6、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。カス 
タマーサービスセンターへの連絡ち法は、『サポート•サービスのご案内』（別冊） 

をご覧ください。 

0 

築 

G ) 國 

本機か6異臭や異音がする、発煙するなど、異常状態のまま使用しないで<ださ 
い。 

感電-乂災のおそれがあ0ます。 

すぐに電漁を切り、電源プラグをコンセントか!5抜いて、バッテリパックを本機か 

S 取り外して、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。カスタマーサー 
ビスセンターへの連絡ち法は、『サポート•サービスのご案内』（別冊）をご覧くだ 
さい。 

お客様による修理は危険ですか!5絶対にしないでください。 

〇固 

通風孔など開□部か6、本機内部に金属類や燃えやすいちのなどを差し込んだり、 
落としたりしないでください。 

感電•乂災の原因となります。 


3 


























A 警告 

0H 

水などの液体や異物が本機内部に入った場合は、そのまま使用しないで<ださい。 
感電•乂災の原因とな0ます。 

すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか6抜いて、バッテリパックを本機か 

6取り外して、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。カスタマーサー 
ビスセンターへの連絡ち法は、『サポート•サービスのご案内』（別冊）をご覧くだ 
さい。 

0 

£ 

本機の分解-改造や、マニュアルで指示されている外の増設-交換はしないで< 
ださい。 

けが-感電-火災の原因となります。 


メモリの増設•交換をするときは、電源プラグをコンセントか6抜いて、本機から 
バッテリパックを取り外してください。 

感電や乂傷の原因となります。 

Ql 

? 

い 

バッテリパックを、指定 L ソがのちまで充電しないでください。 

発熱や発乂、液漏れによる被害の原因となります。 

0 

•ィ 

本体や付属のバッテ IJ パックなどを火中に入れたり、加熱したりしないでくださ 
い。 

破裂などで火傷の原因とな0ます。 

Ql 

覆 

バッテリパックの端子をショートさせないでください。 

乂傷の原因となります。 

0 

を^" 

付属の AC アダプタやバッテリパックを、分解-改造しないでください。 

また、本機には、指定切外の AC アダプタやバッテリパックを使用しないでくださ 
い。 

感電や乂傷、化学物質による被害の原因となります。 

当社指定切外の AC アダプタやバッテリパック、または分解-改造した AC アダプタ 
やバッテリパック（当社での修理対応は除 <) での本機の使用は、安全性や製品に 
関する保証がでさません。 

01 

逸 

ルさなお子様の手の届く場所にバッテリパックを保管しないでください。 

なめた0すると、火傷や化学物寶による被害の原因となります。 

G ) 園 

バッテリパックには、落下など、強い衝撃を与えないでください。 

破裂や液漏れにより、火傷や化学物質による被害の原因となります。 

O 

盈 

無線 LAN 機能が搭載されている場合、航空機や病院など、電波の使用を禁止された 
区域に本機を持ち込むとさは、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

電波が電子機器や医療用電気機器に影響を及ぼす場合があ0ます。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか5、本 
機の電源を切ってください。 


4 
















































A 警告 

o 

直 

無線 LAN 機能が搭載されている場合、医療機関の屋内で本機を使用するとさは、次 
のことを守ってください。 

•手術室■集中治療室り CU) ■冠状動脈疾患監視室 （CCU) には、本機を持ち込 
まない。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止する。 

-病棟政外の場所でち、付近に医療用電気機器がある場合は、本機の電源を切るか 
電波を停止する。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その 
医療機関の指示に従ラ。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を辭除してから、本機の 
電源を切る 0 

〇理 

植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着している場合、無線 
LAN 機能を使用するときは、装着部と本機の間を 22cm 政上離してください。 

電波が、植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響を及ぼ 
す場合があります。 

満員電車など、付近に/じ臓ペースメーカーを装着している人がいる可能性がある場 
巧では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

01 

扇 

補 

無線 LAN 機能は、自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の近<で使用しないで 
<ださい。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあります。 













/5\ 注意 

01 

s 

ルさなお子様の手の届くところに設置、保管しないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

0 


不安定な場所（ぐ S ついた台の上や傾いた巧など）に置かないで<ださい。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

0 

M 

湿気やホコリの多い場所に置かないでください。 

感電•火災の危険があります。 

0 

遍 

本機の通風孔をふさがないでください。 

通風孔をふさぐと内部に熱がこちり、乂災の危険があります。 

設置する際は、次の点を巧ってください。 

-押し入れや本箱など風通しの悪いところには設置しない。 

-じゅラたんや巧団の上には設置しない。 

-毛巧やテーブルク□スのよラな巧をかけない。 

G ) 厘 

各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている政外の配線をしないでく 
ださい。 

配線を誤ると、火災の危険があります。 

o 

Volume 

■imiTTTTTTTTIO 

恆 

ヘッドフォンやスピーカは、ボリュームを最ルに調節してから接続し、接続後に音 
量を調節してください。 

ボ IJ ュームの調節が大さくなっていると、思わめ大音量により聴覚障害の原因とな 

0ます。 

0 


パームレストやキーボードに長時間手を置かないでください。 

パームレストやキーボードが熱くなることがあり、低温火傷のおそれがあります。 

0 


ひざの上で長時間使用しないでください。 

本機底面が熱<な0、低温火傷の原因とな0ます。 

0 

? 

— ♦ — 

付属の AC アダプタやバッテリパックは、本徽ぶ W こは使用しないでください。 

乂傷-火災の危険があ0ます。 

0 


破損した AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。 

乂傷-火災の危険があります。 

® 厚 

AC アダプタを毛なやな団で覆わないでください。 

火傷-义巧のを険があります。 
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A 注意 

® 圍 

AC アダプタの温度の高い部分に、長時間直接触れないでください。 

1岳温乂傷の原因になります。 

Q 困 

メモリの増設-交換は本機の内部が高温になっているとさには行わないでくださ 
い。 

乂傷の危険があります。 

作業は電源を切って10分政上待ち、本機の内部が十分冷めてか!5行って<ださい。 

Q 画 

液晶ディスプレイが破損して、内部の液体が漏れた場合は、液体をなめた0、触っ 
た0しないで<ださい。 

乂傷や化学物質による被害の原因となります。 

万一、液体が皮膚に付着したり、目に入ったリした場合は流水で十分に洗い、医師 
に相談してください。 

® 圖 

光ディスクドライブで、ひび割れや変形巧修したメディアは使用しないでください。 
内部で飛び散って故障した0、メディア取0出し時にけがをした0するを険があり 
ます。 

Q 國 

長時間または不自然な姿勢でのコンピュータ操作は避けてください。 

肩こり、腰痛、目の疲れ、腫銷炎などの原因となります。 

© 

本機を移動する場合は、電源を切り、電源プラグをコンセントか6抜いて、すべて 
の配線を外したことを確認してか6行ってください。 

© 

連休や旅巧などで本機を長期間使用しないとさは、安全のため、電源プラグをコン 
セントか S 抜いて、本機か6バッテリパックを取り外してください。 

o 

M 

本機を廃棄する場合は、法律に従って正し<処理して<ださい。 

液晶ディスプレイに使用している堂光管（バックライト）には、水銀が含まれてい 
ます。 
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I 製品保護上のを意 


►使用-保管時のを意 


コンピュータ（本機）は精密な機械です。故障や誤動作の原因となりますので、次の注意事項を必ず 
守って、本機を正しく取りおってください。 

次の注意事項は、特に指定のない限り、本体および AC アダプタやバッテリパックなどの同栖品に適用 
されます。 



温度が高すぎる巧や、低すぎる巧には 
置かないでください。また、急激な温 
をを化も避けてください。 

ホ障、誤動作の原因になります。適切 
な温度の目安は10で〜35でです。 


^-不を定な所には設置しないでください。 

落下したり、振動したり、倒れたりす 

ると、本機が壊れ、を障することがあ 
77,.!^ ります。 



湿度が局すぎるがや、低すぎるがには 

UJ 

A な A 卜* 

置かないでください。 


故障、誤動作の原因になります。適切 

苗 


な湿度の目をは20%〜80%です。 


LCD 画面の表面を先のとがったもので 
引っかいたり、無 a な力を加えたりし 
ないでください。 

LCD 画面の表面はアクリル製ですの 
で、キズが付いたり、割れたりするこ 
とがあります。 



直が日光の当たる巧や、発熱器具（暖 
房器具や調理用器具など）の近くな 
ど、高温•多湿となる巧には置かない 
でください。 

ホ障、誤動作の原因になります。 

また、直射日光などの紫外線は、変色 
の原因になります。 



本機の汚れを取るときは、ベンジン、 
シンナーなどの溶剤を巧わないでくだ 
さい。を色やを形の可能性がありま 
す。柔らかいホに中性洗剤を適度に染 
み込ませて、軽く巧き取ってくださ 



テレビやラジオ、磁おなど、磁界を発 
生するものの近くに置かないでくださ 
い。本機の誤動作が生じたり、デー 
夕が破壊されることがあります。逆 
に、本機の影響でテレビやラジオに雑 
をが入ることもあります。 



遠隔地に輸送するときや保管するとき 
は、裸のままで行わないでください。 
衝撃や振動、ホコリなどからコン 
ピュータを守るため、専用の栖包箱に 
入れてください。 


国 


電源コードが抜けやすい所（コードに 
足が引つかかりやすい所や、コードの 
長さがぎりぎりの所など）に本機を置か 
ないでください。バッテリパックの状 
態により、電源コードが抜けると、そ 
れまでの作業データがメモリ上から消 


えることがあります。 


ぶ 

I 


本機を長期間使わないときは、バッテ 
y パックを本機に装着したままにしな 
いでください。 

液もれを起こすことがありまず。 



ホコリの多い所には置かないでくださ 
レ、。 

故障、誤動作の原因になります。 


四 


本機の上に重い物を載せたり、強く押 
さえ付けないでください。 

LCD やバックライトが破損したり、表 
示異常となることがあります。 
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他の機械の振動が伝わる所など、振動 
しがちな場所には置かないでください。 
故障、誤動作の原因になります。 


I -^本機を落としたり、ぶつけるなど、 

II ショックを与えないでください。持ち 
運ぶときは、バッグに入れるなどして 
ショックから守るようにしてくださ 

い。 



AC アダプタはコードを持って抜き差 
ししないでください。 

コードの斬線や接触不良の原因となり 
ます。 

a 


本機の LCD ユニット （液品 デイスプレ 
イ 部）を開けた状態で 、 LCD ユニット 
を持って移動しないでください。 


夕 



AC アダプタの上に乗ったり、踏みつ 
けたり、重い物を載せるなどして、 
ケースを破攘しないでください。 


キーボードの上などに、物（ボールぺ 
ンなど）をはさんだまま、 LCD ユニッ 
卜（液晶ディスプレイ部）を閉じない 
でください。 


►記録メディア 


次のような取りないをすると、次の記録メディアに収録されたデータが破壊されるおそれがあります。 
記録メディアの種類は、次のとおりです。 


laa 光ディスクメディア 
画 メモリカード 

次の注意事項は、特に記録メディアの種類に指をのない限り、すべての記録メディアに適用されます。 



直が日光が当たる巧、発熱器具の近く 
など、高温•多湿となる場所には置か 
ないでください。 



アクセスランプ点灯-点滅中は、記録 
メディアを取り出したり、本機の電源 
を切ったり、再起動したりしないでく 
ださい。 


一^^^上に物を載せないでください。 



イ吏用後は、本機に七ットしたままにし 
たり、裸のまま放置したりしないでく 
ださい。 

専用のケースに入れて保管してくださ 

レ、。 


ill 

キズを付けないでください。 

鑛 


クリップではさむ、折り曲げるなど、 


無 a な力をかけないでください。 



ゴミやホコリの多いところでは使用し 
ないでください。また、そのような場 
巧に記録メディアを保管しないでくだ 
さい。 

アク七スカバーを 開けたり、磁性面あ 
るいは金属端子に触れたりしないでく 
ださい。 

1 ^ 
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磁性面や金属端子にホコリや水を付け 
ないでください。シンナーやアルコー 
ルなどの溶剤類を近づけないでくださ 


い。 

IBB1 




テレビやラジオ、磁おなど、磯界を発 
生するものに近づけないでください。 




信号面（文字などが印刷されていない 

,_, 

( ( cHI 

面）に触れないでください。 



应] 

f ⑤) 


レコー ドやレンズ用のクリ ーナー など 
は巧わないでください。 

クリーニングするときは、 CD 専用ク 
リーナーを巧ってください。 




信号面（文字などが巨口刷されていない 
面）に文字などを書き込まないでくだ 
さい。 

BB 1 

@ 

クリーナ CD 


レコードのように回転させて拭かない 
でください。 

内側から外側に向かって拭いてくださ 

し、。 


鐵 



BB1 


光ディスクドライブのデータ読み取り 
レンズをクリーニングする CD は使わ 
ないでください。 



シールを 貼らないでください。 




温を差の激しい場巧に置かないでくだ 
さい。結露する場合があります。 

PB1 
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お線 LAN 使用時における 

セキュリティに関するま意 撫線 LAN 搭載時のみ) 


おを様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。無線 LAN を使用 
する前に、必ずお読みください。 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを{吏用する代わりに、電波を利用してパソコンな 
どと無線 LAN アクセスポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範 
囲であれば自由に LAN 接続が可能であるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場所 
に届くため、セキュリティに関する設をを行っていない場合、な下のような問 
題が発生する可能性があります。 

■ほ信内容を盗み見られる 

悪意ある第 S 者が、電波を故意に傍受し、 

• ID やパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報 
• メールの内容 

などの通信内容を盗み見られる可能性があります。 

• 不正に侵入される 

悪意ある第 S 者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

-個人情報や機密情巧を取り出す（情巧漏を） 

-特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

-傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

• コンピュータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 
などの行為をされてしまう可能性があります。 

本ホ、無線 LAN や無線 LAN アク七スポイントは、これらの問題に対応するため 
のセキュリティの仕組みを持っていますので、無線 LAN 製品の七キュリティに 
関する設定を行って製品を使用することで、その問題が発生する可能性は少な 
くなります。 

無線 LAN 機器は、購入直後の状態においては、セキュリティに関する設定が施 
されていない場合があります。 

したがって、お客様がセキュリティ問題発生の可能性を少なくするためには、 
無線 LAN や無線 LAN アクセスポイントをご使用になる前に、必ず無線 LAN 機器 
の七キュリティに関するすべての設定をマニュアルに従って行ってください。 

なお、無線 LAN の仕様上、特殊なホをにより七キュリティ設定が破られること 
もあり得ますので、ご a 解の上、ご使用ください。 
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※セキュリティ 巧策を施さず、または、無線 LAN の 仕様 上 やむを得ない事情に 
より セキュリティの 問題が発生してしまった場合、当社は、これによって生 
じた損害に対する責任を負いかねます。 

七キュリ ティの 設をなどに ついて、 おを様ご自身で対処できない場合には、『サ 
ポート，サービスの ご案内』 （別冊） をご覧になり、 テクニカルセンターまで 
お問い合わせください。 

当社では、お客様が七キュリ ティの 設をを行わないで使用した場合の問題を+ 
分理解した上で、おを様自身の半 IJ 断と責任においてセキュリ ティ に関する設定 
を行い、製品を使用することをおすすめします。 
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はじめに 

本機を使い始める前に知っておいていたださたい事項について説明し 
ます。 


r マニュアル中の表記」 . 

r 本製品の仕様とカスタマイズ」 
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I マニュアル中の表記 

本書では次のような記号を使用しています。 

安全に関する記号 


A 

敢化 
言口 


この表示を無視して、誤った取り撒いをすると、人が死 t 
または重傷を負う可能性が想をされる内容を示しています。 


A 

ミち意 


この表示を無視して、誤った取りおいをすると、人が傷害 
を負う可能性がおをされる内容および物的損害のみの発生 
が想定される内容を示しています。 


一般情報に関する記号 


J!^ 

制限 


制限事項です。 

機能または操作上の制限事項を記載していまず。 




fctrl J+r z J 


参考事項です。 

覚えておくと便利なことを記載しています。 

本書とは別のマニュアルを示します。 

例）『栖包品の確認』：本機に添付の『捆包品の確認』を示 
します。 

参照ページを示します。 

操作手順です。 

ある目的の作業を行うために、番号に従って操作します。 

[ 1で囲んだマ~クはキ~ボ~ド上のキーを表します。 

〔三厂1は Enter キーを表しまず。また、 ffTI は阿；^のことで 
す。このように必要な部分のみを記載しているため、キー 
トップに印字された文字とは異なる場合があります。 

+の前のキーを押したまま+の後のキーを押します。 

この 例では、し Ctrl 1 を押したまま （Z 」を押します。 
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はじめに 


名称の表記 


本書では、本機で使用する製品の名称を次のように表記しています。 


HDD 


FD 

FDD 

光ディスクメディア 
光ディスクドライブ 
メモリカード 


八ードディスクドライブ 

フ□ツピーディスク 

フ□ツピーディスクドライブ 

CD メディア、 DVD メディアなど 

光ディスクメディアを使用するためのドライブの総称 

メモリースティック、乃げメディアカード、 SD メモリーカード 

の纖 


オペレーテイングシステム ( OS ) に関する記述 

本書では、ホ ペレ ー テイン ダ システム ( OS ) のぶ称を次のように略して表記し 
ます。 


Windows Vista 


Windows Vista ™ 
Windows Vista ™ 
Windows Vista ™ 
Windows Vista ™ 


Ultimate 
Business 
Home Premium 
Home Basic 


HDD 容量の記述 


本書では、 HDD 容量を IKB (キロバイト） =1000 Byte として記載しています。 
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マニュアル中のま記 


Windows Vista の画面表示に関する記載方法 

デスクトップ画面 

本書では 、 Windows Vis はの画面に表示されるを箇所のをホを次のように記載し 
ます。 

アイコン タブ デスクトップ 





[ 0K ] I キサン也 I" ] 巧用 (A) 



ボタン 


ボタンは [] で囲んで記載します。 
例） I QK ] : [ OK ] 


スタートメ ニユ ー 

[スタート]を押すと表示されるスタートメニューのボタン類は、次のように 
記載します。 


[ 0 ] [►] 



[スタート] 
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はじめに 


画面操作 


本書では 、 Windows Vista の画面上で行う操作手順を次のように記載します。 

• 記載例 

[スタート]- r すべてのプ□グラム」一 「Internet Explorer ] をクリックします。 
• 実際の操作 

(1) [スタート]をクリックします。 

(2) 表示されたメニューから「すべてのプ□グラム」をクリックします。 

(3) 表示されたメニューか5 「Internet Explorer 」 をクリックします。 


(3) イ 1 



i Windows DVD :力一 
Windows FAX とスキでン 
Windows Live Messenger 夕 



Windows ム ーピープー カ_ 
3 Windows 夕ール 
9凸玉のブ□グラム 
A Extras と7ツプヴレード 
主 アク ty •リ 





※表おされる項目は、システム構成によって異な0まず。 
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ピクチで 


房 I ^ I I I I J I I 

「わ舌 W ウ W W W W W W W 

I 台 品田岛な as 
























I 本製品の仕様とカスタマイズ 


本製品は、ご購入時にお客様が選択されたオプションによって、仕様がカスタ 
マイズされています。 CPU の種類•メモリ容量-光ディスクドライブなど、選 
択した仕様にあわせて、お客様オリジナルのコンピュータとして組み立て、納 
品されています。 

仕様によって必要なマニュアル 

本製品の操作に必要な マニュアルは、 おを様が選択された仕様によって、ュー 
ザーズ マニュアル （本書）とは別に添付されている場合があります。 
お使いになる仕様によって必要となる マニュアルは、 下記のとおり別冊や電子 
マニュアル などの形式で添付されていますので、確認してください。 

• 本製品に同捆されている別冊マニュアル 

• CD - ROM などに収録されている電モマニュアル （ PDF ファイルなど） 

• コンピュータに収録されている電モマニュアル （ r マニュアルびゆ一わ」から閲 
覧） 
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第 1 胃 

使い始めるまでの準備 

本機の接続方法、電源の入れ方や切り方、 Windows のセットアップに 
ついて説明します。 

「ご使用の前に」 .. 24 

「添付されているソフトウてア」 . 26 

「本機でできること」 . 28 

「各部の名称と働さ」 . 29 

「コンピュータの設置」 . 34 

「電源の入れちと Windows のセットアップ」 . 39 

「 Windows 使用時の確認事項」 . 45 

「本機の終了ち法」 . 51 

















I ご使用の前に 


►コンピュータを巧い始めるまでの手順 


購入後にはじめて本機を使用する場合は、次の手順で作業を行ってください。 


捆包品に不足や不良びないかを確認する 

とす^ 『栖包品の確認』側刪 


本機を使用する前にぶ、要な情報を確認ずる 

Z ^ P '2 

r 安全にお使いいただくために」 


「製品保護上の注意」 

ど^ P .18 

「マニュアル中の表記」 

Z ^ P -22 

「本製品の仕様と カスタマイズ」 

/^ p '24 

「ご使用の前に」 

と尹 P '26 

「添付されているソフトウエア」 

と | Pp '28 

「本機でできること」 

ど^ P .29 

「を部の夕称と働き J 




コンピュータを設置し、さ機器の接続を行ラ 

p .34 「コンピュータの設置」 



電源を入れ、 Windows をセットアップずる 

ピ导=^ P .39 「電源の入れ方■と Windows の七ットアップ」 



使用開始！ 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


►ご使用前の確認事頃 


貼付ラベルの確認 

本機には、製品情報が記載された次のラベルが I 占られています。本機をご使用 
の前に、ラベルが貼られていることを確認してください。ラベルは絶巧にはが 
さないでください。 

• お問い合わせ情報シール 

お問い合わせ情報シールには、型番や製造番号が記載されています。当社に 
サポート.サービスに関するお問い合わせをいただく際には、これらの番号 
が必要です。 

お問い合わせ情報シールに記載されている製造番号は、『サポート.サービ 
スのご案内』側刪の表紙に書き写しておいてください。 

• COA ラベル 

COA ラベル （Windows Certificate of Authenticity ラベル）は、正規の Windows 商品 
を購入されたことを証明するラベルです。 

万一、 COA ラベルを紛失された場合、再発行はできません。 


お問い合わせ 
情報 シール 



サポート-サービスのご案内 

『サポート•サービスのご案内』には、当社のサポートやサービスの内容が詳 
しく記載されています。 

困ったときや、万一の場合に備えてお読みいただくことをおすすめします。 






I 添付をれているソフトウェア 


購入時、本機にインストールされているソフトウェアと、購入後、必要に応じてインストールが必要な 
ソフトウエアは次のとおりです。 

表中記号の見ち 


の 

ソフトウェアは添付の DVD または CD に収録されています。 


ソフトウェアは HDD の「消去禁止領域」に収録されています。この領域を削除すると再インス 

1 ''ールがでさなくなります。「消去禁止領域」は、絶対に削除しないでください。 

が がら 「消ち禁止領域とは」 


本機にインス I ルされているソフトウエア 

次のソフトウェアは、購入時、本機にインストールされています。 


本機にインス 1 ルされているソフトウエア 

ソフトウェアの収録場巧 

• Windows Vista 

本機のホペレーテイングシステム （OS) です。 

の 

Windows Vis ねリカバリ DVD 

• リカバリツール 

HDD の消去禁止領域に収録されている本体ドライバやソフトウエアを 
再インストールするためのプロダラムです。 

な 

リカバリツール CD 

• ビデオドライバ 

Windows を高解像度-多色で表示するためのドライバです。 

消去禁止領域 

•サウンドドライバ 

音を鳴らしたり、録音するためのドライバです。 

•タッチパッドドライバ 

タッチパッドを使用するためのドライバです。 

•ネットワークドライバ 

ネットワーク機能（有線 LAN) を使用するためのドライバです。 

•無線 LAN ドライバ（無線 LAN 搭載時のみ） 

無線 LAN を使用するためのドライバです。 

•メモリカードドライバ 

メモリカードスロットを使用するためのドライバです。 

•インスタントキードライバ 

(Fn ) と組み合わせて使用する機能キーや、インスタントキーを使用 
するためのドライバです。 

• インスタントキーユーティリティ 

インスタントキーを使用するためのューテイリテイです。 

• Java2 Runtime Environment 

Java アプリケーシヨンを実行するためのソフトウエアです。 

• インフォメーシヨンメニュー 

本機に添付のマニュアルやサポートページを閲覧するためのューテイ 
リテイです。 

• JWord Plugin 

Internet Explorer のアドレスバーから、日本語でインターネットを検索す 
るためのソフトウエアです。 
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本機にインス 1 ルされているソフトウエア 

ソフトウエアの収録場巧 

• Adobe Reader 

PDF (Portable Document Format ) 形式のファイルを表示したり、印刷し 
たりするためのソフトウエアです。 

消去禁止領域 

• 邑〇〇スティック 

Internet Explorer のツールノく一に、檢索サービス 「 goo 」 の検索ボックス 
を追加するためのソフトウエアです。 

• マニュアルびゆ一わ 

本機におせされているマニュアルやお知らせを見るためのソフトウエ 
アです。 

• Nero 7 Essentials (書き込み機能のある光ディスクドライブ搭載時の 
み） 

光ディスクメディアに書き込みを斤うためのソフトウュアです。 

• WinDVD (DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ） 

DVD VIDEO を再生するためのソフトウエアです。 


必要に応じてインス I ルが必要なソフトウエア 

次のソフトウェアは、購入時、本機にインストールされていません。 Windows の七ットアップ後に必要 
に応じてインストールしてください。 

と 安 = P.44 「セットアップ完了後の作業」 


本機にインス 1 ルされていないソフトウエア 

ソフトウエアの収録場巧 

• Norton Internet Security 日 0 日版 

ウイルス駆除機能、不正アクセス防止機能、フィッシング詐欺巧策機 
能などを備えたセキュリティソフトウェアです。 


♦セキユ IJ ティチップユーティ IJ ティ 

セキュリティチップ （ TPM ) の設定を行うためのューティリティです。 

消去禁止領域 


そのほかのソフトウエア 

次のソフトウェアは、 CD から起動して実行します。インスト'—ルは必要ありません。 
尸うコ P . 218 「システム彰断ツールをイ吏う」 


そのほかのソフトウェア 

ソフトウエアの収録場巧 

• システム診断ツール 

コンピュータの調子が悪いときにシステム診断を行うためのツールで 
す。 HDD 内のデータを消去することもできます。 

の 

リカバリ ツール CD 



消去禁止領域に収録されているソフトウエ 了の !いックアップ 

書き込み機能のある光ディスクドライブを搭載している場合、 HDD の「消ち禁 
止領域」に収録されているソフトウエアを、 CD にバックアップすることができ 
ます。 

な P.228 レくックアップ CD の作成方法」 































I 本機ででまること 


本機は 15.4 型ワイド液晶ディスプレイ搭載のノー ト型コンピュータです。 
本機では、主に次のようなことができます。 



インターネットやメールを利用す 
る 

が P.1 30 

^ J 


光ディスクを再生ずる 
光ディスクにデータを保存する 
(オプション） が。:77 



ネットワークに接続ずる 


無線 LAN を使う（オプション） 

历 P.1 15 

^ J 


ごす =P.l 17 



US 目機器を接続して使う 


' IEEE 1394 機器を接続して使う 



が P.1 45 

V J 



PC カードやメモリカード（メモリー 

スティックなど）を使う 

ごす" p. 88 ^p.93 
^ J 


音声の入力-出力をする 

が P.1 11 


画面表示を調節する 


が付けディスプレイに表示する 

とす =P.97 

V_ J 


資 = 口 .104 


省電力機能を使ラ 


メモリを増設•交換する 

が P.1 39 


,^p.l 49 
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I る部の名频と働を 


►正面 • ち側面 


h : g : 



a : LCD ユニット 

LCD 画面や LCD ラッチを含めた画 
面部分の総称です。 

b : LCD 画面 

入力した文字や、作業内容を表示し 
ます。 

C ： 光ディスクドライブ 

CD - 民 0 M などの光ディスクメディ 
ァの読み込みや書き込みなどを行 
います。 

d : 光ディスクドライブアクセスランプ* 

メディアへのアクセス中に点灯•点 
滅します。 


e : イジエクトボタン* 

光ディスクドライブのディスクト 
レイを開けるときに押します。 

たイジエクトホール* 

光ディスクドライブのディスクト 
レイが開かなくなった場合に使用 
します。 

吕：内蔵マイク次' 

音声をコンピュータに取り込みま 
す。 

h : LCD ラッチ 

LCD ユニットを開くときにスライ 
ドします。 


* 位置はお使いの光ディスクドライブによって異なります。光ディスクドライ 
ブの PDF マニュアルをご覧ください。 

PDF マニュアルは、「マニュアルびゆ一わ」 からご覧になれます。 

尸で^ p .45 「インフオメーシヨンメニューを 使う」 




















香部の名称と働さ 


電源スイッチ/ステータス表示ランプ/インスタントキー 



a: NumLock ランプ fl 

>411111し3じ1<；キ' 一の設定状態を表示しま 
す。青色に点灯しているときは、數 
値キーモードに設定されています。 
b: Caps Lock ランプ@ 

Caps し〇じたキ' 一の設定が態を表示し 
ます。青色に点なしているときは、 
アルファべ ットの大文字を入力す 
ることができます。 

C ： 電源スイッチの 

本機の電源の入/切を行います。ま 
た、スリープが態や休止が態からの 
復帰にも使用します。 


d: 画面ヴイズ切り替えキー因/ ■€> 

キーを押すたびに、画面のサイズを 
切り替えます。 

e: 無線 LAN キーが 

く無線 LAN 搭載時のみ機能> 

本機の無線 LAN の ON / OFF を切り替 
えます。 
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タッチパッド/キーボード/ステータス表示ランプ 



a : キーボード 

文字の入力やソフトウてアの操作 
などを行います。 

b : タッチパッド 

指を軽く乗せて操作する こと によ 
り、画面上のポインタを操作しま 
す。 

C ： クリックボタン 

マウスの左右ボタンに相当します。 
d : 電源ランプ® 

電源が態を示します。 

青点な：通常 

青点滅：スリープが態 

消な：電源切断時または休止状態 


e : バッテ U 充電ランプ0 

バッテリの充電状能を示します。 
オレンジ色点灯：充電中 
消灯：満充電 

たアクセスランプ0 

HDD アクセス 中に青色に点灯しま 
す。 

吕： 無線 LAN 状態 ランプが 
く無線 LAN 搭載時のみ機能> 

無線 LAN が ON のときに点灯しま 
す。 


Jl^ 

制限 


アクセスランプが点なしているとさに本機の電源を切ったり、再起動したりしな 
いでください。データが破損するおそれがあります。 




















香部の名称と働さ 


►も側面 



a: ヘッドフォン出カコネクタ、广)， 

スピーカ、ヘッドフォンなどを接続 
します。 

b: マイク入カコネクタ/' 

マイクを接続します。 

C : USB コネクタ <； t 2 .o 

USB 対■応機器を接続します。 
d: IEEE 13 日 4 コネクタ/ゴが 

IEEE 1394 機器を接続します （4 ピ 
ン）。 


e: PC カードイジエクトボタン 

PC カードを取り出すときに押しま 
す。 

f: PC カードス□ット G 

PC Card Standard 規格準拠の PC カー 
ドをセットします。 

皆メモリカードス□ット防 MC .SD.MS/PRO 

メモリカードの 読み込み や 書き込 
みなどを行います。 


►背面 



1 1 ^ 

V ® 〇峰 

-1 

-别 

miiiiir M ® ® 1 程 

參鮮 8 

圆圆圆圆日日《7 




口 ^ 




a: b: c: d: e: f: 


a: VGA コネクタ □ 

外付けディスプレイ（アナログタイ 
プ）を接続します。 

b: USB コネクタ 

USB 対応機器を接続します。 

C : LAN コネクタ 

ネットワークと接続します。 

d: AC アダプタコネクタ些!^ 

付属の AC アダプタを接続します。 


e: セキュリティ□ックス□ツト S 

市販の盗難抑止用ケーブル（ワイ 
ヤー）を接続します（ケンジントン 
社製セキュリティロックにが応し 
ています)。 

f : 通風孔 

コンピュータ 内部で発生する熱を 
逃がします。 
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侣面 



a: リセット ホール►〇ィ 

コンピュータを強制終了させると 
きに使用します。 

b: バ’ッテリパック 

付属のバッテリパックを装着します。 


C： 内蔵ステレオ スピーカ 

警告音（ビープ音）や音声などを鳴 
らします。 











I コンピユータの設置 


本機を使用できる状態にずるために、バッテリパックを装着したり、 AC アダプ 
夕を接続したりする手順を説明します。 

プリンタなどの周辺機器を接続する場合は、 Windows のセッ ト アップ完了後に 
周辺機器に添付のマニュアルを参照して行ってください。 



設置における注意 


A 

ま意 


♦不安定な場所（ぐ S ついた台の上や傾いた巧など）に置かないで<ださい。落 
ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

♦本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、 
火災の危険があります。設置の際は次の点を守ってください。 

-押し入れや本箱などの風通しの悪いところには設置しない。 

-じゅラたんや巧団の上には設置しない。 

-毛巧やテーブルク□スのよラな巧をかけない。 

•ひざの上で長時間使用しないで<ださい。本機底面が熱<な0、ほミ品义傷の 
原因となります。 


各種コードやバッテリパック装着時のを意 


A 

啓化 
言口 


♦めれた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因となります。 
♦電源コードのたこ足配線はしないでください。発熱し、火災の原因となりま 
す。家庭用電源コンセント（交流] 00 V )か6電源を直接取ってください。 
♦電源プラグを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。取り扱いを誤ると、火 
災の原因となります。 

-電源プラグは、ホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の先まで確実に差し込む。 
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A 

ま意 


各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている似外の配線をしないで 
ください。配線を誤ると、火災の危険があります。 
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設置ずる 


1 本機を設置場所（机などの丈夫で水平な台の上）に置きまず。 

背面の通風孔をふさがないようにしてください。 



バッテリパックを取り付ける 

Z バッテリパックを取り付けます。 

( 1 ) 本機の底面部を上にして置をます。 

( 2 ) バッテ IJ パックのツメ （3 圏巧）を本体の正面側と合わせます。 

( 3 ) ラッチ側を巧し込みます。 

正しくセットされると、 「カ チッ」と音がします。 



出荷時にバッテリパックは満巧電状態ではありません。バッテリパックだけで 
使用する場合は、巧用前に充電が必要です。 

とす^ p .58 「 ACT ダプタ/バッテリパックを使う」 










コンピュータの設置 


ネットワークへ接続ずる 

3 ネットワーク（有線 LAN ) を使用する場合は、巿版の LAN ケーブルを本機 
背面の LAN コネクタ（品）に接続しまず。 

LAN ケーブルが抜けないように、しっかり差し込んでください。 

インターネットへの接続作業は Windows のセットアップ後に行います。接続 
方法は、通信サービス会社やプロバイダから提供されたマニュアルをご覧く 
ださい。 
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AC アダプタを接続ずる 

本機を持ち運ぶ必要がない場合は、通常 AC アダプタを接続して巧用します。 

4 AC アダプタをコンピユータと家庭用電源コンセントに接続します。 

( 1 ) AC アダプタのプラグ部を本機背面の AC アダプタコネクタ（些!に接続し 
ます。 

プラグ端子部が見えなくなり、「カチッ」と音がするまでしっかりと押 
し込みます。 

( 2 ) 電源コードを AC アダプタと家庭用電源コンセントに接続します。 



制限 


AC アダプタを接続して使用するとさも、バッテリパックは必ずセットしてく 
ださい。 














コンピュータの設置 


LCD ユニッ トを開ける 

5 前面の LCD ラッチをち側にスライドさせて、 LCD ユニットを開さます。 

LCD ュニットは、見やすい角度に調節してください。 

LC □ラッチ 
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I 電源の入れ方と Windows のセットアップ 


ここでは、本機にはじめて電源を入れて、 Windows を f ま用できるが態にするま 
での作業について説明します。 

► Windows び巧用でまるよラになるまでの作業 


作業の流れは、次のとおりです。 と穿" ip .39 「電源を入れる前に」な降の手順に 
従って作業を行ってください。 


コンピュータの電源を入れる 



Windows のセツトアップ作業を行う 



Windows のセットアツプ作業完了後に必要な作業を行う 



Windows 使用時の確認事項をよ < 読む 


Windows び使用できるようになる 


^電源を入れる前に 


Windows のセットアップとは 

「 Windows のセットアップ」は、コンピュータが届いてから、はじめて電源を入 
れたときにューザー情報などを設定するプログラムです。画面に表示される 
メッセージに従って、七ットアップを簡単に行うことができます。 

















電源の入れ方と Windows のセットアップ 


タッチパッドの使いち 

Windows の七ットアップは、タッチパッドの操作で行います。セットアップで 
必要なタッチパッドの基本操作は、次のとおりです。 

• ポインタを動かす 

人差し指をタッチパッドのパッド面に触れたまま前後左右に動かすと、 
Windows 画面に表示されているポインタも指と同じ動きをします。 



• ボタンをクリックする 

( 1 ) 指を動かして、ポインタを画面のボタンの上に重ねます。 

( 2 ) 左クリックボタンを、1回「カチッ」と巧して離します。 

この動作を「クリック」と言います。 

画面のボタンをクリックすると、ボタンに表示されている操作が実行さ 
れます。 
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► 電源の入れ方と Wi ndo WS の起動 


本機の電源の入れ方は、次のとおりです。 

1 電源スイッチ（の）を巧して、本機の電源を入れまず。 

電源ランプ （①） が点灯します。 

電源を入れたときに電源ランプが点灯しない場合は、 AC アダプタやバッテ 
リパックが正しく接続されているか確認してください。 



2 黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、しば5くずると Windows が起 
動しまず。 

画面の角度や明るさを調節して面面を見やすくします。 

• 角度 

LCD ュニッ ト のち度を調節します。 

• 画面の明るさ 

r ^ n + i f 5 1(来）：暗くなります。 
rRn + rF ^( o ) :明るくなります。 


続いて Windows のセットアップを行います。 
p .42「 Windows のセットアップ」 
















電源の入れ方と Windows のセットアップ 


^ Windows のセツトアップ 


電源を入れたあと、しばらくすると自動的に 「Windows Vista セットアップ」が 
実行されます。画面の指示に従ってセットアップを行ってください。セット 
アップ作業の流れは、次のとおりです。 


Windows のセットアップ 

次のように表示されていることを確認し、[次へ]をクリックします。 

国または地が：日本 

時刻と通貨の形式：日本語（日本） 

キ'—ボ'—ドレイアウト ： Microsoft IME 



ライセンス条項をお読みになってください 

画面に表示された条項を確認し、「ライセンス条項に同意します」にチェッ 
クを付けて、[次へ]をクリックします。 



ユーザー名と画像の選択 

ューザー名、パスワードを入力し、画像を選択したら、[次へ]をクリック 
します。 

《レくスワード」は必要に応じて入力してください。 

パスワードを設定すると、設定したューザーを（アカウント）でログオ 
ン時にパスワードの入力が要求されます。パスワードを設をした場合 
は、絶巧にちれないようにしてください。 



コンピユータ名を入力してデスクトップの背景を 
遇択して<ださい 

コンピュータ名を入力し、背景を選択したら、[次へ]をクリックします。 
※「コンピュータを」は、本機をネットワーク（家庭内 LAN やを内 LAN ) 
に接続して巧用する場合などに必要です。 

• ネットワークに接続しない場合は、セットアップ時にコンピュータぶをを 
更する必要はありません。 

• ネットワークに接続する場合は、ネットワーク上にあるほかのコンピュー 
夕《と重複しないように、コンピュータ《をを更してください。 



Windows を自動的に保護するよう設定してください 

保護の設ををクリックして選択します。 

「推奨設定を使用します」を選択することをおすすめします。 

※「推奨設定を使用します」を選択すると 、 Windows Update が自動で行わ 
れるようになります。 

ピ を^ p .133 「Windows Update 」 



42 











第 1 章使い始めるまでの準備 


時刻と曰付の設定の確認 

「タイムゾーン」が r 大盼札幌、東尉になっていることを確認し、「日 
付」、「時刻」を設をして、[次へ]をクリックします。 


お使いのコンピュータの現在の場所を選択して < ださい 

ネットワークに接続している場合、表示されます。 

巧用する場所を選択します。 



ありびとラございまず 

[開始]をクリックします。デスクトップ画面が表示されるまで、約5分か 
かります。 



_デスクトップ画面の表示 

Windows Vista のデスクトップ画面が表示されます。 


※パスワードを設をした場合は、パスワード入力画面が表示されます。パ 
スワードを入力すると、デスクトップ画面が表示されます。 



<壁紙は予告なく変更ずる場合があります> 


これで Windows Vista のセツトアツプは完了です。 

続けて、とち = IP .44 「セットアップ完了後の作業」を行います。 



ライセンス認証について 

購入時に本機にインストールされている Windows Vista や、 「Windows Vista リカ 
バリ DVDJ から再インストールを行った Windows Vis はは、ライセンス認証を行 
う必要はありません。 



























電源の入れ方と Windows のセットアップ 


►セットアップ完了をの作業 

Windows の七ットアップが完了したら、次の作業を行います。 


初期設定 ツール 

Windows のセットアップが完了すると、「初期設定ツール」が自動的に起動しま 
す。初 W 設定ツールは、本機を使用する前に必要な設定を行うためのツールで 
す。面面に従って設定を行ってください。 

セキュ U ティソフトウェアのインス I ル 

購入時、本機にセキュリティソフトウェアはインストールされていません。初 
期設定ツ'ールの「七キュリティ設定」画面の指示に従ってインスト ■ —ルしてく 
ださい。 

<通甫の場合> 

通常は、本機に標準添付の 「Norton Internet Security 90日版」をインスト ' —ルし 
ます。インストール方法は、『セキュリティソフトウェアをご{ま用の前に』ほり 
冊）をご覧ください。 

<セキュリティソフトウェアをオプション購入された場合> 

本機購入時にオプション選択でセキュリティソフトウェアの製品版を購入さ 
れた場合は、「セキュリティ設定」画面で製品版を選択してインストールして 
ください。 

セキュリティソフトウェアによっては、初期設定ツールからインストールがで 
きない場合があります。初期設定ツールの終了後、セキュリティソフトウェア 
に添付の CD からインストールを行ってください。 

ネッ ト ワークに接続ずる 

ネットワーク機能（有線 LAN ) や、無線 LAN 機能（オプション）を使用する場合 
は、ネットワーク接続に関する情報が必要です。お使いのネットワーク機器に添 
付の マニュアル などをご覧ください。 

と夏 ご P .115 「ネットワーク（有線 LAN ) を巧う」 

尸す" P .117 「無線 LAN を使う（オプション）」 
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I Windows ほ用時の巧認事頃 

「セットアップ完了後の作業」が終わると、 Windows を使用できます。ご使用の 
前に次の事項を確認してください。 

Windows の使用ホ法は、 「 Windows のヘルプ」をご覧ください。 

►音量の調節 


Windows 起動時に音が鳴らなかったり、音が大きすぎたり小さすぎたりする場 
合には、音量を調節します。 

次の キーを 操作してください。 


キー 操作 

状態 

(Fn )+( F 10 1啦/づ 

一度押すとミュート（消を）になり、もう一を押 
すとミュートが解除される。 

(Fn )+( F 11 ] ▼な 

音量が小さくなる。 

(Fn )+( F 12 ) ▲啦 

音量が大きくなる。 


►イジ フオメーシヨ ンメニ ューを 巧う 


本機には、本機に添付されているマニュアルを見たり、サポートページに簡単 
にリンクしたりすることができる「インフォメーションメニュー」が搭載され 
ています。 


起動方法 


インフォメーションメニューの 起動ちをは次のとおりです。 

• [ Fn ) + [ F 4 ] ( 回)を巧す 

巧を T 1 「 Fn キーと組み合わせて巧うキー」 

• デスクトップ上の r インフオメーシヨンメニュー」アイコンをダブルクリックする 



インフォプーシヨ 
ンブニュー 


• スタートメニューか6起動する 



































Windows 使用時の確認事項 


インフオメーシヨンメニューが起動すると、次の画面が表示されます。 



インフ ォメー シヨンメ ニューの 項目 

インフォメーシヨンメニューのを項目の内容は、次のとおりです。 

•マニュアルびゅ一わ 

本機に添付されている電子 マニュアルを 閲覧するためのツールです。ュー 
ザーズ マニュアル （本書）の HTML マニュアル や光ディスクドライブの PDF 
マニュアル、 「Nero 7 Essentials 」 や 「 WinDVD 」 などのソフトウェアに添付 
されている マニュアルを 見ることができます。 



「警告」が表示された場合は 


電子マニュアルを閲覧しようとすると、情報バーと呼ばれる Internet Explorer 
のアドレス バーの 下方に 「セキュリティ 保護のため、 この コンピュータにアク 
セスする可能性のあるスクリプトや ActiveX コントロ'ー ルを実行しないよ 
う...」 と警告が表示される場合があります。 

この場合は、情報バーをクリックし、「ブロックされているコンテンツを許 
可」をクリックしてください。 


• PC お役立ち情報 

コンピュータに関する便利で役立つ情報や用語集を掲載しています。マニュ 
アルとあわせてご覧になり、コンピュータを使用する際の参考にしてくださ 

い。 

•と6ぶる解ミ夹ナビ 

技術的な情報やトラブルの解決方法を収録しています。本機の調子が悪い場 
合に、本書の「困ったときに」とあわせてご覧ください。 

，/ ^ p . l 94 「トラブルが発生したら」 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


■ユーザーサポートページ （Web) 

技術的な情報、トラブルの解ホ方をや保証サービスのご案内などを掲載して 
います。マニュアルやドライバ、 BIOS の最新バージョンもダウンロードで 
きます。 

パ尸 P .230 「電子マニュアルのダウンロード」 

「ューザーサポートページ」を閲覧するには、インターネットへの接続が必 
要です。 

■サポート 情報検索 （Web) 

「とらぶる解巧ナビ」に収録されていない最新のサポー ト 情報を掲載してい 
ます。とらぶる解みナビで本機の不具合が解みできなかった場合にご覧くだ 
さい。 

「サポート情報検索」を閲覧するには、インターネットへの接続が必要です。 

• トラブルが 解 ましなかった! 5 

技術的なご質問や修理依頼などの問い合わせ先、メールサポートの方をなど 
を掲載しています。 マニュアル や当社の ューザー ナポ ート ページを参照して 
も、トラブルが解みしない場合にご覧ください。 

^ Windows の修復 


本機の HDD には 「 Windows 回復環境」が設定されていまず。これは 、 Windows 
が起動できないなどの不具合を修復する機能です。 

Windows が起動できないときなどは実行してみてください。 

产 ^ p .221「 Windows 回復環境 （ Windows 民 E ) を使う」 

►復元ポイントを作ぶずる 


Windows の「システムの復元」機能で「復元ポイント」を作成しておくと、本 
機の動作が不ま定になった場合、システムの復元機能を巧用して、作成してお 
いた復元ポイントまでシステムの状態を戻すことができます。 

復元ポイントは通常、ソフトウ ェアの インストールなどを行った際に自動的に 
作成されますが、手動で作成しておくこともできます。 

とす^ P .220 「復元ポイントを手動で作成する」 

►セキュリティ巧策を巧ラ 


本機には、コンピュータを外部と接続することで高まる危険から守るための七 
キュリティ機能が搭載されています。 

インターネットに接続する場合は、セキュリティ対策を行ってください。 

ごす = p . l 33 「インターネットを巧用する際のセキュリティ巧策」 
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Windows 使用時の確認事項 


<カテコ IJ の表示> 

48 


►画面表示が消えたとまは（省電力機能) 


本機は、一定時間タッチパッドやキーボードの操作をしないと、省電力機能が 
働いて画面表示が消えるように設をされています。画面表示が消えて、本機の 
電源ランプが点滅している場合は、スリープ状態になっています（購入時の設 
を）。この場合は、電源スイッチを押すか、キーボードを操作すると元に戻り 
ます。 

とす ^ P. 144「省電力状態からの復帰ホ法」 

►コント□ールパネルの表巧 


コントロールパネルの 表示には、次の2種類があります。 

•カテゴリの表示（コント□ールパネルホーム） 

項目をカテゴリごとにまとめて表示します（初期設定)。 

• クラシック表示 
項目をすべて表示します。 

表示の切り替えは、画面左側にある、「クラシック表示」、 「コントロール パネ 
ル ホーム」 をクリックして行いまず。 

本書では、「カテゴリの表示」形式を前提に記載しています。 

く クラシック表示> 




































第 1 章使い始めるまでの準備 


►フオルダメニューの表示 


Windows Vista では、「ファイル」や「ツール」などのフォルダメニューが標準 
では表示されません。 

フォルダメニューを表示したい場合は 、 [Alt ) を押します。もう一度 （ Alt 1を押 
すと、フォルダメニューは表示されなくなります。 




ソ， 「A " サンカレ ビクチ r 、 f*tl r#* 

Pi 

フアイ jKF) 爲 1(e) 表み(V)ツール (T) 〜レブが） 





) —フ オルタ’メニュ - 


おち二入クソンク 
Cl ド丰 ユメント 
C ピ クチで 
C ミュ- ジック 
ぶ 畳をの巧ち 
註 幻" 

フォ 


rnmm 


アンテ□—ブ 




常にフォルダメニユーを表示ずる 

常にフォルダメニューを表示したい場合は、次の設定を行つてください。 

1[スタート]-「コント□-ルパネル」一「デスクトップのカスタマイズ」 
-「フォルダオプション」一情示」タブー「常にメニユーを表示ずる」に 
チェックを付けまず。 

►ユーザーアカウントを作る 


本機を何人かで共同で使用する場合は、ューザーアカウントを作成しまず。 
ューザーアカウントをいくつか作成すると、 Windows をューザーごとに切り替 
えて、をューザーの構成で本機を使用することができます。 

ユーザーアカウントの作成 

ユーザーアカウントの作成は、次の場所で行います。 


[スタート]—「コント □ —ルパネル」一「ユーザーアカウント」一「ユー 
ザーアカウント」一「別のアカウントの管理」一 r 新しいアカウントの作成」 

ューザーアカウントの種類（権限）は、ューザーに応じて設定してください。 


























Windows 使用時の確認事項 


ユーザーアカウントの種類 

ューザーアカウントの種類（権限）には、次の2種類あります。 

■管理ち 

すべてのシステム項目にアクセスし、設定を変更したり、ドライバ、ソフト 
ウェアのインストールをすることができます。 

購入時やリカバリ時の Windows の七ツトアツプで入力したューザー名（アカ 
ウント）は、「管理者」になります。 

■標準 ユーザー 

一部のシステム項目のを更や、ドライバ、ソフトウェアのインストールは行 
うことができません。管ち里をのパスワードを入力すれば、変更やインストー 
ルが可能になります。 

►ユーザーアカウント制御画面 

コントロールパネルなどで igf が表示されているシステム項目にアクセスし 
ようとしたり、ドライバやソフトウェアのインストールをしようとすると、 
「ユーザーアカウント制御」画面が表示されます。これは、項目にアク七ス制 
限がかけられているためです。 



表示される「ユーザーアカウント制御」画面は、ユーザーアカウント（管理者 
または標準ユーザー）により異なります。本書の手順は、管理者アカウントで 
Windows にログオンした状態を前提に記載しています。 
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本機の終了方法 


ここでは、本機の終了ホをや再起動方をについて説明します。 
本機の終了方法には次の2つがあります。 


■通甫の終了（スリープ） 

通常は、本機を「スリープ状態 J にして終了します。 

ご受コ P .52 「通常の終了（スリープ）」 

スリープ状態にすると、作業内容がメモリに保存され、画面表示が消えて本 
機は低電力の状態になります。スリープ状態からは、数秒で通常のが態に復 
帰することができます。 

スリープ 状態に ついての 詳しい説明は、 I ど pp . l 41 「省電力状態の種親を 
ご覧ください。 



1 !^ 

制限 


本機を使用するとさは、必ずバッテリパックを装着してください。スリープ時、 
落雷などで電源が切れると、保存されていないデータは失われます。 


•電源を切る（シャットダウン） 

次のような場合は、本機の電^^を切って終了します。 

と夏^ P .53 「電源を切る（シャットダウン）」 

• 完全に電源を切りたいとき 
-数日使用しないとき 

-周辺機器、バッテリなどの取り付け、取り外しをするとき 
• バッテリ残量が少なくなったとき 


51 













本機の終了方法 


►通常の終了（スリープ) 


本機をスリープ状態にして終了する方法とスリープ状態から複帰させるホ法 
について説明します。 


終了方法 

本機をスリープが態にして終了するホをは、次のとおりです。 

1[スタート] (0) - [む]をクリックしまず。 

本機が「スリープが態」になります。画面表示が消え、電源ランプが点滅し 
ます。 



ほかの方法でスリープ状態にする 

次の方をでも、本機をスリープ状態にすることができます。 
• [スタート]— [►] —「スリープ」をクリックする 
• 電源スイッチ（む）を押す 

• [ Fn ] + ( F1 ] ( ピ)を押す 

• LCD ュニットを閉じる 


復帰ち法 


本機をスリープが態から復帰させるホ法は、次のとおりです。 


Jl^ 

制限 


復帰の際、周辺機器はスリープ状態に入る前と同じ状態にしてください。 
スリープ中に周辺機器を取りがすなどして状態が異なると、正常に復帰でさない 
場合があります。 


1 電源スイッチ（む）を押しまず。 

本機が通常が態に復帰します。 

キーボードを操作しても復帰できます。 
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►電源を切る（シャットダウン） 

本機の電源の切りホと入れホについて説明します。 


電源の切り方 


本機の電源を切る（シャットダウンする）方法は、次のとおりです。 


制限 


• 電源を入れなおす場合は、電源を入れると去に電気回路に与える電気的な負 
荷を減6し、 HDD などの動作を安定させるために、20秒程度の間隔を空け 
て < ださい。 

• HDD などのアクセスランプ点な中に本機の電源を切ると、収録されている 
データが破損するおそれがあります。 

•本機は、電源を切っていても、バッテリパックが装着されていたり電源プラ 
グがコンセントに接続されていると、微かな電流が流れています。本機の電 
源を完全に切るには、電源コンセントか6電源プラグを抜さ、バッテリパッ 
クを取り外してください。 


1 [スタート]— [►] —「シャットタウン」をクリックしまず。 

Windows が終了し、自動的に電源が切れます。 

2 接続している周辺機器の電源を切りまず。 

シャットダウン時の注意 

Windows を複數のユーザーが使用している状態で電源を切ろうとすると、「ほか 
の人がこのコンピュータにログオンしています。…」と画面に表示されます。 
この場合は、ログオンしているすべてのユーザーをロダホフしてからシャット 
ダウンしてください。 











本機の終了方法 


電源の入れ方 


シャツトダウンが態から本機の電源を入れるホ法は、次のとおりです。 


制限 


♦周辺機器の電源をいつ入れるかは、周辺機器に添付のマニュアルで確認して 
<ださい。 

電源を入れるタイミングがコンピュータより先か後かは、周辺機器によりミ夹 
まっています。 

♦ US 目フラッシュメモリや USB HDD などを接続していたり、 US 巨 FDD に FD 
がセットされている状態で本機の電源を入れると、 Windows が起動しないこ 
とがあります。 USB 記憶装置は、 Windows 起動後に接続してください。 

• USB 記憶装置を接続した状態で Windows を起動したい場合は 、 「BIOS Setup 
ユーティリティ」で起動するデバイスの順番を変更してください。 

日8「起動旧 oot ) デバイスの順番を変更する」 

• 電源を入れなおすときは、20秒程度の間隔を空けてから電源を入れて<ださ 
し)。電気回路に与える電気的な負荷を減6して、 HDD などの動作を安定させ 
ます。 


1 電源 スイッチ （む） を巧しまず。 

本機の電源が入り、 Windows が起動します。 

►再起動 


電源が入っている状態で、本機を起動しなおすことを「再起動」といいます。 


再起動方法 

本機の再起動方？去は、次のとおりです。 

1[スタート] -[►] - 「再起動」をクリックしまず。 

次のような場合には、本機を再起動する必要があります。 

■使用しているソフトウエアで指示があった場合 
• Windows の動作が不安定になった場合 

再起動しても状態が改善されない場合は、本機の電源を切り、しばらくしてか 
ら電源を入れなおしてみてください。 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


►八ングアップしたとをは 


ソフ トウェアや Windows がち' —ボ’’—ドやタッチパッドからの入力を受け付け 
ず、何も反応しなくなった状態をハングアップと言います。 

ハングアップした場合は、ソフトウェアの強制終了を行います。ソフトウェア 
の強制終了をしてもが態が改善されない場合は、強制的に本機の電源を切りま 
す。 

ソフトウェアの強制終了 

ソフ トウエアの強制終了ホ法は、次のとおりです。 


1 [ Ctrl ] + [ Alt ) + [Delete) を巧しまず。 

2 表示された項目か5「タスクマネージャの起動」をクリックしまず。 

「 Windows タスクマネージャ」が起動します。 

3 「アプリケーシヨン」タブか 5 A ングアップしているソフトウェアを選択し 
て[タスクの終了]をクリックしまず。 

4 「プ□グラムの終了」画面び表示された5、[ずぐに終了]をクリックしまず。 
強制のに電源を切る 

1 Ctrl ] + 「品厂] + [Delete] を押しても反応がない場合は、強制的に本機の電源を切り 
ます。強制的に本機の電源を切るホ？去は、次のとおりです。 

1 コンピュータの 電源 スイッチ （む） を已;少攻上押し続けまず。 

本機の電源が切れまず。 


















本機の終了方法 


リセ ッ トホールで強制的に電源を切る 

本機底面にあるリセットホールを巧用して、本機を強制終了することもできま 
す。リセットホールは、電源スイッチを5ゆな上押しても終了できない場合に 
巧用してください。 

1本機底面にあるリセット ホールの 位置を®認し、リセット ホール（►〇ィ） に 
巧の細い丈夫なもの（ゼムクリップを引きのばしたものなど）を差し&みま 
ず。 
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第泻 

コンピュータの基本操作 

キーボードやタッチパッド、光ディスクドライブの使用方法など、コ 
ンピュータの基本的な操作方法について説明します。 

「 AC アダプタ/バッテリパックを使ラ」 . 58 

「タッチパッドを使ラ」 . 66 

「キーボードを使ラ」. .............. 69 

「 HDD を使ラ」 . 75 

「光ディスクドライブを使ラ」 . 77 

「 US 巨機器を使ラ」 ... 86 

「 PC 力ードを使う」 . 88 

「メモリカードを使ラ」 ......... 93 

「画面表示をする」 . 97 

「外付けディスプレイに表示する」 .. 104 

「サウンド機能を使ラ」 . 111 

「ネットワーク（有線 LAN ) を使ラ」 . 115 

「無線 LAN を使ラ（オプション)」 . 117 

「インターネットに接続するには」 . 128 

「インターネットを使用する際のセキュリティ対策」..… . 133 

「電源設定を行ラ（省電力機能を使ラ）」 . 13日 

「そのほかの機能」 . 145 


























I AC アダプタ/ルッテリパックをほう 


本機は AC アダプタまたはバッテリパックで巧用することができます。 

AC アダプタの接続ホをは、 とす^ P.37 「 AC アダプタを接続する」をご覧くださ 

い。 

バッテリパック（な降、バッテリ）は着脱可能なホ電式の電池です。バッテリ 
をセットすれば、電源コンセントのない場巧や、停電時にも本機を使用するこ 
とができます。本機では、リチウムイオン （ Li - ion ) バッテリをイ吏用しています。 

複数のバッテリを交互に巧用したい場合などは、オプションのバッテリを購入 
できます。 

とす^ P.63 「バッテリの交换」 

►使用時のを意 


A 

難化 
言口 


♦バッテリパックを、指定切外の方法で充電しないでください。 

発熱や発火、液漏れによる被害の原因となります。 

♦本体や付属のバッテリパックなどを火中に入れたり、加熱したりしないでく 
ださい。 

破裂などで火傷の原因となります。 

♦バッテリパックの端子をショートさせないでください。火傷の原因となりま 
す。 

♦付属の AC アダプタやバッテリパックを、分解-改造しないでください。 

また、本機には、指定政外の AC アダプタやバッテリパックを使用しないでく 
ださい。 

感電や火傷、化学物質による被害の原因となります。 

当社指定拟外の AC アダプタやバッテリパック、または分解-改造した AC ア 
ダプタやバッテリパック（当社での修理対応は除 <) での本機の使用は、安 
全性や製品に関する保証ができません。 

♦ルさなお子様の手の届く場所にバッテリパックを保管しないでください。 

なめたりすると乂傷や、化学物質による被害の原因となります。 

♦バッテリパックには、落下など、強い衝撃を与えないでください。 

破裂や液漏れによ0、火傷や化学物質による被害の原因とな0ます。 


A 

ま意 


♦付属の AC アダプタやバッテリパックは本機外には使用しないでくださし、。 
火傷•火災の危険があります。 

♦ AC アダプタを毛布や布団で覆わないでください。火傷-火災の危険がありま 
す。 

♦破損した AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。火傷•火災 
の危険があります。 

♦ひざの上で長時間使用しないでください。バッテリパックの熱で本機底面が 
熱くなり、ほミ品义傷の原因とな0ます。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


AC アダプタやバッテリを使用する際は、次の注意事項を確認して正しくお使い 
ください。 

• AC アダプタを使用するとを 

• ACT ダプタを f ま用するときも、必ずバッテリを装着してください。スリー 
プ時、落雷などで電源が切れると、保存されていないデータは失われま 
す。 

どす^ P.141 「省電力状態の種類」 

- AC アダプタを長時間接続して巧用すると、 AC アダプタ本体が少し熱を持 
ちますが、故障ではありません。 

• AC アダプタは頻繁に抜き差ししないでください。 

■パ'ッテリを取り付けて使用するとき 

-省電力状態のまま長時間使用しない場合は、完全放電しないように気を 
つけてください。省電力状態になっているときも電力が消費されていま 
す。 

とミ =p.l39 「電源設をを行う（省電力機能を巧う）」 

-バッテリだけで{ま用しているときに、動画再生時にコマ落ちしたり、ソ 
フトウエアの動作が遅くなったりする可能性があります。このような場 
合には、省電力状態に移行しないように設定してください。 

とを ^ P.142 「省電力状態に移行するち法」 

• バッテ U を長期間使用しないとを 

-長期間巧用していない場合は、バッテリが完全放電している可能性があ 
ります。バッテリだけで本機を使用するときは必ず充電してから使用し 
てください。 

. バッテリを長期間充電しないと、過放電になる可能性があります。予防 
のために充電をしてください。 

Z ^ p .65 レ《ッテリ保管上の注意」 



ほ温環境でのバッテ U 性能 

ほ温の環境では、バッテリの性能がほ下します。これは一時的なものであり、 
常温の環境に戻すと性能が回復します。 









AC アダプタ/バッテリパックを使ラ 


►バッテリの使用可能時聞 


バッテリだけで本機を使用できる時間は次のとおりです。ただし本機の使用環 
境や状態などによって変化します。 


バッテリの使用可能時間* (満充電の場合） 

Core 2 Duo プロ七ッサ搭栽時 

連続あ 2.9 時間 

Core Duo プロセッサ搭載時 

連続あ 3.3 時間 

Core Solo プロ七ッサ搭載時 

連続あ 3.5 時間 

Celeron M プロ七ッサ搭載時 

連続あ 2.8 時間 


*JEITA (電子情報技術産業協会）の測定方法 Verl . O に基づいています。 

本機をバッテリだけで使用している場合は、使用可能時間が制限されます。省 
電力の設定を行うと、電力消費を抑えて使用可能時間を延ばすことができま 
す。 

と罗 " p .139 「電源設定を行う（省電力機能を使う）」 

►バッテリの巧電 


バッテリの充電は、 AC アダプタが接続されているときは、本機の電源が入/切 
どちらの状態でも自動的に行われます。 

バッテリ充電ランプの表示 

バッテリ充電ランプ（区)）の表示は、次のとおりです。 


充電状態 

ランプの表示 

残量少 

点滅（オレンジ色） 

ホ電中 

点;灯（オレンジ色） 

満充電 

消灯 


充電時間 

低バッテリが態からバッテリの巧電完了までの時間は、拘 2.5 時間です。 
電源が入っている状態では、コンピュータのイ吏用状況により差があります。 



温度条件について 

バッテリは、化学反応を利用した電化です。このため、温度条件によっては正 
常な充電ができない場合があります。 
























第 2 章コンピュータの基本操作 


►バッテリ巧量の確認 



通か領域のレ《ッテリ」アイコンの上にポイこ 

を確認することができます。 

1 ^ 巧り：？お巧46*^^伸5%1 

圆 * 

<バッテ|」7イ□ン> ポインタ合わせる 

►バッテリ巧■が少なくなつたら 

/夕をあわせると、バツテリ残量 


バッテリ低下の通知 

バッテリ残量が少なくなり、レくッテリ低下」の状態になると、本機は次のよ 
うに通知（警告）します。 


をり：10分（10%) X 

バジテリが不ちしています（10%).コンピュータを巧 
いちけるには、コンピュータを電源につなぐか、または 
シでツトヴクンして更地を取り替えてください. 

曲 

対処方法 

バッテリほ下が通知されたら、すぐに次のどちらかの処置を行ってください。 
完全放電してシャットダウン（電源切断）してしまうと、保存していないデー 
夕はすべて失われます。 

• AC アダプタを接続する 

電源が入ったままの状態で、 AC アダプタを接続します。 

• 電源を切る 

作業中のデータを HDD などに保存して、実行中のソフトウエアを終了させた 
あと、本機の電源を切ります。 

交換用のバッテリがある場合も、必ず電源を切ってからバッテリを交換して 
ください。 


Jl^ 

制限 


AC アダプタを接続しない場合は、すぐに作業中のデータを保存してください。 
コンピュータが シャツ トダウンしてしまラと、保存していないデータはすべて失 
ねれます。 





















AC アダプタ/パ' ッテ U パックを使ラ 


バッテリほ下時の設定変更 

バッテリ低下のレベルやバッテリ化下時の本機の動作は、を更することができ 
ます。を更は次の場所で行います。 

通知領域の「バッテリ」アイコンをちクリックー「電源オプション」一 
選択している電源プランの「プラン設定の変更」一 
「詳細な電源設定の変更」一「バッテリ」 



I バッテ IJ 低下の 
レベルを設定 


I バッテ IJ 低下時の 
動作を設定 


バツテ U ほ下のレベル設定 

バッテリ残量が何％になったらレスッテリ低下」の通知をするかは、レ《ッテ 
リ低下の レベル」 で設定できます。初期値は10%に設をされています。 

バッテ U ほ下時の動作設定 

「バッテリほ下」になったときの本機の動作は、レくッテリ低下の操作」で設定 
できます。初期値は「何もしない」に設をされています。 

バッテリの容量がすぐに低下するとをは 

バッテリは、消耗品です。満充電にしても、バッテリ容量がすぐにほ下する場 
合は、バッテリの寿命が考えられます。当を純正の新しいバッテリに交换して 
ください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►パツテリの交換 


複数のバッテリを交互に使用する場合や、バッテリが寿命に達した場合は、バッ 
テリを交換します。 

交換用のバッテリについては、当社のホームページをご覧ください。 
ホームページのアドレスは、次のとおりです。 

http://epsondirect.jp/ 


バッテリの交換方法 

バッテリの交換ち法は次のとおりです。 

1 本機の電源を切ります。 AC アダプタげ接続されている場合はがしまず。 

Z 本機の底面部を上にして置きます。 

3 ラッチ （2 箇所）を巧さえたまま、バッテリを手前に持ち上げて取りがしま 
ず。 
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AC アダプタ/パ' ッテ U パックを使ラ 


4新しいバッテリを取り付けまず。 

( 1 ) バッテリのツメ （3 箇所）を本体の正面側と合わせます。 

( 2 ) ラッチ側を巧し込みます。 

正しくセットされると「カチッ」と音がします。 



►バッテリの寿命を延ばずには 


バッテリは消耗品です。バッテリの寿命は、巧いホや使用環境によって大きく 
をわります。 

バッテリの劣化を巧え、使用可能時間や寿命を延ばすため、次の事項に注意し 
てください。 

•高温の環境では、バッテリの劣化が早まります。本機やバッテリを、炎天下 
の自動車の中や暖房機の近くなどで使用したり、放置したりしないでくださ 

い。 

•本機を f 吏用する、使用しないにかかわらず、常時 AC アダプタを接続してい 
ると、バッテリの劣化が早まります。1ヶ月に1回程度は本機から AC アダプ 
夕を外して、バッテリの残量が10%程度になるまで{ま用することをおすすめ 
します。 

•1 ヶ月な上本機を使用しないときは、本機からバッテリを取り外して保管し 
てください。 

が p '65 レ《ッテリ保管上の注意」 


64 






第 2 章コンピュータの基本操作 


►バッテリ保管上のを意 


yTv ルさなおモ様の手の届く場所にバッテリを保管しないでください。 
〇ん、 なめた0すると、义傷や化学物質による被害の原因となります。 


バッテリを保管するときは、次の事項を守ってください。 

• 液漏れや端子部の腐食を防ぐため、必ずコンピュータ本体から取り外してく 
ださい。 

■端子部のショートを防ぐため、ホやビニールなどの絶縁物に包んでくださ 

い。 

• 高温環境での保管は劣化を早めます。乾燥した冷暗巧で保管してください。 
■満充電が態での保管は劣化を早めます。バッテリ残量は50%程まにして保管 
してください。 

■バッテリは、巧用していなくても、自己放電により蓄えられた電気は徐々に 
なくなります。バッテリの残量がなくなり過放電状態になると、コンピュー 
夕に装着してもホ電できなくなることがあります。 

自己放電による過放電を防ぐため、を期的（半年に1回程度）にバッテリ残 
量を50%程度まで充電することをおすすめします。 

► 巧用済みバッテリの取り扱い 



Li-ion 


使用済みのリチウムイオン ( Li - ion ) バッテリは、再利用可能な貴重な 
資源です。有効資源のリサイクルにご協力ください。 


バッテリリヴイクル時のま意 

使用済みのバッテリは、ショートしないように、端子部にテープを貼るかポリ 
袋などに入れて、リサイクル協力店にある充電式電池回収ボックスに入れてく 
ださい。 

バッテリは、燃やしたり埋めたり一般ゴミに混ぜて捨てたりしないでくださ 
い。環境破壌の原因となります。 











I タッチパッドを使ラ 


本機には、タッチパッドが搭載されています。タッチパッドは、マウスと同じ 
ようにポインタなどを操作したりクリックしたりするための装置です。 

►タッチパッドの操作 


タッチパッド使用時のを意 

タッチパッドを使用する陈は、次の注意事項を確認して正しくお{まいくださ 

い。 

•パッド面には指で触れてください。ペンなどで触れると、ポインタの操作が 
できないだけでなく、パッド面が破損するおそれがあります。 

• パッド面は、1本の指で操作してください。一度に2本な上の指で操作する 
と、ポインタが正常に動作しません。 

•手がぬれていたり、汗ばんでいると、ポインタの操作が正しくできないこと 
があります。 

• キーボードを操作しているときにパッド面に手が触れると、ポインタが移動 
してしまうことがあります。 

■起動時の温度や湿度により、正常に動作しない場合があります。この場合は 
電源を一度切って入れなおしてみてください。 

•電源を入れたまま LCD ユニットを閉じていたり、 f ま用中に本機の温をが上 
がってくると、正常に動作しない場合があります。この場合は、電源を一を 
切って入れなおしてみてください。 


ポインタの移動 

タッチパッドは、パッド面とクリックボタンから構成されています。人差し指 
をパッド面の上で前後左右に動かすと、動かした方向に画面上のポインタが移 
動します。 


ポインタ パッド面 
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画面 


左クリックボタン ちクリックボタン 















































第 2 章コンピュータの基本操作 


ク U ック 


ポインタを画面上の巧象にあわせて、パッド面を軽く1回たたきます。 
左クリックボタンを「カチッ」と押すのと同じ操作です。 



ダブルクリック 


ポインタを画面上の対象にあわせて、パッド面を軽く 2回たたきます。 
左クリックボタンを「カチカチッ J と2回押すのと同じ操作です。 




ドラッグアンドド□ップ 

ポインタを画面上の対象にあわせて、ダブルクリックの2回目のクリック時に、 
指をパッド面に触れたまま移動させます。 

左クリックボタンを押したままの状態でポインタを移動し、離すのと同じ操作 
です。 



スク□ール 


上下の スクロールは、 パッドの右端に指を触れて前後に動かします。左右の ス 
クロールは、 パッドの下部に指を触れて左右に動かします。 
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タッチパッドを使ラ 


►タッチパツド機能を OFF にずる 


本機では、タッチパッドの機能を OFF にすることができます。 

キーボード入力を行うときに、手がタッチ パッ ドにあたって マウス ポインタが 
動いてしまい、入力がしにくい場合があります。このような場合は、タッチ 
パッド機能を一時的に OFF にすると便利です。 

タッチパッド機能の ON / OFF の切り替えは、次のキー操作で行います。 

[Fn ) + [円 1(白/ X ) 

とす^ P .72 「Fn キーと 組み合わせて f をう キー」 

►タッチパッドユーティリティを巧う 


タッチパッドユーティリティでを種設定を行うと、タッチパッドがより操作し 
やすくなります。 

タッチパッドユーティリティのを種設定は、次の場所から行います。 

[スタート]—「コント □ — j レパネル」一「ノ V —ドウエアとヴウンド」一「マ 
ゥス」 

「マウスの プロパティ」 画面の「デバイス設定」タブをクリックして、[設定] 
をクリックすると、次の画面が表示されまず。 



設定項目を選択しまず。 
各種設定を行いまず。 

設定項目の説明が表示 
されまず。 


► USB マウス（オプション）の接続 
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本機右側面または背面の USB コネクタ（今 t 2. o ) に、オプションの USB マウスを 
接続して使うことができます。詳しくは、マウスに添付のマニュアルをご覧く 
ださい。 


































キーボー ドを使う 


本機には、日本語対応87キ'ーボ'—ドと2個のインスタントキ ■ —が搭載されてい 
ます。 

►キーの種類と役割 


各キーには、それぞれ異なった機能が割り当てられています。 


a: 


广胡/ |11 

凰 

IfTHlII 

_ぬ）し 2 ふ j 


Q W 

L た 1 1 て 


口 


1 @ h 1H 

TV |Tu ~|]|Ti [l|To TlfTp 

ん I を に ら せ 


r □ 励 四 isara 


网网 HH 



感 








[ 島 . CW I IiiAj に 

~ ][ Li ] l -^1 [LJ 



b: c: 


d: e: 


a: 機能キー 

文字を消す、入力位置を変えるな 
ど、特別な役割が割り当てられた 
キーです。機能キーの役割は、ソフ 
トウ エアに よって異なります。 

b: Fn キー 

制御 キーの 1 つです。 

キートップ（キーの上面）に青色で 
印字されている機能キーと組み合 
わせて使用します。 

p.72「Fn キーと組み合わせて 
使うキー」 

C： 制御キー 

文字キーや機能キーの働きを変化 
させます。単独では機能しません。 


d: 文字キー 

英数字、記号の入力や日本語入カシ 
ステムを利用して、漢字やひらがな 
などの日本語を入力します。 

e: 数値キー 

文字 キーの 一部を數値 キーと して 
使用し、數字、演算子などを入力し 
ます。 [Fn 1 + fNumLk] を押すと数値 
キーと 文字 キーが 切り替わります。 
たインスタントキー 

ド^ P .74 「インスタント キー」 
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キーボードを使ラ 
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►文宇を入力ずるには 


文字キーを押すとキートップ（キーの上面）に目口字されている文字が入力され 
ます。 

入カモードによって、入力される文字は異なります。 


直接入カモード 

キートップのアルファベットをその 
まま入力します。 

日本語入カモード 

□ーマ字入力 

キートップのアルファベットでロー 
マ字を入力し、漢字やひらがなに変 
換します。 

かな入力 

キートップのひらがなをそのまま入 
力し、漢字やカタカナに変換します。 


入カモードの切り替え 

P 5 S 1 を押すと、直接入カモードと日本語入カモードを切り替えることができ 
ます。 

日本語入カ モー ドの ローマ字 入力とかな入力の設をは日本語入カシステムで 
行います。 

►日本語を入力ずるには 


ひらがなや、漢字などの日本語の入力は、日本語入カシステムを巧用します。 
本機には、日本語入カシステム 「 MS - IME _| が標準で搭載されています。 


MS - IME の使し、ち 

MS - IME パネルの主要なボタンのを称と働きは次のとおりです。 

ボタンをクリックしてを設定を行ったり、ヘルプを参照したりします。 

^^1 II 

a : b : c : 

a : 入カモード 

入カモード（ひらがな、カタカナ、英数字など）を選択します。 

b : ヘルプ 

MS - IME の詳細な説明を見ることができます。 

C ： かな キー □ツク 

日本語入カモードの切り替えを行います。 

ボタンが押されていない状態： ローマ字 入力 
ボタンが押されているが態：かな入力 

MS - IME が外の日本語入カシステムを使用する場合は、そのシステムに添付さ 
れている マニュアルを ご覧ください。 
















第 2 章コンピュータの基本操作 


►数値やアルフアベツトの入力 


数値キー入カモード 

阿品可を押すと、 NumLock ランプ （ a ) が点;灯して、文字キーの一部 
が数値キーとして使用できます。さらに怪^を押しながら数値キーを押すと、 
矢印キーなどとして使用できます。 


数値キーモード 


H ] 國喝蝴呵四喝 I 

I 回回! 


□ 




ga 回國回0画 


だ?さ 


因 


し Shift 1 を押したとさ 


F 励哪 0/<]][f け [f * が ] [[Lak || に 

j Home t PgUp * P ,ュ 1 

因 


jgggggg 


姐 


アルフアベツト入カモード 

アルファべットの乂力を大文字または小文字に固定することができます。固定 
する文字の切り替えは、次のキー操作で行います。 

〔Shift 1 + 1 餓 I 


大文字に固定した状態のまま小文字を入力するには 、 [Shift ] を押しながら义字 
を入力します。 

固定する文字を切り替える場合は、 rihifTi を押した状態でもう一度を押 
します。 


























































































































































































































































































































































キーボードを使ラ 


► Fn キーと組み合わせて巧うキー 


キート ップに青色で巨口字されている機能キーはと,祖み合わせて実行しま 
す。 


キーの組み合わせ 


機能 


〔 Fn ぃ1 F 1 〕 ピ 省電力が態に移行します。娜期値：スリープが態) 


p .140 「本機を省電力状態にする」 


fFn 1 +i F 2 J 資 


〔Fn 1+ 厂 F3 J 図 


〔 Fn 〕+1 F 4 〕回 


〔Fn j + 广 F5 J 来 


〔Fn |+[ FsH 〇 


〔 Fn I + 〔 F7 〕画 l/X 


Internet Explorer を起動します。 


Windows メールを起動します。 

インフォメーションメニューを起動します。 

とす"" ■ P .45 「インフォメーションメニューを巧う J 

LCD 画面を暗くします。 

ご哀コ P .% 「 LCD ユ ニットの 調整 J 

LCD 画面を明るくします。 

とす ^ p.% 「 LCD ユ ニットの 調整 J 

LCD 画面のバックライトの入/切を切りをえます。 
とすコ P .% レ《ックライトの消灯 J 


PFiTl +1 F 8 1画/ □ 外付けの表示装置に接続している場合に、ま示装置を 
切りをえます。 

と受コ P . 105「表示できるモードの種類」 


〔Fn 1+1 F 9 〕曰 /X タッチパッドの ON / OFF を切り替えます。 


rFnl + 「 F 10 I ⑩パ 


〔 Fn I + 〔 F1 1 〕▼吨 


〔Fn 1+ 广 F12 j ▲啦 


〔 Fn ) + 〔 NumLk 〕 


〔 Fn ] +1 ScrLk | 


とす^ P .68 「タッチパッド機能を OFF にする」 

スピーカのミュート （消音）の入/切を切り替えます。 
ごすコ P .111 「を量の調節」 

スピーカのを 量を小さくします。 

ご安 ^ p . lll 「音量の調節」 

スピーカのを 量を大きくします。 

と夏ご P .111 「を量の調節」 

数値キー入カモードに切り替えます。 

と 受=>.71「数値キー入カモード J 


ソフトウェアによって機能が異なります。詳しい 
内容は、ご{ま用のソフトウェアのマニュアルをご 
覧ください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


キーの 組み合わせ 

機肯自 

[Fn 1 + (HomeJ 

行の最初に移動します。* 

(Fn 1 + ( End 1 

行の最後に移動します。* 

(Fn ) + (PgUp] 

前のページに移動します。* 

(Fn 1 +(PgDn) 

次のページに移動します。* 


* ソフトウエアによっては、機能が異なる場合があります。 


►入カキーの機能の入れ替え 


次の入カキーの機能を入れ替えることができます。 

( 1 ) キーボード左下にある[~品~1とその隣の品 

( 2 ) キーボードち下にある白瓦]とその踐の(アプリケーシヨンキー) 


Caps Lock A 

英田 ち 

S D F G H J 

^ 1 — ij [ は ] [iJ [ ^ しを ]— 

く L + * } 」 

の り；れ：け]む Enter 

亡 ^ ' -- ^ 1 - 1 


な Shift 1 Z 

J - 

つ X V B N M 

つ 1 L さ 1 L そ 1 L L こ」 L^-J も 

< ' 1 > 0 ウ • _ 

，ね 1 ■ る / め\ろ な州け 

Fn Ctrl ||@ 

Alt » の） 巧供 

濟 ； s| Ah g Ctrl 1 IIpXpII 

圃凹凹 马闷阿岡 


川 に) 


キ'—の機能を入れ替える場合は 「BIOS Setup ユーティリティ」の 「AdvancedJ 
メニュー画面で次の項目を変更してください。 


• [Exchange Fn & L-Ctrl key」 ( [Fn ) と 【 Ctrl 1 の入れ替え) 

• [Exchange R-Alt & Win App key」（ し Ait 1 とし隱 1 の入れ替え) 


キーの機能の入れ替え 

团 OS の設定値 

機能を入れ替える場合 

Enabled (有劾） 

機能を入れ替えない場合 

Disabled (無効） 


購入時は、どちらも roisabledj に設をされています。 
とす^ p .160 「BIOS Setup ユーテイリテイの操作 J 















































































































































































































キーボードを使ラ 


►インスタント キー 


本機には、2個のインスタントキーが搭載されています。インスタントキーを 
押すと、をキーに割り当てられた機能を実行します。 

をインスタントキーの機能は、次のとおりです。 


インスタント キー 

機能 

画面サイズ切り替えキー 

因/ "〇 

画面サイズを切り替えます。キーを押すたびに、 
画面サイズをワイド表示とノーマル表示に切り替 
えます。 

と夏 =^ p . l 00 「画面サイズを切り替える」 

無線 LAN キーが 

キーを押すたびに、無線 LAN 機能の ON / OFF を切 
り替えます。 

とす V 117「無線 LAN を使う（オプション）」 
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HDD を使ラ 


本機には SerialATA ( S - ATA ) 仕様の HDD (ハードディスク ドライブ）が搭載さ 
れています。 HDD は、大容量のデータを高速に記録する記憶装置です。 


ft 

制限 


• HDD のアクセスランプ点む中に、本機の電源を切ったり、再起動したりしな 
いでください。アクセスランプ点む中は、コンピュータが HDD に对してデー 
夕の読み書きを行っています。この処理を中断すると、 HDD 内部のデータが 
破損するおそれがあります。 

• 本機を落としたり、ぶつけたりしてショックを与えると HDD が故障するおそ 
れがあります。ショックを与えないよラにま意してください。また、持ち運 
ぶとさは専用バッグに入れるなどして、保護するよラにしてください。 

• HDD が故障した場合、 HDD のデータを修復することはできません。 


►データのバックアップ 


HDD に記録されている重要なデータは、 CD メディアや外付け HDD などにバッ 
クアップしておくことをおすすめします。万一 HDD の故障などでデータが消失 
してしまった場合でも、バックアップを取ってあれば、被害を最小限に抑える 
ことができます。 

ペックマップが故、が'》211 「データのバックアップ」をご覧ください。 

►購入時の HDD 領域 


購入時の HDD は、お客様の選択により次のように設定されています。 

く通常> 


ドライブ（領域） 

容量 

消ち禁止領域 

約 3 GB * 

C ドライブ 

残り 


< HDD 設定変更サービスを選択された場合> 


ドライブ（領域） 

容量 

消ち禁止領域 

約 3 GB * 

C ドライブ 

購入時に選択された容量 

D ドライブ 

残り 


* 消去禁止領域の容量は、コンピュータの製品仕様により異なります。 
すべてのドライブは 、 NTFS ファイルシステムでフォーマット されています。 



HDD 設定変更 サービス 

HDD 設定変更サービスとは、購入時にあらかじめ HDD の領域を C ドライブ、 

D ドライブに分割した状態でコンピュータをお届けするサービスのことです。 



































HDD を使ラ 


消ま禁止領域とは 


「消去禁止領域」には、本体ドライバやソフトウェアのインストール用データ 
や、 「Windows 回復環境 （Windows RE)」 が設定されています。 

この領域は、 絶対に削除しないでください。 

削除してしまうと、本体ドライバやソフトウェアのインストールができなくな 
ります。 

「消去禁止領域」内の本体ドライバやソフトウェアのインストール用データは、 
CD にコピーレくックアップ）することもできます。 

ご尹^ P.228 レくックアップ CD の作成」 

Windows RE の詳細は、 ごす^ i P.221 「Windows 回復環境 （Windows RE ) を使う」 
をご覧ください。 

► HDD を分割して使用ずる 


1台の HDD は、いくつかに分割してそれぞれ別々のドライブとして使用するこ 
とができます。 

く1台の HDD を分割する> 

例：1つの HDD 領域 （C ドライブ）を2つの HDD 領域 （C ドライブと D ドライブ) 
に分割することができます。 


消去禁止領域 消去禁止領域 

C ドライブ C ドライブ 

□ドライブ 



C ドライブを分割する場合は Windows の再インストールが必要です。詳しくは、 
Z^p.233 「C ドライブを分割.変更する」をご覧ください。 
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I 光ディスクドライブをほう 

本機左側面には購入時に選択された光ディスクドライブが搭載されています。 
光ディスクドライブは、 CD - ROM などの光ディスクメディアを巧用するための 
機器です。 

ここでは、光ディスクドライブの基本的な巧いホについて説明します。 




A 光ディスクドライブで、ひび割れや変形巧修したメディアは使用しないでくださ 

_しん内部で兩び散って、故障したり、メディア取り出し時にけがをしたりするを 

注意険があ0ます。 


i!^ 

制限 


本機では、 CD (コンパクトディスク）の規格に準拠しない「コピーコント□一 
ル CD」 などの特殊ディスクは、動作保証はしていません。本機で動作しない特 
殊ディスクについては、製造元または販売元にお問い合わせください。 


► ドライブの機能と使える巧ディスクメディア 


光ディスクドライブの種類によって、メディアへの書き込みや DVD の再生な 
ど、使える機能が異なります。 

お使いの光ディスクドライブでイまえる機能とメディアの種類は、次をご覧くだ 
さい。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一ね」一「光ディスク 
ドライブ PDF マニュアル」 

光ディスクメディアの違いについての簡単な説明は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一「 PC お役立ち情報」 
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光ディスクドライブを使ラ 


►巧ディスクメディアのセツトと取り出し 

光デイスクメディアのセットと取り出しホをについて説明します。 


制限 


•光ディスクドライブアクセス中にメディアを取り出したり、再起動したりし 
ないで < ださい。 

•メディアの再生中や書を込み中に振動や衝撃を与えないでください。 

• ディスクトレイ上の光学レンズに触れたり、傷つけたりしないでください。メ 
ディアのデータが読めなくなります。 

■必要な場合な外は、ディスクトレイは閉じておいてください。 

• 結露した状態のメディアを使用しないでください。メディアを寒いところか 
6暖かいところへ急に持ち込むと、結露（水滴が付着する状態）します。使 
用すると、誤動作や故障の原因になります。 

• 本機では、精円などの通常と異なった形状のメディアは使用でをません。 


セツトち法 

1 イジエクトボタンを巧しまず。 

ディスクトレイが少し飛び出します。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


2 ディスクトレイを静かに引き出しまず。 

光学 レンズに 触れたり、傷つけたりしないでください。 
メディアのデータを読めなくなります。 



3 印刷面を上にしてメディアをディスクトレイに載せ、カチッと音がずるまで 
はめ&みまず。 



4 ディスクトレイを静かに閉じます。 






光ディスクドライブを使ラ 


取り出しち法 

1 アクセスランプげ点な-点滅していないことを巧認して、イジェクトボタン 
を巧しまず。 



2 ディスクトレイが少し飛び出した5そのまままっすぐ引き出しまず。 

3 メディアをディスクトレイか6取り出します。 

4 ディスクトレイを手で巧して静かに閉じます。 



イジエクトボタンを押してちメディアが取り出せない場合 

ソフトウェアによっては独自の取り出しホをでないとメディアが取り出せな 
いものもあります。詳しくは、お使いのソフトウェアに添付のマニュアルをご 
覧ください。 
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►強制的ながディスクメディアの取り出し 


次のような場合には、強制的に光ディスクメディアを取り出すことができま 
す。 

■光ディスクドライブの動作が不安定になった0、故障した0して、光ディスクメ 
ディアが取0出せない場合 

■光ディスクメディアをセットしたまま、本機の電源を切ってしまった場合 

強制的な光ディスクメディアの取り出しホをは次のとおりです。 

1 本機の電源び入っている場合は、電源を切りまず。 

と受^ P .53 「電源を切る（シャットダウン）」 

2 イジェクトホールに巧の細い丈夫なちの（ゼムクリップを引さのばしたちの 
など）を差し込みます。 



3 ディスクトレイびかし飛び出した5、そのまま手でまっすぐ引さ出しまず。 






光ディスクドライブを使ラ 


► CD メディアの読み込み • 再生 


化ディスクドライブでは、データ CD を読み这めるほかに、音楽 CD やビデオ CD 、 
フォト CD などの再生を行うことができます。これらのメディアの中には、再生 
時に別途専用ソフトウエアが必要なものもあります。 

► DVD メディアの読み込み • 再生 


< DVD 再生機能のある光ディスクドラィブ搭載時> 

DVD 再生機能のある光ディスクドライブでは、データが収録された DVD メディ 
アを読み込めるほかに 、 DVD VIDEO などの再生ができます 。 DVD VIDEO の再 
生には、専用のソフトウェアが必要です。 

DVD VIDEO 再生ソフト 

DVD VIDEO の再生には 「 WinDVDj を使用します。 

WinDVD は、次の場所から起動します。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「Inter Video WinDVD 」一 「Inter 
Video WinDVD for EPSON 」 

WinDVD の詳しい巧用か法は、 WinDVD のヘルプをご覧ください。 

DVD VIDEO 再生時の制限 

rWinDVD J で DVD VIDEO の再生をすると、次のような不具合が発生すること 
があります。 

•解像度や色数の設をにより 、 DVD VIDEO の再生ができないことがあります。 
DVD VIDEO の再生ができない場合は、解像をや色数を下げてみてください。 
とす" P .103 「解像度や表示色のを更ホを」 

•外付けディスプレイを接続して、クロ ■ —ンモ ■ —ドで表示をしていると、「使 
用しているディスプレイ環境は保護されているコンテンツの再生をサポー 
卜 していません。」というメッセージが表示され 、 DVD VIDEO の再生が中断 
されます。このような場合は、クローンモードの表示を1つのディスプレイ 
モードに切り替えてください。 

とす =* p . l 06 「モードを切り替えるには」 
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►がディスクメディアへの書き込み 


<書 さ込み機能のある光ディスクドライブ搭載時> 

書き込み機能のある光ディスクドライブでは、データ、を楽、画像などを光 
ディスクメディアに書き込むことができます。 

書き込み可能なメディアは、お使いの光ディスクドライブにより異なります。 
光ディスクドライブで書き込み可能なメディアは、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一ね」一「光ディスク 
ドライブ PDF マニュアル」 


ft 

制限 


ライティングソフト 

光ディスクメディアに書き込みを行う場合は、専用のライティングソフトが必 
要です。本機にはライテインダソフト 「Nero 7 Essentials 」 がインストールされ 
ています。 

P.84 「Nero 7 Essentials の使レ、方」 


作成した DVD VIDE 日は、市販の DVD プレイヤーで再生でさますが、一部の 
DVD プレイヤーでは再生でさない場合があ0ます。 


書き込み時のを意 


書き込みを行う場合は、次の点に注意してください。 

• 省電力機能を無効にする 

メディアへの書き込み時に 、 Windows が 省電力状態に切りをわると、 データ 
転送 エラーが 起き、書き込みに失敗して、メディアに記録した データが 失わ 
れたり、メディアが巧用できなくなる可能性があります。 

書き这みを始める前に、省電力状態に移行しないように設をしてください。 
とす * P.142 「省電力状態に移行するち法」 

省電力が態に移行する場合は、必ず光ディスクドライブからメディアを取り 
出してから行ってください。 

• 速度に対応した光ディスクメディアを選ぶ 

書き这みを行う場合は、お使いの光ディスクドライブの書き这み速をに対応 
したメディアを使用してください。 

光ディスクドライブの書き込み速度は、次をご覧ください。 


r インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゅ一ね」一「光ディスク 
ドライブ PDF マニュアル」 











光ディスクドライブを使ラ 
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^Nero 7 Essentials の使し、方 


<書さ込み機能のある光ディスクドライブ搭載時> 

ライティングソフト 「Nero 7 Essentials 」 を巧用すると 、 CD メディアや DVD メ 
ディアにデータやを楽、画像などのファイルを書き込むことができます。 


Jl^ 

制限 


使いち 

Nero 7 Essentials の起動ち法は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の;夕の 「 Nero 」 アイコンをダブルクリックしまず。 


「Nero 7 Essentials 」 と Windows Vista 標準の書き込み機能を同時に使用し 
ないで < ださい。 


幽 

Nero 

Starts ma... 

く Nero アイコン> 


2 Nero 7 Essentials 画面び表示されまず。 



@©0 


会瞧 .v 單严巧 ) 


Nero へようこそ 


上のアイコンからカ テ!! リを 一つ 透巧して下さい 


ずると百面中央に9スウのリストがま示されます 


目的の5スウをウリツクすると作業を開始します 



(§) 喔) @ 


J 


Nero 7 Essentials の詳しい使用方法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一わ」一 「 Nero ユー 
ザーガイド」 
















第 2 章コンピュータの基本操作 


InCD 


メディアをパケットライトソフト 「 InCD 」 でフォーマットすると、ドラッグア 
ンドドロップするだけでデータの書き込みを行うことができます。 

パケットライトでメディアに書き这むには、 InCD でメディアをフォーマットす 
る必要があります。 

InCD の詳しい巧用ち法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」_「マニュアルびゆ一わ」一 「 InCD ユー 
ザーマニュアル」 


制限 


• InCD で使用できる光ディスクメディアは、 CD - RW 、 DVD ± RW 、 DVD - RAM ：.： 
のみです。 

• InCD で フォーマツ トしたメディアは Nero 7 Essentials で書き込みを行う 
ことはできません。書き込みを行ラ場合は 、 Nero 7 Essentials で「ディス 
クの消去」を行ってください。 


有償アップグレード 

本機にインストールされている Nero 7 Essentials は、 Nero 製品版 「Nero 7 Premium J 
に特別優待価格でアップグレードすることができます。アップグレードをご希 
望のホは、デスクトップ上の 「 Nero オンラインアップグレード」から申し込み 
を行ってください。 

讀 

Nero オンライン 
アップクレ-ド 









I USB 機器をほう 


本機には USB 2.0 に対応した USB コネクタが右側面に 2 個、背面に2個、合計4個 
搭載されています。 

USB コネクタには USB 対■応の機器を接続します。4個のコネクタは同じ機能です 
ので、どのコネクタを巧用しても構いません。 


制限 


♦ US 巨フラッシュメモリや USB HDD などを接続していたり、 US 巨 FDD に FD 
がセッ ト されている状態で本機の電源を入れると、 Windows が起動しないこ 
とがあります。 US 巨記憶装置は、 Windows 起動後に接続してください。 

• USB 記憶装置を接続した状態で Windows を起動したい場合は 、 「BIOS Setup 
ユーティリティ」で起動するデバイスの順番を変更してください。 

^/^ P .168 「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」_ 


USB 2.0 の輯送速度 

USB 2.0 のデータの転送速度は、最大 480 Mbps です。 USB 2.0 コントローラは、 
USB 2.0 コネクタに接続するすべての周辺機器で共用します。そのため、転送速 
度は接続する周辺機器が増えると低下しまず。 


► USB 機器の巧続と取りかし 


USB 機器の接続 • 取り外しは、本機の電源が入っている状態で行うことができ 
ます。 


USB 機器の接続 


USB 機器の接続方法は次のとおりです。 

1 USB 機器の USB コネクタを、本機の USB コネクタ （ろ t 2. o ) に接続しまず。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


2 USB 機器によっては、通知領域に「取り外し」アイコンが表示されまず。 


お 

<取り外しアイコン> 


接続する呪 B 機器によっては、専用のデバイスドライバが必要です。詳しくは、 
USB 機器に添付の マニュアルを ご覧ください。 



接続した USB 機器の確認 

接続した USB 機器を確認するには、「取り外し」アイコンをダブルクリックし、 
「ハードウェアのを全な取り外し」画面で[プロパティ]をクリックします。 


USB 機器の取りタル 

USB 機器の取り外しは、コンピュータの状態を確認して、次のどちらかのちを 
で行います。 

■そのまま取り外す 

「取り外し」アイコンが表示されていない場合や、本機の電源を切った場合 
はそのまま取り外せます。 

• US 日機器の終了処理をして取り外す 

「取り外し」アイコンが表示されている場合は、終了処理を行います。 

USB 機器の終了処理の方法は次のとおりです。 


1 開いているファイルを閉じまず。 

ファイルを閉じないと、終了処理ができません。 

2 通知領域の「取りがし」アイコンをクリックします。 

3 表示されたメニューか5「嫩り外したし MJSB 機器）一..•をま全に取り 
がしまず」を選巧しまず。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう注意してくださ 

い。 


USB 大容量記情装看デバイス-ドライブ （ E :) をち全に巧りかしまず 


4 「A— ドウエアの取りがし」メッセージび表示された S、[0K] をクリック 

し、 USB 機器を本機か5取り外しまず。 












PC 力ードを使ラ 


本機の右側面には、 PC 力ードスロットが搭載されています。本機では、 PC Card 
Standard に準抱した次のカードを装着することができます。 


装着可能なサイズ 

仕様 

Typell 

1 スロット CardBus 対•応 


PC カードの形がによっては装着できないカードがあります。 



制限 


♦ FAX モデムカードや、ネットワークカードなどは、使用違中に電源の供給が 
停止されると、不具合が発生する可能性があ 0 ます。これ 5 のカードを使用 
するとさは、省電力状態に移行しないよラに設定してください。 
J ^[ p . l 42 「省電力状態に移行するち法」 

• PC カードス□ットに FAX モデムカードを取り付けて使用する場合には、回 
線の呼び出し音が鳴 5 ない FAX モデムカードもあります。これは、 CardBus 
の仕様によるちので故障ではありません。 


















第 2 章コンピュータの基本操作 


► PC 力ードのセツトと取0かし 


制限 


• PC カードを取り扱ラとさは、あ6かじめ金属製のものに触れて、静電気を逃 
がしてください。 PC カードやコネクタ部に静電気が流れると、故障すること 
があります。 

• PC カードは、本機の電源が入っている状態で抜き差しすることができます。 
ただし、ス U —プ状態や休止状態など、省電力状態では PC カードの抜壬差し 
を巧わないでください。システムが正常に動作しなくなる場合があります。 


PC カードのセット 


PC カードのセッ ト 方法は次のとおりです。 



1 PC 力ードス□ットに夕‘ミーカードがセツトされている場合は、取りがしま 


ず。 

Z ^ P '91「 PC カードの取り外し」-手順2〜4 

ダミーカードは PC カードを使用しないときに、 スロッ トに セット しておき 
ます。 
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PC 力ードを使ラ 


2 PC 力ードを PC 力ードス□ットに挿入しまず。 

PC 力ードの表面を上にして、奥までしっかりと押し込みます。 



3 コンピユータの電源が切れている場合は、電源を入れまず。 

4 認識されると PC 力ードげ使用できまず。 

正しく PC カードが七ットされると認識音が鳴り、通な領巧に「取り外し」ア 
イコンが表示されます。 

お 

<取り外しアイコン> 

PC カードによっては、専用のデバイスドライバが必要です。詳しくは 、 PC 
カードに添付のマニュアルをご覧ください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


PC 力ードの取りがし 

PC カードの取り外し方法は、次のとおりです。 


制限 


本機にセツトされていた PC カードは、高温になっている可能性があります。取 
り外す際はま意してください。 


1 PC カードの終了処理を巧うか、または本機の電源を切りまず。 

PC カードの終了処理の手順は、次のとおりです。 

( 1 ) 通知領域の「取り外し」アイコンをクリックします。 

(2) 表示されたメニューか!5 r (取り外したい PC 力ード）一--•を安全に取り 
外します」を選択します。 

權數の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう、注意して 
ください。 



AVerMedia Hardware MPEG CardBus TV (Japan ) を安をに巧りかします 


(3) 「八ードウエアの取り外し」メッセージが表示された6、 [ OK ] をクリック 
します。 

これで PC カードの終了処理は完了です。 


2 PC 力ードイジェクトボタンを「カチッ」と音がずるまで巧しまず。 

イジェクトボタンが出てきます。 
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PC 力ードを使ラ 


3 出てきた PC 力ードイジエクトボタンを再び巧し込みまず。 

PC 力ードが出ます。 



4 出てきた PC 力ードをまっすぐに引き抜きまず。 

取り外した PC カードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくださ 

い。 

5 グミーカー ドを PC 力ードス□ットにセットしまず。 

コンピュータ内部にホコリが入らないように、必ずダミーカードをセットし 
ておいてください。 
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I メモリ カー ドをほう 


本機右側面にはメモリカードスロットが装備されています。メモリカードは、 
デジタルカメラなどで{ま用するメディアで、コンピュータとのデータ交換に使 
われます。本機では、3種類のメモリカードを巧用することができます。 



►本機で巧用でをるメモリカード 


本機で使用できるメモリカードは、メモリースティック （ Pro 対応）、マルチメ 
ディアカード、 SD メモリーカードの3種類です。イラストは、各メモリカード 
表面のイメージです。 



<メモリースティック> 


MULTI 

MEDIA 

CARD 


<マルチメディアカード> 


ぶ夕 



<SD メモリーカード> 


Jl^ 

制限 


• メモリースティック、 SD メモリーカードの著作権保護機能には対応していま 
せん。 

• メモリースティックやメモリースティック Pm の高速転送、セキュリティ機能 
には対応していません。 
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メモ u 力ードを使ラ 


メモリカード使用時のを意 

メモリカー ドを巧用する陈は、次の注意事項を確認して正しくお{まいくださ 

い。 

• メモリカードにアクセス中は、本機の電源を切ったり、メモリカードを抜い 
たりしないでください。カードのデータが破損するおそれがあります。 

• メモリカードは、データの書き込み中に電源の供給が停止すると不具合が発 
生する可能性があります。メモリカードをイ吏用するときは、省電力状態に移 
行しないように設定してください。 

とす^ P .142 「省電力状態に移行するホを」 

•記録されているデータによっては、読み这み時に専用のソフトウェアがお、要 
になる場合があります。詳しくは、データを作成した周辺機器またはソフト 
ウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

メモリカードの フォー マット 

メモリカードのフォーマットは、必ずメモリカードを{ま用するデジタルカメラ 
などの周巧機器側で行ってください。本機でフォーマットを行うと、周辺機器 
でメモリカードが認識されなくなる場合があります。 

フォ ■ —マットのホ法は、周辺機器に添付のマニュアルをご覧ください。 

► メモリカードのセツトと取0かし 


メモリカードを使用する前に、必ずと す = IP .94 「メモリカード使用時の注鼠を 
お読みください。 

メモリカードのセット 

メモリカードのセット方をは、次のとおりです。 

1 メモリカードス□ットに夕‘ミーカードびセットされている場合は、取り外し 
まず。 

(1) ダミーカードを「カチッ」と音がするまで押します。 

(2) かし出てきたダミーカードをまっすぐに引き抜きます。 

ダミーカードはメモリカードを使用しないときに、 スロッ トにセットし 
ておきます。 



94 






第 2 章コンピュータの基本操作 


2 メモリカードの表面を上にしてメモリカードス□ットに挿入しまず。 

奥までしっかりと押し込みます。 

メモリカードの表面は、 I ごす =1 P .93 「本機で巧用できるメモリカード」で確認 
してください。 



3 認識されると、メモリカードげ使用できまず。 

正しくセットされると、通知領域に「取り外し」アイコンが表示されます。 

わ 

<取り外しアイコン> 

メモリカードの取り外し 

メモリカードの取り外しホ法は、次のとおりです。 

1 メモリカードの終了処理を巧うか、または本機の電源を切りまず。 

メモリカードの終了処理の手順は、次のとおりです。 

(1) 開いているファイルを閉じます。 

ファイルを閉じないと、終了処理ができません。 

(2) 通知領域の「取り外し」アイコンをクリックします。 

(3) 表示されたメニューから、 r (取り外したいメモリカード）一--•を安全に 
取り外します」を選択します。 

權数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう、注意して 
ください。 



(4) r 八ードウエアの取り外し」メッセージが表示された6、 [0 K ] をクリック 
します。 

これでメモリカードの終了処理は完了です。 









メモ u 力ードを使ラ 


2 メモリカードを「カチッ」と音がするまで巧ずと、メモリカードびかし出ま 
ず。 

強く押すと、メモリカードが飛び出すことがあるので注意してください。 




取り出したメモリカードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくだ 
さい。メモリカードを七ットしない場合は、ダミーカードを七ットしておき 
ます。 
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I 画面表巧をする 


ここでは、本機の LCD ュニットでの画面表示について説明します。 

本機では、 LCD ュニットのほかに外付けの表示装置を接続することもできま 
す。 

とず = p . l 04 「外付けディスプレイに表示する」 

► LCD ユニツトの仕様 


本機では次のどちらかの LCD (液晶ディスプレイ）を搭載しています。 

• 1已 .4 型 WXGA 最大解像度1280 X 800 
•1 曰. 4 型 WXGA + 最大解像度 144 0X900 


ft 

制限 



LCD のドット抜け基準値 

本機 LCD のドット 4 抜け基準値は、8個が下です。これは、 WXGA の場合で全 
ドットの0.00026〇/〇が下に、 WXGA + の場合で全ドットの0.00021〇/〇な下に相当し 
ます。 

* 「ドット」は副画素（サブピクセル）を指します。 LCD では、1個の画素が3 
個の副画素で構成されています。本書に記載しているドット抜け基準値は、 
ISO 13406-2 に従って、副画素単位で計算しています。 

本機の副画素数 

WXGA の場合 3,072,000個 

WXGA + の場合3,888,000個 


LCD の表示中に、次の現象が起きることがあります。これは、カラー LCD の特 
性で起さるちので故障ではありません。 

• LCD は、高精度な技術を駆使して230万政上の画素か6作られていますが、 
画面の一部に常時点むまたは常時消むする画素が存在することがあります。 

•色の境界線上に筋のよラなちのが現れることがあります。 

• Windows の背景の模様や色、壁紙などによってち5ついて見えることがあり 
ます。この現象は、背景の模様が市松模様や横搞模様といった特殊なパター 
ンで、背景の色が中間色の場合に発生しやす<なります。 





















画面表示をする 


► LCD ユニットの調舊 

画面の明るさの調整は次のキーで行います。 


キー 操作 

状態 

(Fn 1+1 F 5 ] 来 

暗くなります 

[ Fn 1+[ F 6 1 な 

明るくなります 


次の場所で調整することもできます。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「電 
源オプション」一各プランの「プラン設定の変更」一「ディスプレイの輝度 
を調整」 


バックライトの消な 

本機を使用していない間、バックライトを消げすることで消費電力を抑えるこ 
とができます。バックライトの消なホをは、次のとおりです。 


キー 操作 

状態 

f Fn 1+( F 7 1 画 l/X 

本機が起動している状態で押すとバックライトが消灯 
します。もう一度押すとバックライトが点なします。 


LCD ユニッ トを閱じたとをの動作 

LCD ユニットを閉じると、本機は「スリープ状態」になります。 
と歹 ^ P .141 「省電力状態の種類」 

LCD ユニットを閉じたときの動作は、変更することができます。 
p .142 「省電力状態に移行するち法」 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►表示でをる解像度と表示を 


本機の LCD ユニットで表示可能な解像度は次のとおりです。表示色は中 （16 
ビット）と最高 （32 ビット）が選択できます。 


解像度 

] 日. 4 型 WXGA 

1 曰. 4 型 WXGA + 

800 X 600 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

1280 X 768* 

〇 

〇 

1280 X 800* 

〇 

- 

1440 X 900* 

- 

〇 


ワイド表示 


ワイド表示な外の解像度を設定すると、画面が縦伸びまたは横伸びしたように 
見えます。この場合は、画面サイズを切り替えてください。 

1 ^ p . lOO 「面面サイズを切り替える」 



動画が正當に再生でをない場合は 

解像度や表示色が高いと、 「 WinDVD 」 で DVD VIDEO を再生するときなどに、 
正常に表示できないことがあります。そのような場合は、解像度または表示色 
を下げてみてください。 

















画面表示をする 


►画面サイズを切0替える 


本機はワイド液晶ディスプレイを搭載しているため、ワイド表示な外の解像を 
を設定すると、画面が縦伸びまたは横伸びしたように見えます。この場合は、 
次の方をで画面表示を切り替えることができます。 


制限 


外付けディスプレイを接続している場合は、画面サイズの切り替えがでをないこ 
とがあります。 


• 画面サイズ切り替えキーで切 り替える 

ワンタッチで簡単に画面サイズを切り替えます。 


•ユーティ U ティで切り替える 

解像度ごとに表示設定を行いたい場合は、ユーティリティで画面サイズを切 
り替えます。 

画面サイズ切り替えキーで切り替える 

画面サイズ切り替えキーを使用すると、簡単に画面サイズを切り替えることが 
できます。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


画面サイズ切り替えキーを押すたびに、ワイド表示と ノーマル 表示に切り替わ 
ります。購入時は、ワイド表示に設定されています。 




画面サイズを切り替えると、自動的に解像度が次のとおり切り替わります。 


画面表示 

解像度 

] 曰.4型 WXGA 

] 曰.4型 WXGA+ 

ワイド 

1280X800 

1440X900 

J —マル（縦横比4 : 3) 

1024X768 

1024X768 


■画面サイズ切り替えキーで画面サイズを切り替えた後、上記の表な外の解像 
f 7 g 度に変更したいとをは、手動で設定を変更してください。 

ぶ B ^ fp - ios 「臟度ゃまぉ色の変更方法」 

• Windows を複数のユーザーで使用している場合、ユーザーごとに画面表示の 
設定（ワイド/ノーマル）を保存することはできません。 


ユーティリティで切り替える 

ユーティリティでは、解像度ごとに画面サイズを設定できます。 

ユーティリティで画面サイズを切り替えるホ法は、次のとおりです。 

1 撒 [] 領域のに atalyst Control Center 」 アイコンをちクリックし 、 ["Catalyst 
Control Center ..」 を選択します。 

gj 

く Catalyst Control Center アイコン> 

「ATI Catalyst Control Center J 画面が表示された場合は、画面左下の[基本...] 
をクリックし、次の画面で[はい]をクリックします。 

2 「ATI Catalyst Control Center へようこそ」と表示された6、「基本の 
[簡単設定ウィザードとクイック設定]」を選択し、[巧へ]をクリックしまず。 

3 「実行ずる操作」と表示された5、「クイック設定」タブをクリックし、 r ノー 
トブックパネルプ □パティ」 を選択して、[移動ずる]をクリックします。 





























r ノートブックディスプレイに表示されるデスクトップイメージ」と表示さ 
れた6、デスクトップ画面をどのよラに表示させるか選択し、[終了]をク 
リックしまず。 



還択した画面イメー 
ジがプレビュー表示 
されます。 


画面サイズを切り替えて、次の設定で表示することができます。 

• サイズ変更なし 

設定した解像度のまま表示します。 

• ディスプレイパネルに合ラよラにサイズを変更します（購入時の設定） 

設定した解像度を、ディスプレイパネルに合わせて表示します。 

• サイズを変更してち、イメージの元の大きさ（アスペクト比）は保ちます 

元の解像度のアスぺクト比*を固をしたまま画面サイズを変更します。 

* アスペクト比 

画面や画像の縦横比のこと。通常のディスプレイはアスぺクト比4:3 
です。 


r 実行ずる操作」と表示された画面で、[終了]をクリックしまず。 

これで、画面サイズの切り替えは完了です。 


















第 2 章コンピュータの基本操作 


解像度や表示色の変更ち法 

解像度と表示色の'塞更ホをは次のとおりです。 

1 [スタート]—「コント □ —ルバネル」一「デスクトップのカスタマイズ」一 
r 個人設定」一 r 画面の設定」をクリックしまず。 

1 「解像度」、「色」などの項目を設定したい内容に変更しまず。 



色を設定 
しまず。 


解像度を - 
設定します。 


3 項目を変更した5、随曲をクリックし、画面のメッセージに従って操作 
しまず。 



セーフモー ドでの起動 

本機の LCD 画面で表示できない解像度を選がすると、 Windows を再起動したと 
きに、画面が乱れる、何も表示されないなどの現をが起こることがあります。 
このような場合は、 セーフモー ドで起動して再設定を行ってください。 

と P P.219 「セーフモードでの起動」 













































I か付けディスプレイに表示する 


本機に外付けディスプレイ（アナログ）表示装置を接続して、画面を表示する 
ことができます。 


►ディスプレイの接続 


ディスプレイの接続 


本機では、外付けディスプレイ（アナログ）を接続することができます。 
ディスプレイの接続は、次の手順で行いまず。 

1 本機とが付けディスプレイの電源を切ります。 

2 が付けディスプレイの接続ケースレを本機背面の VGA コネクタ（曰）に接 
続しまず。 



3 外付けディスプレイと本機の電源を入れます。 

(画/日）を押すと、表示装置の切り替えができます。 
「画面の外観を選択してください」と表示された場合は、表示ホ法を選択し、 
[ OK ] をクリックします。 



外付けディスプレイへの表示を終了する 

外付けディスプレイへの表示が終了したら、 Windows を終了後に必ず接続ケー 
ブルを取り外してください。外付けディスプレイの電源が入っていなくても、 
ケーブルを接続しているだけで自動認識されます。 


ビデオプ□ジェクタへの接続 
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ビデオプロジェクタも外付けデイスプレイと同様に、本機の VGA コネクタに接 
続します。 

詳しくはプロジェクタに添付のマニュアルをご覧ください。 






















第 2 章コンピュータの基本操作 


►表示でをるモードの種類 


画面に表示できるモードは、次の3種類があります。 

• 1つのディスプレイモード 

1つの ディスプレイ （LCD ユニット のみまたは外付け ディスプレイ のみ）に 
表示します。外付け ディスプレイ が接続され ていても LCD のみで表示できま 
ず。 


•ク□ーンモード 

2つのディスプレイに同じ画面を表示します。プレゼンテーシヨンを行う場 
合などに便利です。 




く LCD 画面> 


く外付けディスプレイ> 


•拡張デスクトップモード 

それぞれのディスプレイに対して、個別に表示設定をすることができまず。 
複数の画面をコンピュータ上に表示する場合に便利です。 




<LCD 画面> 


く外付けディスプレイ> 





































か付けディスプレイにまおする 


►モードを切り替えるには 


画面のモードの切り替え方をには、次の2つがあります。 


• キーボードで操作する 

キーボードで簡単に「1つの ディスプレイ モード J と「クローンモード J に 
切り替えができます。 

• ユーティ U ティか！5操作する 

すべてのモードの 切り替えが可能です。 

キーボードで操作ずる場合 

口。+ 口り（画/ □) を押して、表示装置を切り替えます。 

本機で表示できる組み合わせは次のとおりです。接続している表示装置を自動 
的に認識して切り替えます。 


組み合わせ 

表示内容 

LCD Only 

LCD 画面のみに表示 

CRT Only 

外付けディスプレイのみに表示 

LCD+CRT 

LCD 画面と外付けディスプレイに同じ画面を表示 

(クローンモード） 


制限 


• 解像度の異なる2つの表示装置を選択した場合、低い方の解像度で表示され 
ます。 

♦ r 拡張デスクトップモード」で表示をしている場合、キーボードでの切り替え 
はでさません。 

• 動画の再生中やゲームソフトの起動時には、キーボードで表示装置の切り替 
えがでさないことがあ0ます。 
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ユーティリティか！5操作する場合 

ューティリティでは、表示装置の切り替えや、表示モードの設をなどができま 
す。 

1 本機に外付けディスプレィが接続されていることを巧認し、通知領域の 
["Catalyst Control Center 」 アイコンをもクリックし 、 「Catalyst Control 
Center …」を選択しまず。 

< Catalyst Control Center アイコン > 

「ATI Catalyst Control Center J 画面が表示された場合は、画面お下の[基本...] 
をクリックし、次の画面で[はい]をクリックします。 

2 「ATI Catalyst Control Center へようこそ」と表示された6、「基本の 
[簡単設定ウィザードとクィック設定]」を選択し、[巧へ]をクリックしまず。 

ゴ「実行ずる操作」と表示された5、「ディスプレィ設定を設定しまず」げ還択 
されているのを®認して、[移動ずる]をクリックしまず。 

4 「利用可能なディスプレィデバィス」と表示された5、「メィンディスプレ 
ィ」を還択し、[次へ]をクリックしまず。 

お張デスクトップモードの場合、「メインディスプレイ」側に[スタート] 
メニュー（画面左側）が表示されます。 
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か付けディスプレイにまおする 


5 「デスクトップモード還択」と表示された5、モードを選択し、[次へ]をク 
リックしまず。 



6 「 ATI ディスプレイマネージャー通知」画面び表示された S 、 [はい]をク 
リックしまず。 

表示されて15ゆな内に[はい]をクリックしないと、設定は反映されません。 

7 デスクトップの設定をしまず。 

<拡張デスクトップモードを選択した場合> 

(1) 「デスクトップ表示の単ーディスプレイ設定」と表示された画面で、解像度 
を変更する場合は変更し、[次へ]をクリックします。 



ク U ックして 
解像度を変更 


(2) け広張デスクトップディスプレイ構成」と表示された画面で、ディスプレイ 
上の配置を設定する場合は、画面メッセージに従い設定し、[終了]をクリッ 
クします。 
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<ク□ーンモードを選択した場合> 

(1) 「デスクトップ表示の単ーディスプレイ設定」と表示された画面で、解像度 
を変更する場合は変更し、[終了]をクリックします。 



ク IJ ックして 
解像度を変更 


8 「実行ずる操作」と表示された5、[終了]をクリックします。 

これで、設定は完了です。 
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が付けディスプレイに表おする 


►か付けディスプレイで表示でをる解像度と表示を 


Jflk 

制限 


解像度や表示色が高いと、 「 WinDVD 」 で DVD VIDE 日を再生するときなどに、 
正常に表示でさないことがあります。そのよラな場合は、解像度または表示色を 
下げてみてください。 


外付けディスプレイで表示できる解像度と表示色は、次のとおりです。 

実際に表示できる解像度は、表示モードや接続しているディスプレイによって 
異なります。 

♦解像度ピクセル（横 X 縦） 

800 X 600 
1024 X 768 
1280 X 1024 
1400 X 1050 
1600 X 1200 
•表示色 

中 （16 ビット）/最高 （32 ビット） 



表示でさる解像度 

実際に表示できる最大解像度は コンピュータ 側の最大解像度と接続するディ 
スプレイの最大解像度のうち、どちらか低いホになります。ディスプレイに添 
付の マニュアルで 確認して く ださい。 
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I サウンド機能をほラ 


本機には、サウンド機能が搭載されています。 


A 

ま意 


ヘッドフォンやスピーカは、ボリュームを最ルに調節してから接続し、接続樹こ 
音量を調節してください。 

ボリュームの調節が大さくなっていると、思わめ大音量が聴覚障害の原因とな0 
ます。 


内蔵ステレオスピーカ 

本機は、内蔵ステレオスピーカを搭載し、音源からのを声を出力することがで 
きます。 



内蔵ステレオ スピーカ 


音量の調節 


スピーカの音量は次のキーを押して調整します。 


キー操作 

状態 

(Fn 1+1 F 10 1 づ》/づ 

一度押すとミュート（消音）になり、もう一度押 
すとミュートが解除されます。 

(Fn 1+( F 11 1 ▼な 

音量が小さくなります。 

(Fn 1+( F 12 1 ▲啦 

音量が大きくなります。 


Jl^ 

制限 


PC カードやソフトウェアによっては、キー操作で音量調節ができないものがあ 
ります。詳しくは、 PC カードやソフトウェアに添付のマニュアルをご覧くださ 
い。 































サウンド機能を使ラ 


内蔵マイク 


本機には、マイク（モノラル）が内蔵されています。この内蔵マイクを使って、 
を声を録をすることができます。 

とす^ P .113 「ま声の再生•録音」 



►7 イクなどの接続 


本機右側面には、 スピーカ や ヘッドフォン、 マイクを接続するためのコネクタ 
が標準で搭載されていまず。をコネクタの位置と使い方は、次のとおりでず。 



a : へッ ドフ オン 出カコネクタ、 D , 

スピーカやへッドフォンと 接続し 
ます（ステレホ）。音声を出力しま 
す。 


b : マイク入カコネクタ庐 

マイクと接続して、音声を本機に入 
力します。入力した音声は、本機の 
サウンド機能により録音、再生を行 
うことができます。 



へツドフォンやマイクの接続 

へッドフォンやマイクを接続すると内蔵スピーカや内蔵マイクの機能は自動 
的に無劾になります。 
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►音声の再生 • 録音 



Windows 標準のサウンドユーテイリテイを巧うと、音声の再生•録音をするこ 
とができます。 

音声の再生 

音声の再生は 、「 Windows Media Player 」 を使用します 。 Windows Media Player 
は、次の場所から実行します。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「Windows Media 円 ayer 」 

音声の録音 

を声の録音は、 Windows 標準の「サウンドレコーダー J を巧用します。 

サウンドレコーダーは次の場所から実行します。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「サウンド レコー 
ダー」 


本機にマイクを接続して音声を録音する場合、音量の調節方法は と菱^ p.114 
「マイク使用時の音量調節」をご覧ください。 






サウンド機能を使ラ 
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►サウジドユーテイリテイを巧う 


サウンドユーティリティを使用すると、スピーカの設をやマイク音量の設定、 
を響効果の設定などができます。 

サウンドユーティリティを起動するには、通知領域の「サウンドユーティリ 
テイ」アイコンをダブルクリックします。 



<サウンドユーティ IJ ティアイコン> 

次の画面が表示されます。 



マイク使用時の音量調節 

本機にマイクを接続して使用する場合、マイクの音量調節はサウンドユーティ 
リテイの「マイク」タブで行いまず。 



マイクブーストの設定 


マイクで録音•再生時の 
音量を調節 


録音時に音量を調節しても音が小さいときは、 函を タリックしてマイクブー 
ストのつまみを右へスライドさせて、音量を上げてください。 




















































I ネットワーク（有線 LAN ) をほう 


本機には、100 Base - TX / lOBase - T に対■応したネットワーク機能（有線 LAN ) が搭 
載されています。ネットワーク機能を巧用すると、ネットワークを構築したり、 
インターネットに接続したりすることができます。 

ネットワーク（有線 LAN ) を使用する場合は、本機背面の LAN コネクタに巿販 
の LAN ケーブルを接続します。 



►ネットワークの構築 


ネットワークを構築するには、ほかのコンピュータと接続するために 、 LAN 
ケーブルやハブ（サーバ）などが必要です。そのほかに、 Windows 上でネット 
ワーク接続を行うためには、プロトコルの設定なども必要になりまず。 

ネットワークの構築方法は、お使いになるネットワーク機器に添付のマニュア 
ルなどをご覧ください。 


Jl^ 

制限 


•ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、省電力状態 
か5の復帰時にサーバか6切断されてしまラことがあります。 

このよラな場合は次のどち5かの方法をとってください。 

-再起動する 

-省電力状態に移行しないよラに設定する 
^ l ^ lp .142 惜電力状態に移行するち法」 

• ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電力状態に移行する 
と、通常の状態へ復帰でさない場合があ0ます。 


►インターネツトへの接続 


インターネットへ接続する場合は」 と易コ I P . 128 「インターネットに接続するに 
は」をご覧ください。 



















ネットワーク（ち線 LAN ) を使ラ 


►主な機能 


本機では、ネットワークを構築して接続環境を整えると、次のような機能を巧 
用できます。 


Wakeup On LAN 

WakeupOnLAN を使用すると、電源切断時やスタンバイ、休止状態のときに 
ネットワークからの信号により本機を復帰させることができます。この機能を 
イま用するときは、必ず AC アダプタを接続してください。また、電源切断状態か 
らの復帰は、 Windows を正常に終了した状態でのみ使用可能です。 


リモートブート 


リモートブートを使用すると、ネットワークを介して、あらかじめセットアッ 
プされたサーバ上から Windows をインストールすることができます。 
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I 無線 LAN をほう（オプション) 


本機には、圧 EE 802. 11 b と圧 EE 802. 11 g の2つの規格に準拠した無線 LAN 機能が搭 
載されています。 

無線 LAN とは、電波を利用して通信を行うネットワークのことです。 

►無線 LAN の概要 


無線 LAN では、電波を送受信する無線 LAN アクセスポイント（な降、 AP ) を介 
して通信しまず。 




インターネットへの接続 

AP 機能を内蔵したブロードバンドルータを巧用すると、インターネットに接続 
することもできます。詳しくは、ブロードバンドルータに添付のマニュアルを 
ご覧ください。 


対応規格 

本機の無線 LAN は次の規格に対応しています。 

• IEEE 802.1 lb 

従来より広く使用されている通信規格で、 2.4 GHz の周波帯域を使用します。 

• IEEE 802.1 Ig 

2.4 GHz の周波帯域を使用し、圧 EE 802.1 lb より高速な通信が可能です。 

















無線 LAN を使ラ（オプション) 


►無線 LAN 機能をお使いの前に 


A 

教化 
言口 


♦無線 LAN 機能が搭載されている場合、航空機や病院など、電波の使用を禁止 
された区域に本機を持ち込むとさは、本機の電源を切るか電波を停止してく 
ださい。 

電波が電子機器や医療用電気機器に影響を及ぼす場合があ0ます。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか 
5、本機の電源を切ってください。 

• 無線 LAN 機能が搭載されている場合、医療機関の屋内で本機を使用するとさ 
は、次のことを守ってください。 

-手術室■集中治療室り CU ) •冠状動脈疾患監視室 （ CCU ) には、本機を 
持ち込まない。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止する。 

-病棟外の場所でち、付近に医療用電気機器がある場合は、本機の電源を 
切るか電波を停止する。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、 
その医療機関の指示に従ラ。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を辭除してか6、 
本機の電源を切る。 

♦植込み型/な臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着している場合、 
無線 LAN 機能を使用するとさは、装着部と本機の間をソ上離してくだ 
さい。 

電波が、植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響 
を及ぼす場合があります。 

満員電車など、付近に/じ臓ペースメーカーを装着している人がいる可能性が 
ある場所では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

♦無線 LAN 機能は、自動ドア、火災報知器などの自動制御機器のお<で使用し 
ないで < ださい。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあります。 


制限 


♦ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、省電力状態 
からの復帰時にサーバか5切断されてしまラことがあります。 

このよラな場合は次のいずれかのちまをとってください。 

-再起動する 

-省電力状態に移行しないよラに設定する 
,/^ lp . l 42 階電力状態に移行するち法」 

♦ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電力状態に移行する 
と、通常モードへ復帰でさない場合があ0ます。 

♦本機の無線 LAN 機能は 、 Wakeup On LAN とリモートブートに対応していま 
せん。 
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電波に関ずるを意事項 

無線 LAN を使用する陈は、次の電波に関する注意事項を確認して正しくお使い 
ください。 

• 本機の無線 LAN 機能は、電波法に基づく小電カデータ通信システムの無線局 
の無線設備として、技術基準適合証明を受けています。そのため、本機の無 
線 LAN 機能を使用するときに無線局の免許は必要ありません。なお、日本国 
内でのみ巧用できます。 

■本機の無線 LAN 機能は、技術基準適合証巧を受けていますので、次の事項を 
行うとを律で罰せられることがあります。 

-本機を分解/改造する 

-本機の裏面に貼ってある無線 LAN 注意ラベルをはがす 

• 圧 EE 802.1 Ib / g を使用して 2.4 GHz 付近の電波を通信している無線装置などの 
近くで通信すると、双ホの処理速をが落ちる場合があります。電子レンジ付 
近の磁場、静電気、電波障害が発生するところでは、使用しないでください 
(環境により電波が届かない場合があります)。 

• 本機の無線 LAN 機能の巧用する無線チャンネルが出荷時設をな外の場合は、 
次の機器や無線局と電波干渉するおそれがあります。 

-産業-科学-医療用機器 

-工場の製造ライン等で使用されてレ、る移動体識別用の無線局 
1構内無線局（免許を要する無線局） 

2特定小電力無線局（免許を要しない無線局） 

万一、本機の無線 LAN 機能と他の無線局との間に電波干渉が発生した場合に 
は、速やかに本機の使用場巧ををえるか、または運用を停止（電波の発信を 
停止）してください。 




無線 LAN を使ラ（オプション) 


►無線 LAN のセキユ IJ テイが策 


無線 LAN は、電波を f ま用して通信するため、ネットワークに不正に侵入された 
り通信データを盗み読みされたりする可能性があります。 

p.ll 「無線 LAN 巧用時における七キュリティに関する注意（無線 LAN 搭 
載時のみ）」 

ここでは、無線 LAN で通信する際に必要な七キュリティの概要について説明し 
ます。不正アクセスを防ぐため、次のセキュリティ設をを必ず行ってください。 
設定は、まず AP で 行います。設定方法は、 AP に添付の マニュアルで 確認して 
ください。 

本機の設定は が\ P .123 「無線 LAN で接続する」で行います。 


SSID 


SSID とは、無線 LAN のを前です。化の無線 LAN と識別するために、 AP 側で任 
意の SSID を設をします。 

SSID は、第ミ者•でも簡単に読み取ることができるため、 AP に SSID の非通知機 
能が搭載されている場合は、非通知にすることをおすすめします。 

MAC アドレスフィルタリング 

ネットワーク製品には、 MAC アドレス（処理アドレス）という固有の番号がそ 
れぞれ割り当てられています。 MAC アドレスフィルタリングとは、 AP 側に無 
線 LAN の MAC アドレスを登録することで、それな外の MAC アドレスからのア 
ク七スを AP 側が拒否する機能です。 

情報の暗号化 （ WEP / WPA / WPA 2) 

無線 LAN 通信をする場合、通信データを暗を化してデータが読み取られないよ 
うにします。まず、 AP で暗号化の設定を行い、コンピュータ側で同じ暗号化設 
定を行います。 

暗号化には次のようなホをがあります。 

• WEP 

AP とコンピュータに同じ文字列を WEP キーとして設定します。 WEP キーは 
パスワードの 代わりです。 WEP キーを設定すると、データが暗を化されるた 
め情報が傍受されにくくなります。 WEP キーは従来から巧用されている暗を 
化の規格です。 


• WPA / WPA 2 

WPA/WPA2 は、 WEP の機能をさらに強化した方■式です。 

WPA-PSK では、暗号鍵を一定時間ごとに自動更巧するため、 WEP より安全 
です。 AP 側が WPA-PSK に対応している場合は、 WPA-PSK を巧用することを 
おすすめします。 
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無線 LAN 機器に関する用語一覧 

無線 LAN 機器のマニュアルによって設を項目の呼び方が異なる場合がありま 
す。本書での記述と無線 LAN 機器のマニュアルが使用する類のを称の一例です。 


本書での記述 

類似名称 

無線 LAN 

ワイヤレス LAN 

無線 LAN アクセスポイント ( AP ) 

ワイヤレス LAN ステーシヨンアクセスポイ 

ント、 親機、各社の製品名称 

インフラストラクチャ通信 

アクセスポイント通信、 

アクセスポイント経由通信 

SSID 

ESS ■の、 ESS の、 ネットワーク名、 

サービスセツト識別子 

SSID 非通知 

SS のの隠べい 、 SS のを見せない設定、 

SSID マスクビーコン、 SSID ステルス 

WEP キー 

WEP 暗号化キー、暗号化キー 

MAC アドレスフィルタリング 

MAC アドレスによる制限 

キーインデックス 

WEP キ'一番号、キ'一番号 



















無線 LAN を使ラ（オプション) 


►無線 LAN の ON / OFF 切替 


無線 LAN の ON / OFF の切替方をにつ いて 説明します。 


A 

溢化 
言口 


制限 


無線 LAN 機能を ON にする 

無線 LAN キー（が）を押して、無線 LAN 機能を ON にします。もう一を押すと 
OFF になります。購入時には、無線 LAN 機能は畑 F に設定されています。 

無線 LAN ：| 犬態ランプ 

無線 LAN の状態は、無線 LAN 状態ランプ（(が）で確認してください。 


無線 LAN 機能が搭載されている場合、航空機や病院など、電波の使用を禁止さ 
れた区域に本機を持ち込むとさは、本機の電源を切るか電波を停止して<ださ 
い。 

電波が電子機器や医用電気機器に影響を及ぼす場合があ0ます。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか6、 
本機の電源を切ってください。 


次のような場合は、無線 LAN 機能を OFF にしてください。 
•航空機や病院など、使用を禁止された区域に持ち込む場合 
•ネットワーク（有線 LAN ) に戻して使用する場合 


無線 LAN の状態 

無線 LAN 状態ランプ 

ON 

点灯 

OFF 

消灯 
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►無線 LAN 接続の作業の流れ 


無線 LAN で AP に接続するための作業の流れは次のとおりです。 


AP の設定を確認ずる 


MAC アドレスの確認と登録 


無線 LAN を有効にずる 



無線 LAN への接続 


作業は、 'な\ P.123 「無線 LAN で接続する」の手順に従ってください。 

►無線 LAN で接続ずる 


ここでは、本機の無線 LAN 機能を巧って AP に接続するためのホをについて説明 
します。 

AP の設定を確認ずる 

コンピュータ侧で設をを行う際に、 AP に登録されている 「 SSID 」 や 「WEP 
キー」、 「 WPAJ などの設定内容を入力する必要があります。 AP にお付のマニュ 
アルを参照して、 「 SSID 」 と「暗号化」の設定を確認しておいてください。 

MAC アドレスの確認と登録 

本機の無線 LAN の MAC アドレスを AP に登録するために、 MAC アドレスを確認 
します。 MAC アドレスの確認ホ法は、次のとおりです。 

1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「コマンドプロ 
ンプト」を選択します。 

2 コマンドプ□ンブトび表示された 5 、 rc :¥ • • •>」のあとに次のとおり 
入力して、を巧します。 


ipconfi 旨 □/all (□は、スペースを意ホします。） 
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無線 LAN を使ラ（オプション) 


3 無線 LAN アダプタの MAC アドレス（物理アドレス）が表示されるので、お 
認して書を写しまず。 

複数ネットワークアダプタがある場合は、をアダプタの物巧アドレスが個別 
に一覧表示されます。 



MAC アドレス 


4 書き写した MAC アドレスを AP に登録しまず。 

AP への登録方法は、お{まいになる AP に添付の マニュアルを ご覧ください。 

無線 LAN を有効にする 

本機の無線 LAN が OFF に設をされている場合は、無線 LAN を ON にしてくださ 

い。 

p .122 「無線 LAN の ON / OFF 切替」 


無線 LAN への接続 

無線 LAN に接続する方法は次のとおりです。ここでは、自動的に無線 LAN ネッ 
トワークを検索し、プロファイルを作成して接続するちをを説明します。 

1[スタート]- r 接続巧」をクリックしまず。 
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2 「ネットワークに接続」画面が表示された5、接続ずる AP を還択し、脂続] 
をクリックしまず。 

AP が SSID (ネットワークを）非通知機能を有効にしている場合、ここでは 
AP が表示されません。 I とす^ P.126 「手動でプロファイルを作成して接続す 
る」で設をを行ってください。 



接続する AP の 
SSI □を選択 


<イメージ> 

3 「• • •のネットワークセキユリティキーまたはパスフレーズを. • •」と 
表示された5、セキユリティキーまたはパスフレーズを入力して、[接続] 
をクリックしまず。 

セキュリティキー または パスフレーズ （WEP キーな どの暗号化 キー） は、 お 
使いになる AP に添付の マニュアルを ご覧ください。 

4 「. . •に正しく接続しました」と表示された5、「この接続を自動的に開始 
しまず」にチェックび付いた状態で[閉じる]をクリックしまず。 

設定した内容がプロファイルとして登録されます。これで、無線 LAN への接 
続は完了です。 

無線 LAN の巧い方は ビす = P.127 「無線 LAN を使用する」をご覧ください。 



プ□ファイルとは 

本機では、無線 LAN ネットワークに接続するための設定 （ SSID や暗を化の設 
を）を、プロファイルとして保存します。 

会を、自宅や外出先などで、複数の無線 LAN ネットワーク環境に接続したいと 
きは、それぞれの接続設定をプロファイルとして登録しておくと便利です。 




























無線 LAN を使ラ（オプション) 


► 手動でプ□フアイルを作ぶして接続ずる 


AP で SSID (ネットワークを）非通知機能を有効にしている場合は、手動でプロ 
ファイルを作成して接続します。 

プロファイルの作成ホ法は、次のとおりです。 

1 [スタート]—「コント□—ルバネル」一「ネットワークとインターネット」 
-「ネットワークと共有センター」一「ワイヤレスネットワークの管理」を 
クリックしまず。 

2 「使巧ずるワイヤレスネットワークを管理しまず」と表示された6、「追加」 
をクリックしまず。 

3 「どのようなち法でネットワークを追加しまずか？」と表示された5、「ネッ 
トワークプ□ファイルを手動で作成しまず」をクリックしまず。 

4 「追加ずるワイヤレスネットワークの情報を入力しまず」と表示された5、 
接続ずる AP で設定されているセキュリティ情報を入力しまず。 

AP の七キュリテイ情報は、お使いになる AP に添付のマニュアルをご覧くだ 
さい。 


^ ， •と つイ^レス不ット つー クに手助で接巧しまず 


を加す る フイでレス ネット つークの情 里を 入力し ます 


ネットつ-クる【む； wlan_ 他 twork 


它キユリテイの挂ま這)； |wPA- パー ソナル 

-1 

培ち化の挂まほ)： |tkip 

，1 

亡キユリテイキーまたは ♦♦♦♦♦♦♦♦♦ 

ノ〇•フレースタぞを表 W 

パスフレースに)； 

する(巨） 

^ 画): の没括を巨垃的に巧抵します圧） 


巧ネジトつークがブ□-ドキ17ストを巧って t ぶし巧をでを法民するに） 

き苦； a 巧すると、このコンピユータのプライバシーがをおにさらされる巧を性ポちります. 

1 [ 巧へ(の 1 J キでンかレ I 


( 1 ) 「ネットワーク名 （SSID)」 を入力します。 

( 2 ) 「セキュリティの種類」を選択します。 

( 3 ) 「暗号化の種類」を選択します。 

「セキュリティの種類」で選択した内容によっては、選択する必要はあ 
りません。 

( 4 ) 「セキュリティキーまたはパスフレーズ」 （WEP キーなどの暗号化キー）が 
AP で設定されている場合は、入力します。 

( 5 ) 「この接続を自動的に開始します」にチェックを付けて、「次へ」をクリック 
します。 
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5 「正常に’ ••を追加しました」と表示された5、[巧じる]をクリックします。 

これで、プロファイルの作成は完了です。 

►無線 LAN を使用ずる 


一を、無線 LAN の接続設をを行うと、次回 Windows を起動して無線 LAN 機能を 
ON に設定すると、自動的に無線 LAN ネットワークに接続します。 

複数の無線 LAN ネットワークを切り替える 

複数のプロファイルを登録しておくと、無線 LAN の通信範囲内で接続可能な無 
線 LAN ネットワークを検索して、自動的に接続先を切り替えます。 

手動で無線 LAN ネットワークを切り替えるには、[スタート] 一「接続先」を 
クリックし、「ネットワークに接続」画面で接続したいネットワーク名 （ SSID ) 
を選択してください。 






I インターネットに擦院ずるには 


ホームページを見たり、電子メールをやり取りしたりするためには、インター 
ネットへの接続が必要です。ここではインターネットへの接続の概要や、イン 
ターネットを利用するためのソフトウエアなどについて説明します。 


►接続ずるまでの流れ 


インターネット接続までの流れは次のとおりです。 


接続方法の選択 


プ□バイダとの契約 



インターネットに接続 


►接続方法の選択とプ□バイダとの契約 


インターネットへ接続するには、接続方法をみめ、その接続方法でサービスを 
提供しているプロバイダ（インターネットサービスプロバイダ、 ISP ) と契約し 
ます。 

接続方法は、目的や使い方に合わせて選択しましょう。また、同じ接続ホ法で 
も、通信速度や料金、サポート内容はプロバイダによって異なります。詳しい 
内容はプロバイダにお問い合わせください。 


接続方法の種類 

高速なインターネット接続をブロードバンドと言い、光ファイバー、 ADSL 、 
CATV などを利用した接続がそれにあたります。また、アナログ電話回線 、 ISDN 
などでの低速な接続をナローバンドと言います。 


接続方法 

接続環境 

インターネットでの通信速度イメージ 

光ファイバー 

ブロー ドバンド 


- U - 



ADSL 

I 

CATV 

I 

に DN 

PHS 

携帯 

アナログ 

ナ□-バンド 

コ 

つ 

つ 

] 


遅い まい 
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インターネット接続のホ法には、主に次のようなものがあります。 

■光ファイバー (FTTH) 

ほかのブロードバンド接続と比べても、数段に速く安定しているため、映像 
などの大量のデータ転送も無理なくできます。また、インターネットと合わ 
せてテレビや電話も利用することができます。 

ただし、接続料金が高く、非対応の地域があります。 

• ADSL 

電話回線を利用します。インターネットをストレスなく巧えます。通信速度 
は、プロバイダのプランから使い方に合わせて選ぶことができます。 

利用電話局からの距離が遠くなるにつれ速をが遅くなってしまうので、事前 
に速さの確認をする必要があります。 

• CATV 

ケーブルテレビのケーブルを利用します。インターネットをストレスなく使 
えます。 

■そのほかの接続方法（ナ□ーバンド） 

アナログ電話回線や ISDN 回線などを使った低速な接続ホ法があります。 



ダイヤルアップ接続 

ブロードバンドは常時接続が一般的ですが、ナロ ー バンドでは、必要時に電話 
回線を通じてインターネットに接続します。この作業をダイヤルアップ接続と 
言います。 


必要な機器 

インターネット接続に必要な機器は接続方法によって異なります。詳しくはを 
プロバイダにお問い合わせください。 

►インターネットに巧続ずる 


プロバイダと契約すると、メールアドレスやパスワードなどインターネットへ 
の接続に必要な情報と、接続手順が記載された説明書がプロバイダより提供さ 
れます。説明書に従って接続作業を行ってください。 



再インス!''ール後のインターネット接続 

Windows を再インストールした場合は、インターネットに接続するための設定 
作業が再度必要になります。プロバイダからの説明書はなくさないように大切 
に保管してください。 














インターネットに接続するには 


►インターネットを巧う上でのミち意 


インターネットを使用すると、簡単に情幸良を得ることができたり、手おにメッ 
セージを送ったりすることができますが、その反面注意しなければならな いこ 
とがあります。次の点に気を付けてインターネットをイま用してください。 

•電子メールは途中経路の障害などにより、届かない場合もあります。 

• 電子メ ' ールは世界中のをくのコンピュ ■ —夕を経由して届けられるため、第 
をに内容を見られる可能性があります。 

•インターネット上の情巧は、必ずしも正しいとは限りません。正しい情報で 
あるかどうかを十分に見極めて、有効に活用する必要があります。 

• 安易に個人情報をホームページに掲載したり、電子 メールで 送ったりする 
と、悪用されることがあります。また、化人の個人情報を断りなくホーム 
ページに掲載したり、電子 メ ー ルで 送ったりすると法律で罰せられます。 
•ホームページからダウンロー ドするデータに よっては、 本機が障害を被る可 
能性があります。 

•コンピュータウイルスに感染すると、本機が障害を被る可能性があります。 
また、無許可のユーザーにインターネットを介して本機にアクセスされる可 
能性もあります。 

ウイルスに感染する主な原因は次のとおりです。 

• ウイルスが添付されたメールを受信する 
• 悪質なプログラムが起動するホームページを閲覧する 
これらの危険から本機を守るホ法は、と看==口.133 「インターネットを巧用す 
る際のセキュリティ巧策」をご覧ください。 

►インターネットや電子メールを利用ずる 


本機では、次のソフトウェアを巧用してインターネットや、電子メールを利用 
します。 

• ホームぺージの閲覧 ： Internet Explorer (インターネットエクスプ□—ラ） 

• 電子メールの利用 ： Windows メール 

ここでは、これらのソフトウェアの巧い方について簡単に記載しています。 

をソフトウェアの使用方をは、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一「 PC お役立ち情報」 
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Windows メールの初期設定 

Windows メー ルをはじめて起動する場合は、初期設定を行います。 
初期設定では、 メールアドレス などの接続に必要な情報を入力します。これら 
の情報は、プロバイダから提供された説明書をご覧ください。 

初期設定ホ法は次のとおりです。 

1 巧のどち5かのち法で Windows メールを起動します。 

• [スタ^ート]—「すべてのプログラム」一 「 Windows メ^ール」 

• [ Fn 1 + [ F 3 ) ( 図)を押す 

2 . 「名前」と表示された6、名前を入力して[夕へ]をクリックしまず。 

3 「インターネット電子メールアドレス」と表示された5、プ□バイダか6取 
得したメールアドレスを入力して[次へ]をクリックしまず。 

4 「電子メールサーバーのセットアップ」と表示された5、プ□バイダか6指 
定立れている受信メールサーバと送信メールサーバを入力して[夕へ]をク 
リックしまず。 

5 「インターネットメール□グオン」と表示された5、プ□バイダか S 指定さ 
れているユーザー名とパスワードを入力して[次へ]をクリックしまず。 

〇 「設定完了」と表示された S 、 [完了]をクリックしまず。 



設定を変更する 

一度行った設定は、次の場巧から変更することができます。 

r ツール」メニューー「アカウント」一[追加]-「電子メールアカウント」 












インターネットに接続するには 


Internet Explorer で情報パ’一が表示された！5 

購入時の Internet Explorer は、七キュリテイ強化のために、意図しないプロダラ 
ムや実行ファイルのダウンロー ドについて警告するよう設定されています。 
Internet Explorer 使用時、情報バーに警告が表示されたら、情報バーをクリック 
して、表示された項目から適切な対処をしてください。 


S シヨートカツトキーを巧う- Windows Internet Explorer 




ろ ^ 、— ノ - I C:*Users¥business¥Desktop¥C 79781000 ¥category_b¥Bl-002.html -r j | X 11 Live Search p • 

A か 16 シヨートカ’ゴトキー否值う It • 团 • W ，ュ、ベージ也），> ツづ1/〇2)-"> 


ザ 它キユリティ保岳のため-このコンピユータにアクたスする巧を巧の友るスクリフトサ ActiveX コシトロー■/妨実行しないよう， internet 
Explorer で巧巧5れています. tT ブシ3ンを表示するには，ここをク U ックしてください... 




pr わ巧 •!>*;«« »抽、でホ1 • »’•巧ート ti •■卜主一##ろ 

■ ■ '■* -ポィ r 王.:.巧い ★★ 

ra 苗のトド リ々 ’A のトド •1々11 

r 

\(^ _ ^ 


1-002 シヨー トカットキー を 使 ラ 


コンビ ュー幻 3、70スで？*なすることびを L &思 L 巧す。 

この70スで行っている!が E ミキーボ—ドたけでか薄ゴ巧こな巧すミす。それは.トン a — トリットキ 
叫过1う巧をぞ活^1とです。 

r シ S — 卜刀ットキ ー J は、キー定站みさわせて待定のな巧を{だ C とで，キーボードを巧すだけですばヴく 
そのか。をち巧0ます， 

r ' ン3、トカットキ ー J を!お>と、キーボード巧なだけで巧単に3まざまなな実げ巧るようにが丄巧実の巧 
ぞアップさせることぴできます. 


シ 3— トリットキーは.巧なのキーち同巧に巧します， 

fctnl ♦凹のよう I こ表記して軌ますので、その I がま I こ巧してくたみ、ななのキーを、 一 e で间呀こ巧すを 
至15财ません《ひとご2押しそれ巧んたままなのキーぞ巧すようにしてがみ、 


Kl | ファんレ g 涅巧し， I ctril^fcl を m ■■ます。 


が 


7ブ U ケーン3ンのシ3 —卜た 
ットキー 

アブ J ケ—シ a ソ巧シ a— 卜灯 y 
トキーが巧ちさ打て L ホす，アブ 
りケ―シ a ンのヘルブからシ a- 
卜なソトキ ー- 居をおべてくだ3 
い。 

そのア:かウ-シ3ン孔かほえ 
化的—トカットキ-か也 
Widows の巧巧を巧で巧そるシ 
a- トリットキーものりますので， 
ちか! I こほそる13ずです。 

I : .f > Vg — 卜 れソト ホ——な 


1% コンビュータIな童モード；摄巧 


— 情報バー 


<画面はイメージでず> 

Internet Explorer の便利な追加機能 

• JWord 

「 JWo 址を使うと、アドレスバーを利用して、簡単に検索ができます。 
JWord の詳しい使い方は、デスクトップ上にある 「 JWord 」 アイコンからマ 
ニュアルを開いてご覧ください。 

巧単なま 

JWord 


CJWord アイコン> 


♦邑00スティック 

Internet Explorer のツール ノく 一に、 検索サービス 「 goo 」 の 検索ボックスが設 
定されています。 「 goo スティック」を使うと、検索機能や辞書機能をいつで 
も利用することができます。 
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I インタ-ネットを使用する獻)セキ; I リテイ網 


本機には、インターネットに接続した際に起こりうるコンピュータウイルス感 
染やす正アクセスなどの危険に巧するセキュリティ機能が備えられています。 
ここでは、このセキュリティ機能について説明します。インターネットに接続 
する場合は、コンピュータのを全を守るため、必ずセキュリティ巧策を行って 
ください。 

^Windows Update 


「Windows Update 」 は、本機の Windows の状態を確認し、 Windows の更新プログ 
ラムをインターネットからダウンロードしてインストールする機能です。 
Windows を最新の状態にするため 、 Windows Update を行つてください。 


自動更新の設定 

本機を使用する際は、自動で Windows Update が行われるように、自動更新の設 
定をすることをおすすめします。 

自動更新の設定がされていると、インターネットに接続時、更新プログラムが 
自動的にダウンロードされ、設定時刻に自動でインストールされます。 

Windows のセットアップ時に 「 Windows を自動的に保護するよう設をしてくだ 
さい」画面で「推奨設をを巧用します」を選択した場合は、自動更新の設定が 
されています。そのまま使用してください。 

自動更新の設定は、次の場巧で行います。 

[スタート]- r ずべてのプ□グラム」一 「Windows Update 」一 「設定の変更」 



選択 

























インターネットを使用する際のセキュ U テイ対策 


手動で更新プ□グラムをインス I ルする 

重要度の高い更新プログラムは自動更新でインストールされますが、それな外 
の更巧プログラムは手動でインストールする必要があります。 

更新プログラムがダウンロードされると、画面右下の通か領域に 「Windows 
Update 」 アイコンが表示されます。 

み 

< Windows Update アイコン> 

アイコンをクリックして表示される 「 Windows Update ] 画面で更新プログラム 
を確認し、必要に応じてインストールを行ってください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►セキユ IJ テイソフトウェア 


コンピュータウイルスは、インターネッ ト上や メールの 添付 ファイル などから 
感染する悪意のあるプログラムです。 

コンピュータウイルスに感染すると、本機の動作が不安をになったり、保存し 
てあるファイルが破壊されるなどの被害が発生します。 

ウイルス感染を防ぐために、必ずウイルス巧策を行ってください。 

Norton Internet Security 90日版を使う 

本機には、ファイアウォールやウイルス巧策機能、フィッシング巧策機能を備 
えた 「Norton Internet Security 90日版 J が添付されています。購入時に Norton 
Internet Security 90日版はインスト ' —ルされていませんので、必要に応じてイン 
ストールを行ってください。詳しくは、『セキュリティソフトウェアをご使用 
の前に』（別冊）をご覧ください。 



更新サービスの有効期限 

本機に添付の Norton Internet Security 90日版は、製品版ではありません。更巧 
サービスの有効期限は、セットアップ後90日間です。90日経過後は、更新サー 
ビスの延長キー（有償）を購入すると、1年間使用可能です。更新サービスの 
詳細は、『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』をご覧ください。 

市販のセキユリティソフトウェアを使う 

巿版のウイルス巧策ソフトウェア（セキュリティソフトウェア）を使用する場 
合は、ソフトウェア同±の競合を防ぐため、 Norton Internet Security 90日版はイ 
ンス トールしないでください。 

インストールしていた場合は、アンインストール（削除）してください。アン 
インストール方法は、『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』をご覧く 
ださい。 
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インターネットを使用する際のセキュ U テイ対策 


►フ アイアウ オール 


インターネットに接続していると、不正なアクセスにより、本機のデータや プロ 
グラムを勝手に見られたり、改ざんされたり、破壊されたりする可能性がありま 
す。「ファイアウォール」は、これらの不正アク七スを検出し、遮断する機能です。 
不正アクセスを遮断するため、必ずファイアウォール機能を使用してください。 

Norton Internet Security 90日版のファイアウォール機能 

本機に添付の 「Norton Internet Security 90日版」には、ファイアウォール機能が 
備えられています。 Norton Internet Security 90日版のセットアップを行うと、自 
動的にファイアウォール機能が有劾になりますので、そのままお使いください。 

Windows フアイアウオールの設定 

本機には、 Windows のファイアウォール機能が備えられています。 

本機の状態によって、 Windows ファイアウォールを次のように設をしてください。 

<ファイアウォール機能を持つソフトウエアを使用している場合> 

ファイアウォール同±の競合を防ぐため、 Windows ファイアウォールを「無効」 
に設定してください。ソフトウェアによっては、 Windows ファイアウォールが 
自動で「無効」に設をされる場合があります。 

<ファイアウォール機能を持つソフトウエアを使用しない場合> 

Windows ファイアウォールを「有効」に設定してください。 

Windows ファイアウォールの有劾/無効の設をは、次の場巧から行います。 

[スタート]—「コント □ —ルバネル」一「セキュリティ」一 「Windows 
ファイアウオール」一「設定の変更」 



フアイ アウ ォール - 
ソフトを使用しない 
場合に選択 


ファイアウォール 
ソフトを使用する 
場合に選択 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


^Windows Defender 


Windows Vista には、スパイウェアやそのほかのマルウェア（悪意のあるソフト 
ウェア）を検出したり、駆除したりするツール 「Windows Defender 」 が備えら 
れています。 

「Norton Internet Security 90日版」などのスパイウェア対策機能を持つソフトウェ 
アを使用している場合は、機能が重複するため 、 Windows Defender が自動で「無 
効」に設定される場合があります。この場合は、そのまま使用してください。 
スパイウェア対策機能を持つソフトウェアなどを使用しない場合は 、 Windows 
Defender を使用してください。 

Windows Defender は次の場所から起動します。 

[スタート]—「コント □ —ルパネル」一「セキュリティ」一 「Windows 
Derender 」 






インターネットを使用する際のセキュ U テイ対策 


►フィッシング許欺検出機能 


フィッシング詐欺とは、金融機関などのメールやホームページを装い、ユー 
ザーに暗証番号やクレジットカード番号を入力させて、個人情報を捧取する詐 
势 C のことです。 

本機には、「フィッシング詐あ検出機能」が搭載されています。セキュリティ 
を守るため、機能を f ま用してください。 

Norton Internet Security 90日版のフィッシング詐欺検出機能 

本機に添付の七キュリティソフト 「Norton Internet Security 90日版」には、フィッ 
シング詐欺検出機能が備えられています。機能を「有効」にしてお巧レ、ください。 

Internet Explorer のフィッシング詐欺検出機能 

ホームページ閲覧ソフト 「Internet Explorer 」 には、フィッシング詐欺検出機能が 
備えられています 。 「Norton Internet Security 90日版」などのフィッシング詐欺検 
出機能を「有劲」にしている場合は、機能が重複するため 、 Internet Explorer の機 
能が自動で「無劾」に設定される場合があります。そのまま使用してください。 
フィッシング詐欺検出機能を持つ ソフトウてア などを使用しない場合は、 
Intern 別 Explorer の機能を「有効」に設定してください。 

Intern 別 Explorer の フィ ッシング詐欺検出機能の有劾/無劾の設定は、次の場所で 
行います。 

Internet Explorer の「ツール」一「フィッシング詐欺検出機能」 一 「フィッ 
シング詐欺検出機能の設定」一「詳細設定」タブー「フィッシング詐欺検出 
機能」 
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I 電源設定を巧う (省ち力機能をほう) 


ここでは、本機の電源の設定に ついて 説明します。 

►電源プランの設定 


本機には、次の3つの電源プランが用意されています。電源プランの選択によ 
り電力消費を巧えたり、 パフォーマンス を優先させたりすることができます。 
{をいホにあわせた電源プランを選択して本機を使用してください。 


■バランス 

パフォーマンスと電力消費のバランスを考えたプランです。 

■省電力 

コンピュータの 電力消費を巧え る プランです。 パフォーマンス は低下しま 
す。 

■高パフォーマンス 

電力消費は抑えずに、パフォーマンスを優化させるプランです。 

電源プランの選択は、次の場所から行います。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「電 
源オプション」 


プランを 

選択 


一—— * 

一-一 - --- 一一- — - -一- •-*— 


1《み; ノ- [iit «ち运オブシ; 

ヨン ，い* II 任ま 

ク i 


スリープおな時の JtX つード 


下;タンの船班おする 

カバーを巧じたときの拉巧の 
进巧 


ろ 



竜哀プランのまが 

をちブランによつてコンビユータのバフブーマンスを居大にしたり、里力を面巧し 
た口できます.プランを逗巧レてアクティブにずるか、プランを進巧レてかち呈力 
をちををますることでカスタ7イスしてください. 是巧ブラシの结巧 


プラン<か（ツテリメーターにを示されます 

- み バランス 

ブランを定のをま 


バッテリの寿を： 

バフブーマンス： ♦♦♦ 


, e さ看力 

ブランを定の変更 

©言バフブーマンス 
ブラン巧ちの変ま 


バジテリの寿命： •••< 
バフオーマンス： •• 


バッテ U の 寿を：" 
バフブ ー7 ンス： •••< 


購入時はレくランス」に設定されています。 

























電源設定を行ラ（省電力機能を使ラ) 


電源プランの内容変更 

電源プランの内容（省電力の設をなど）は、を更することができます。変更は、 
をプランの「プラン設をの変更 J から行います。 



プラン内容の変更 


「プラン設定の'塞更」では、本機が省電力状態に移行するまでの時間の設定や、 
LCD 画面の輝度の調整などを行うことができます。 

とす" P .142 「省電力状態に移行するち法」 

►本機を省電力が態にずる 


本機を使用していない間、省電力状態にしておくと、電力の消費を抑えること 
ができます。特にバッテリだけで使用している場合は、本機を省電力が態にし 
ておくことで使用時間を延ばすことができます。ここでは、省電力状態に移行 
する方法や、省電力状態からの復帰方法について説明します。 

省電力げ態へ移行する際の注意 

省電力状態に移行する際には、次のような制限事項があります。移行する前に、 
確認して正しくお使いください。 

•省電力状態に移行する場合は、万一正常に復帰しない場合に備え、使用中の 
データ（作成中の文書やデータなど）は保存しておいてください。 

•次のような場合は、省電力状態に移行しないことがあります。 

• 周辺機器を接続している 
. ソフトウェ■アを起動している 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


■次のような場合に省電力状態に移行すると、不具合が発生する可能性があり 
ます。省電力状態に移行しないように設定してください。 

ごす = p . l 42 「省電力状態に移行する方法」 

-化ディスクメディアへの書き込み時：書き込みに失敗する可能性 
-サウンド機能で録音、再生時：録音や再生が途中で切断される可能性 
-メモリカー ドな ど 外部接続記憶装置への データ 書き込み時： データ 破壊 
の可能性 

. ネッ ト ワーク 機能な どを巧っての 通信時：通信が切断される可能性 
. 動画再生時：コマ落ちしたり ソフ トウ エアの 動作が遅くなるな どの 現を 
が発生する可能性 

• 次のような場合は、省電力状態から正常に復帰できないことがあります。 

-省電力状態で PC カードや周辺機器などの抜き差しを行った場合 
. ネットワーク上のファイルなどを開いたまま、省電力状態に移行した場 

ム 

• ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、省電力状態 
からの復帰時にサーバから切断されてしまうことがあります。 

このような場合は、次のいずれかのホ法をとってください。 

-再起動する 

-省電力が態に移行しないように設定する 
と更 " p .142 「省電力状態に移行する方法」 


省電力げ態の種類 

省電力状態には、次の3つがあり、状況に応じて巧い分けることができます。 

■ディスプレイの電源を切る 

省電力の効果はスリープ状態より化いですが、通常の状態にすぐに復帰でき 
ます。 

■スリープ状態 

作業内容をメモリに保存し、コンピュータをほ電力の状態にします。デ ィス 
プレイの 電源が切れ、電源ランプが点滅します。通常の状態へは数秒で復帰 
できます（巧用環境により復帰時間は異なります）。スリープ状態で18時間 
経過した場合、またはバツテリ切れした場合は、自動的にメモリの内容が 
HDD に書き込まれ、本機は「休止が態」になります。 

• 休止状態 

作業内容を HDD に保存し、コンピュータを低電力のが態にします。ディスプ 
レイの電源が切れ、電源ランプが消灯します。シャツトダウン状態からより 
も早く通常の状態へ復帰できます（使用環境により復帰時間は異なります)。 




電源設定を行ラ（省電力機能を使ラ) 


►省電力が態に巧巧ずる方法 


本機を省電力状態にするには、時間経過で移行する方法と直ちに移行する方法 
があります。 

時間経過で移巧ずる 


コンピュータを操作しない状態で、「電源プラン」で設定されている時間が経 
過すると、本機は自動的に省電力状態に移行します。初期値ではまずディスプ 
レイの電源が切れ、そのまま操作しないと続いてコンピュータがスリープ状態 
になります。 

ぞ電力が態に移行する（ディスプレイの電源を切る、コンピュータをスリープ 
状態にする）までの時間は、次の場巧で変更することができます。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「電 
源オプション」一さプランの「プラン設定の変更」 



時間を設定 


輝度を設定 


- 

時間経過で移行させない 

光ディスクメディアへ書き込みを行う場合などは、時間経過で省電力状態に移 
巧する設定を無劾にしまず。時間を全て「なし」に設定してください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


宣療ボタンの定黃とノじのードな塞のち測ヒ 

コンピユータの更涙設定を遣巧できます，このべージの設定に巧して巧う巧鼠ホ、お巧い の 
すべての軍 友 プランに適用されます- 

> 現な巧用巧をではない設定を変更しまず 
吾度とスリ ーブ ポタンおよび カバーの 設定 


な U ， 乐 


«システム設定 


’卜 fii # ま- 


で 


バッテリ低下時に移巧ずる 

本機が 
定することもできます。 

とす^ P. 62「バッテリ低下時の設定変更」 


直ちに移行ずる 


次の操作をすると、本機はすぐに省電力が態に移行します。 


操作 

省電力状態の種類 

[スタート]— [む]をクリックする 

スリープが態（初期値） 

電源スイッチ（山）を押す 

1 Fn ) + ( F 1) (ピ）を押す 

LCD ユニットを閉じる 

[スタート] 一！ >] から項目を選択する 

スリープが態、休止状態、シャツ 
トダウン 


を操作を行ったときに移行する省電力状態の種類は、次の場所で変更すること 
ができます。初期値はすべて「スリープが態」に設定されています。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-「システムとメンテナンス」一「電 
源オプション」一「電源ボタンの動作を選択ずる」 


たときの由!巧： 

スリープボタンを 
巧したときの動作： 

カバー を閒じたと 
きの動作： 


1スリ—プが廣 -1 

1スリ—プ巧お 

) 


1スリ—プ巧腹 -1 

1ス IJ - プ巧を 


1スリ-プ纖 ▼ 

スリープ縣 

1 

マ J . 


.種類を選択 


► 


「バッテリ低下」の状態になったとき、省電力状態に移行するように設 


@ @ # 









































電源設定を行ラ（省電力機能を使ラ) 


電源ランプの表示 

本機の電源の状態は、電源ランプ （©) の点げ•点滅により確認できます。 


電源の状態 

電源ランプの表示 

通常の状態 

点;灯（青色） 

ディスプレイの電が切れている状態 

点灯（青色） 

スリープが態 

点滅情色） 

休止状態 

消灯 

電源切断時（シャットダウン時） 

消灯 


省電力げ態からの復帰ち法 

本機を省電力状態から通常の状態に復帰させるホ法は、次のとおりです。 


省電力状態 

電源ランプの表示 

復帰ち法 

ディスプレイの電源 
が切れている状態 

点灯 

タッチパッドや キーボー ドを操作 
する 

スリープが態 

点滅 

-電源スイッチを押す 
. キーボー ドを操作する 

休止状態 

消灯 

電源スイッチを押す 
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I そのほかの機能 


ここでは、そのほかの機能について説明します。 


► IEEE 1 394コネクタ 


本機右側面には圧邸1394コネクタ （4 ピン）が1個搭載されています。圧邸1394 
コネクタには圧 EE 1394 対■応の機器を接続します。 


接続と取り外し 


圧 EE 1394 機器の接続、取り外しは電源が入った状態で行うことができます。た 
だし、通知領か戈にアイコン（「取り外し」アイコンなど）が表示される場合は、 
Windows 上で終了姐理が必要です。詳しくは、接続する機器に添付のマニュア 
ルをご覧ください。 

<取り外しアイコン> 

►スピードステップ機能 


<インテル Core プ□セッサ搭載時> 

本機では、「スピードステップ」機能が自動的に機能しています。スピードス 
テップ機能とは、使用時の CPU の使用率にあわせて、 CPU の処理速をを自動で 
調整する機能です。 

CPU の使用率が少ないときは、 CPU の処理速度を巧え、消費電力を少なくしま 
す。また、 CPU の巧用率が高いときは CPU 化巧が高速になります。 














そのほかの機能 


►セキユリテイ□ツクス□ツト 


本機背面には、「セキュリティ ロックスロット」 が装備されています。ここに 
は、専用の盗難抑止ワイヤーを取り付けます。 



当をでは、専用の盗難抑止ワイヤーを取りあっています。詳しくは当社のホー 
ムページをご覧ください。 

ホームページのアドレスは、 次のとおりです。 

http://epsondirect.ip/ 
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第 3 章 
システムの拡張 

アップグレードサービスやメモリの増設ち法、本機に接続でさる装置に 


ついて説明します。 

r 拡張でさる装置」 .. 148 

r メモリの装着」 . 149 

r 外付け可能な周辺機器」 . 156 








I 拡張でをる装置 


本機内部では、メモリモジュール （ SODIMM 、 が降メモリ）を増設•交換して、 
機能を拡張することができます。 

メモリス□ツト 



メモリス□ツト 

本機には、メモリスロットが底面に2本用意されています。最大 2 GB のメモリを 
搭載できます。 

，と寶 ^ p . l 49 「メモリの装着」 


制限 


本機は、メモリ Li (がの機能を拡張することはで定ません。 


アップグレードサービス 

当社ではコンピュータ本体をお預かりして装置の増設-交換を行うアップダ 
レー ドサービスを有償で巧っています。 

本機では次の装置のアップグレードサービスを利用できます。 

•メモリ :増設•交換 

• 内蔵 HDD :交換 

•光ディスクドライブ：交換 

アップダレードサービスをご希望の場合は、カスタマーサービスセンターまで 
ご連絡ください。カスタマーサービスセンターの連絡先は、『サポート•サー 
ビスのご案内』（別冊）をご覧ください。 
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ご自身での装置の増設•交换（メモリを除く）は、故障の原因となりますので 
行わないでください。 

















I メモリの装着 


本機で使用可能なメモリの仕様と、取り付け*取り外し方法について説明しま 
す。 


►メモリの仕様 


本機底面には、メモリスロットが2つあり、メモリを増設•交換することによ 
り最大 2 GB まで拡張できます。 

本機で使用可能なメモリの仕様は、次のとおりです。 

• PC 2-4200 SODIMM ( DDR 2 -曰33 SDRAM 使用） 

• メモリ容量2己目 MB 、 曰] 2 M 巨、1024 MB 

• Non ECC 

• 200ピン 

• CL 二4 



最新メモリ情報 


今後、新しいメモリを取りあう場合があります。 

本機で使用可能な最新のメモリは、当社ホームページで確認してください。 
ホームページのアドレスは次のとおりです。 

http://epsondirect.ip/ 
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メモ u の装着 


►作業時のを 意 

メモリの 増設、交換をする場合は、次の,だに注意してください。 


A 

警告 


♦ メモリの増設•交換をするときは、電源プラグをコンセントから抜いて、バッ 
テリパックを取り外してください。感電や火傷の原因となります。 

♦本機の分解-改造や、マニュアルで指示されている外の増設-交換はしな 
いでください。けが-感電-火災の原因となります。 


A 

ミち意 


• メモリの増設-交換は本機の内部が高温になっているときには行わないでく 
ださい。火傷の危険があります。作業は電源を切って10分上待ち、本機の 
内部が十分冷めてか6行ってください。 

♦不安定な場所（ぐらついた机の上や、傾いた巧など）で、作業をしないで< 
ださい。落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 


制限 


♦作業を行ラ前に金属製のものに触れて静電気を逃がしてください。メモリや 
本機に静電気が流れると、基板上の部品が破損するおそれがあります。 

♦本機内部にネジや金属などの異物を落とさないでください。 

♦ メモリを持つときは、メモリの端モ部や素子に触れないでください。メモリ 
の破損や接 fi 虫不良による誤動作の原因になります。 

♦装着するち向を間違えないでください。メモリが抜けなくなるなど故障の原 
因になります。 

♦ メモリを落とさないよラに注意してください。強い衝撃が、破損の原因にな 
0ます。 

♦ メモ IJ の着脱は、頻繁に行わないで<ださい。必要上に着脱を繰0返すと、 
端子部などに負担がかか0、故障の原因にな0ます。 
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第 3 章システムの化張 


►メモリの増設•交換 

メモリの増設-交換の手順は次のとおりです。 


メモリの取り付け 

メモリを取り付ける手順は次のとおりです。 

1コンピユータの電源び入っている場合は、電源を切ります。 

コンピュータ内部が冷えるまで、10分な上放置してください。 

2 コンピユータに接続しているケーブル類 （ AC アダプタなど）を、ずべて外 
しまず。 

3 本機の底面を上にして置き、バッテリを取りがしまず。 

と受^ P. 63「バッテリの交換」 

4 メモリス□ットカバーのネジ （7 本）をがしまず。 













メモ u の装着 


5 メモリス□ットカバーを矢印のち向に持ち上げて取りがします。 



6 メモリス□ット2の位置を確認します。 


メモ U ス□ツト2 


メモ U ス□ツト1 

(メモ U が装着されていまず) 


メモリ スロッ ト1のメモリを交换する場合、メモリ スロッ ト2にメモリが装着 
されているときは、メモリ スロッ ト2のメモリを取り外してから作業を行つ 
てください。 

7増設ずるメモリを静電気防止袋か S 取り出しまず。 

メモリの端子部や素子に触れないように持ちます。 


端子部 
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第 3 章システムの化張 


8 メモリを、メモリス□ット 2 に差し込みます。 

メモリの切り欠きをメモリ スロッ トの突起にあわせ、メモリを約30度の角度 
でメモリ スロッ トに差し込みます。 


突起 



切り欠さ 


9 メモリを静かに倒しまず。 

「カチッ」と音がしてメモリが両側の固定タブに固定されます。 


固定タブ 



固定タブ 


10 メモリス□ットのカバーを取り付けまず。 

(1) メモリス□ットカバーの背面側已箇所のツメを本体に合わせます。 

(2) メモリス□ットカバーを「カチッ」と音がするまで押し込みます。 






メモ u の装着 


11 ネジ （7 本）で固定しまず。 



12 バッテリを取り付けまず。 

ピ赛^ P .63 「バッテリの交換」 

13 本機の底面を下にして置きまず。 

1 4 コンピユータを使用できるように、ケーブル類を元に戻します。 

続けて ごち =>155「メモリの増設•交換後の作敦を行います。 

メモリの取り外し 

メモリの取り外しは、: ご夏^ P .151 「メモリの取り付け」の手順7〜9を次の手順 
に読み替えて行ってください。ここでは、メモリスロット2のメモリを取り外 
す手順を説明します。 
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1 メモリを両側で固定している固定タブを外側に広げまず。 

メモリが起き上がります。 



2 起き上がったメモリの両端を持って静かに引き抜きまず。 

取り外したメモリは静電防止袋に入れて保管してください。 












第 3 章システムの化張 


►メモリの増設•交換をの作業 


メモリの増設-交換をしたら、メモリが正しく取り付けられているかどうか、 
必ずメモリの容量を確認します。 

メモリ容量の確認方法は次のとおりです。 

1 シャツトダウン状態か S コンピユータの電源を入れた5、[^を巧して、 
「BIOS Setup ユーティリティ」を起動しまず。 

P.159 「BIOS Setup ユーティリティの起動」 

2 「 Main 」 メニユー画面一 「System Memory 」 で総メモリ容量を確認しまず。 

3 fFfFI を巧して BIOS Setup ユーティリティを終了しまず。 

と 5= P .163 「bios Setup ユーティリティの終了」 

手順2で総メモリ容量が正しく表示されない場合は、メモリが正しく取り付 
けられていないことが考えられます。すぐに電源を切り、メモリを正しく取 
り付けなおしてください。 



総メモ U 容量の表示 

本機では、メインメモリの一部をビデオメモリとして使用します。そのため、 
メインメモリからビデオメモリを引いた数値が表示されます。 

ビデオメモリの容量は、メインメモリの搭載容量によってをわります。メイン 
メモリの搭載容量にがするビデオメモリの容量は次のとおりです。 


メインメモリ 

ビデオメモリ 

512 MB 

64 MB 

1024 MB が上 

128 MB 

















I か付け可能な周巧機お 


本機のスロットやコネクタには、次のような周辺機器を取り付けることができ 
まず。をコネクタへの接続方法は、本書または接続する周辺機器に添付のマ 
ニュアルをご覧ください。 



a: へッ ドフオン出カコネクタ 
•スピーカ 
. へツ ドフナン 
b: マイク入カコネクタ 

* マイク 

C ： USB コネクタ 

-プリンタ 
-スキャナ 
-デジタルカメラ 
-USB FDD (ホプシヨン） 
-USB マウス（ホプシヨン） 
- USB 対応機器 
d: IEEE13 日 4 コネクタ 
-DV 機器 

- IEEE 1394 対■応機器 


e: PC カードス□ット 

- PC カード 

(PCMCIA 規格準拠、 Type 11) 
f ： メモリカードス□ット 
. メモリーステイック 
-マルチメディアカード 
- SD メモリーカード 
宫 ： VGA コネクタ 

-外付けディスプレイ 
-ビデオプロジェクタ 
h: LAN コネクタ 
• ネットワ'ーク 


そのほかの接続可能な周辺機器 

本機では、ケーブルを介さずに次の機器が接続できます。 
-無線 LAN 対•応機器（無線 LAN 搭載時のみ） 
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BIOS の設定 

本機の基本状態を管理しているプ□グラム 「 BIOS 」 の設定を変更する 


方法について説明します。 

r 日 lOS の設定を始める前に」 . 158 

「巨1日 S Setup ユーティリティの操作」 . 159 

r 巨I日 S Setup ユーティリティの設定項目」 . 170 







I BIOS の設定を始める前に 


制限 


BIOS は、コンピュータの基本が態を管理しているプログラムです。このプログ 
ラムは、メインボード上に ROM として搭載されています。 

BIOS の設定は 、 「BIOS Se 扣 P ューティリティ」で'塞更できますが、購入時のシ 
ステム構成にあわせて最適に設をされているため、通常は'変更する必要はあり 
ません。 BIOS の設定を変更するのは、次のような場合です。 

• 本書や周辺機器のマニュアルで指示があった場合 
■パスワードを設定する場合 

BIOS の設定値を間違えると、システムが正常に動作しなくなる場合がありま 
す。設を値をよく確認してから変更を行ってください。 

BIOS Se 扣 P ューティリティで変更した内容は 、 CMOS RAM と呼ばれる特別なメ 
モリ領域に保存されます。このメモリはリチウム電池によってバックアップさ 
れているため、本機の電源を切ったり、再起動しても消去されることはありま 
せん。 



U チウム電池の寿命 


BIOS S 幻叩ユーティリティの内容は、リチウム電池で保持しています。リチウ 
ム電池は消耗品です。コンピュータの f ま用が況によって異なりますが、 AC アダ 
プタやバッテリからの電源供給が全くない場合、寿命は約5年です。日付や時 
間が異常になったり、設をした値が変わってしまうことが頻発するような場合 
には、リチウム電池の寿命が考えられます。 

そのような場合は、カスタ マーサー ビス七ンターまでご連絡ください。 


当社製 L ソかの BIOS を使用すると、 Windows が正常に動作しなくなる場合があ 
ります。 ちネ十製じ-(かの BIOS へのアップデートはおかに行わないで < ださい n 


動作が不安定になった！5 

設定値を変更して本機の動作が不安定になった場合は、次のホ法で設定値を戻 
すことができまず。 

•購入時の設定と変更後の設定をあ!5かじめ記録しておさ、手動で戻す 

万一に備え、設定値を記録しておくことをおすすめします。 

と是^ P .175 「BIOS Setup ユーティリティの設定値」 

• 初期値や前回保存した設定値に戻す 
'£33 P -163 「設定値を元に戻す」 


















BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


ここでは、 「BIOS Setup ユーティリティ」 の次の操作方法について説明します。 

•基本操作（起動、操作、終了） 

•設定値を元に戻す 

• Password を設定する 

•起動 （ Boot) デバイスの順番を変更する 


►BIOS Setup ユーテイリテイの起動 


本機の電源を入れる前に、キーボードの ！ F 2 ^ の位置を確認してください。手 
順2では、すばやくし F 2 1を押す必要があります。 


1 本機の電源を入れます。 

すでに Windows が起動している場合は再起動します。 

艺 本機の起動直を、黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示された5、ずぐに 
キーボードのを巧しまず。 

Windows が起動してしまった場合は、再起動して手順2をもう一を実行して 
ください。 

3 「BIOS Setup ユーティリティ」び起動して 「 Main 」 メニュー画面び表示さ も 

れまず。 



V02.59 に ) Copyright 1985-2005, 


<B の S Setup ユーテイ U テイ（イメージ）> 
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BIOS Se 山 p ユーテイ U テイの操作 


仕様が前回と異なるとを 

本機の状態が、前回{ま用していたときと異なる場合には、本機の電源を入れた 
ときに次のメッセージが表示されます。 


Press F 1 to continue , F 2 to enter SETUP 


このメツセージが表示されたらこ fgj を押して BIOS Setup ユーティリティを起 
動します。通常はそのまま r Save Changes and ExitJ を実行して BIOS 86叫)ユ'— 
ティリティを終了します。 

とす" P .163 「BIOS Setup ユーティリティの終了」 

► BIOS Set 叩ユーテイリテイの操作 


画面の構成 


「BIOS Setup ユーティリティ」 の操作は、キーボードで行います。 


BIOS セットアップユーティリティを起動すると、次の画面が表示されます。 
この画面で設定値を変更することができます。 


処理メニュー 


設定項目 
設定値 — 


田 05 SETUP UTILITY 



V02.59 (C)Copyright 1985-2005, American Magatr 饥 ds, 



<メニュー画面 > 


ここで説明に使用している画面はイメージです。実際の設定項目とは異なりま 
す。実陈のをメニュー画面と設定項目の説明は 1 どち =1 p . l 70 「BIOS Setup ユー 
ティリティの設定項目」をご覧ください。 
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操作方法 


BIOS S 加 P ユーテイリテイの操作ちをは、次のとおりです。 

1 処理メニユーで設定を変更したし傾目のあるメニユー画面に移動し、設定項 
目を選択します。 

f - ► J [◄ —— J でメニュー間を移動します。 

m nn で設定値を変更したい項目まで移動します。 


処理 メニュ - 


設定項目を選択 


田 OS SETUP UTILITY 
■ Boot 


Boot Device Priority 


Enabled to load PXE 
Boot ROM of LAN 


► Boot Device Priority 

Wake-Up On LAN 




F10 

ESC 


Select Screen 
Select Item 
G 刖 e 旧 I Help 
Load Defaults 
Save and Exit 
Exit 


(C)Copyright 1985-2005,. 


< ►のある項目の場合 > 

►のある項目の場合、厂互 


〕を押すとサブメニュー画面が表示されます。 


cm nn で設を値をを更したい項目まで移動します。 


BIOS SETUP UTILITY 
Boot! 


Boot Device Priority 


2nd Boot Device 
3rd Boot Device 


[CD/DVD] 
[Hard Drive] 


Specifies the boot 
sequence from the 
available devices. 

A device enclosed in 
parenthes is has been 
disabled in the 
corresponding type 


Select Screen 
H Select Item 

F1 General Help 

F9 Load Defaults 

F10 Save and Exit 

ESC Exit 


V02.59 にに opyright 1985-2005,, 


くヴブメ ニユー 画面 > 

サブメニュー画面から戻るには f EscI を押します。 
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2設定値を変更しまず。 

frn を押して選択ウインドウを表示し 、 nn m で値を選択し、 frn で 
決定します。 



選択ウィンドウ 


(C)Copyright 1985-2005, American Magatrends, Inc 


キー操作一覧 

BIOS の画面を操作するときは、次のキーを巧用します。 


キー 


操作でさる内容 


〔千 I ， 广备 I 設定を'変更する項目を選択します。 


回+ 口 (囚) 

「卜 n ) +「+ I (uj) 

の 


処理 メニューを 選択します。 


項目の値をを更します。 


• メニュー画面中の►の付いている項目で押すとサ 
ブメニュー画面をま示します。 


•選択項目の選択ウィンドウを表示します。 


PescI 


F7 


♦設定値を選択します。 

•変更した内容を破棄し、終了します。 

•サブ メニュー 画面から メニュー 画面に戻ります。 

変更した設定値を前回保存した設定値に変更します。 


Cf 9 I 全設定項目の値を初期値に変更します。 


〇10 I 変更した設定値を保存して終了します。 
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►BIOS Setup ユーテイリテイの終了 


「BIOS Setup ユーティリティ」 を終了するには、次の2つのち法があります。 

Save Changes and Exit (変更した内容を保存し終了ずる） 

'変更した設を値を保存して 、 BIOS Setup ユーティリティを終了します。 

1 店互)を巧す、または FExitJ メニユー画面 — 「Save Changes and Exit 」 
を選択ずると次のメッセージげ表示されまず。 


Save configuration cnanges and exit setup ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ Ok ] を還択し、 GTI を巧しまず。 

Discard Changes and Exit (変更した内容を破棄し終了する） 

変更した設定値を保存せずに 、 BIOS Setup ユーテイリテイを終了します。 

1 ( Esc ) を巧ず、または FExitJ メニユー画面一 「Discard Changes and 
Exit 」 を選択ずると次のメッセージび表示されまず。 

Discard changes and exit setup ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ Ok ] を還択し、を巧します。 

►設定値を元に戻ず 


「BIOS S 幻 up ユーティリティ」の設をを間違えてしまい、万一本機の動作が不安 
定になってしまった場合などには 、 BIOS Se 扣 P ユーティリティの設定を初期値 
や前回保存した値に戻すことができます。 

Load Optimal Defaults (初期値に戻す） 

BIOS Se 扣 P ユーティ リ ティの 設をを 、 BIOS の 初期値に戻します。 

1 ( F9 J を巧ず、または FExitJ メニユー画面一 「Load Optimal Defaults 」 
を選択ずると;夕のメッセージび表示されまず。 


Load Optimal Defaults ? 
[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ Ok ] を還択してに *71 を巧しまず。 
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Load Optimal Defaults 実行後の作業 

次の場合は、 Load Optimal Defaults を実行したあとに、 BIOS の設定値を設定し 
なおしてください。 

く セキュリティチップのセキュリティ機能をお使いの場合> 

「 Security 」 メニュー画面一 「TPM Security 」 を 「 Enabled 」 に設定しまず。メ 
インボード上のセキュリティチップの機能を有効にします。 

設定を行ったら、変更した内容を保存して終了します。 

とミ^ P .163 r Save Changes and Exit (変更した内容を保存し終了する）」 

Discard Changes (前回保巧した設定値に戻す） 

BIOS Se 扣 P ューティリティを終了せずに、前回保存した設定値に戻します。 

1 [ F7 ) を巧ず、または FExitJ メニュー画面 - 「Discard Changes 」 を還 
択ずると、巧のメッセージび表示されまず。 


Discard Changes ? 

[Ok] [Cancel] 


2 [ Ok ] を還択してにを巧しまず。 


^ P 日 ssword を設定ずる 


パスワードを設定することで、本機を使用するューザーを限定することができ 
ます。 システム 起動時や 「BIOS Se 扣 P ユーティリティ」 起動時にパスワードの 
入力を要ホし、正しいパスワード入力が行われないと本機を使用することがで 
きません。 

パスワードの設定は、 「 Security 」 メニュー画面にある Password に関する設定項 
目で行います。 

尸う ^ P .172 「Security メニュー 画面」 


パスワードの種類 

パスワードには、次の2種類があります。 

• Supervisor Password (管理者パスワード） 

コンピュータの管理者用のパスワードです。管理者パスワードで BIOS に口 
ダインした場合、 BIOS のすベての項目を変更することができます。 

• User Password (ユーザーパスワード） 

そのほかの ユーザー 用のパ スワ ー ドです。 ユーザー パ スワ ー ドに BIOS に口 
ダインした際の制限を設定することができます。 

設定は、, と录1 P . 172 「 Security メニュー画面」一 「User Access Level 」 で行いま 
す。 
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アクセス制限の設定 

管巧をパスワードで BIOS にログインすると、アクセス制限の種類や HDD へのア 
ク七ス制限を設をすることができます。 

アクセス制限の種類 

アクセス制限には次の2種類があります。 

• Setup 

BIOS へのアクセスを制限します 。 BIOS Setup ユーティリティ起動時にパス 
ワード入力が要求されます。 

• Always 

BIOS 、 Windows へのアクセスを制限します 。 BIOS Setup ユーティリティ起動 
時と Windows 起動時、休止状態からの復帰時にパスワード入力が要求されま 
す。 

アクセス制限の選択は、 ご尹1 P . 172 「 Security メニュー画面」一 「Password 
Check 」 で行います。 

H □□へのアクセス制限 

管理をパスワードを設定すると、 HDD へのアクセス制限を設定することができ 
ます。 HDD へのアクセス制限を行った HDD は、ほかのコンピュータに接続して 
も認識されなくなります。 HDD にアクセスするには 、 BIOS Setup ユーティリ 
ティ起動時、 Windows 起動時や休止状態からの復帰時にパスワードの入力が必 
要です。 

HDD へのアクセス制限の設定は、 とを^ P .172 「 Security メニュー画耐一 「Hard 
Disk Protection J で行います。 


制限 


パスワード入力時のま意 

パ スワ ード入力時は、キーボードの入カモードに注意してください。たとえば、 
数値キー入カモードでパ スワ ードを設定し、起動時に数値キー入カモードでは 
ない状態でパ スワ ードを入力するとエラーになります。 


パスワードを忘れてしまラと、アクセス制限を設定した HDD は使用できなくな 
0ます。 

登録したパスワードは絶対に忘れないよラにしてください。 
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パスワードの設定•変更 

ユーザー パスワードは、 管 a 者 パスワードを 設定すると、設定できるようにな 
ります。 

管理者パ スワー ドと ユーザー パ スワー ドの設を.を更ホをは、次のとおりです。 


1 にわ日口巨 e Supervisor Password 」 または 「Change User Password 」 
を選択してを巧すと、次のメツセージが表示されます。 


Enter New Password 


2 パスワードを入力し、を巧しまず。 

「*」が表示されない文字は、パスワードとして巧用できません。アルファ 
べットの大文字と小文字は区別されません。パスワードは8文字まで入力可 
能です。 

3 続いて次のメッセージが表示されまず。確認のためにちう一度同じパスワー 
ドを入力し、〔こ立！を巧します。 


Confirm New Password 


同じパスワードを入力しないと 、 「Passwords do not match !」というメッセー 
ジが表示されまず。 [ Ok ] が選択された状態で rrn を押すと、 BIOS のメ 
ニュー画面に戻ります。この場合、手順1からやりなおしてください。 

4 「Password installed 」 というメッセージが表示された6、 [ Ok ] が選択 
された状態で厂 W を巧しまず。 

パスワードの設定が完了すると 、 「Supervisor Password 」 または 「 UserPasswo 址 
項目の値が 「 Ins は lied 」 に変わります。 


Jl^ 

制限 


設定したパスワードは、絶巧に忘れないよラにしてください。パスワードを忘れ 
ると、 BIOS の設定変更や、設定によっては Windows の起動ができなくな0ます。 
万一、パスワードを忘れた場合は、カスタマーサービスセンターまでご連絡くだ 
さい。 
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管理ちパスワードの削除 

管巧をパスワードの削除ち法は、次のとおりです。 

管理をパスワードを削除すると、ユーザーパスワードも削除されます。 

管巧者パスワードを削除する場合は 、 BIOS Setup ユーティリティ起動時に管を 
者■パスワードを入力してください。 

1 [" Chan 巨 e Supervisor Password 」 を選択してし ♦J 1 を巧ずと、次のメッ 
セージび表示されまず。 


Enter New Password 


2 何ち入力せずにを巧ずと、巧のメッセージび表示されます。 


Password uninstalled . 
[ Ok 」 


3 rokj び還択された状態でを巧しまず。 

「Supervisor Password 」 項目の表示が 「Not Installed 」 に蛮わります。これでパ 
スワードが削除されました。 

ユーザーパスワードの削除 

ューザー パスワ ー ドのみの削除ホをは次のとおりです。 

1 ["Clear User Password 」 を選択して、 [] を巧ずと、:夕のメッセージび 
表。されまず。 


Clear User Password ? 
[ Ok ] [ Cancel ] 


2 [ Ok ] を還択して、を巧します。 

「 UserPasswo 址項目の表示が 「Not Installed 」 に変わります。 
これで、ユーザーパスワードが削除されました。 
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►起動 （ Boo ロデバイスの順きを'変更ずる 


本機の電源を入れて起動しようとしたときに、リムーバブルディスク （ USB フ 
ラッシュメモリや USB HDD など）を接続していたり 、 USB FDD に FD がセット 
されていると、 Windows が起動しないことがあります。 

このような場合 、 「BIOS Se 扣 P ユーティリティ」で設定されている起動 （ Boot ) 
デバイスの順番を変更すると、起動したいデバイスからシステムを起動するこ 
とができます。 

起動 ( Boot ) デバイスの順番とは 

電源を入れると、コンピュータは起動デバイスの順番に従ってデバイスを確認 
し、最初に見つけたシステム （ Windows や OS ) から起動します。 

起動デノくイスの順番の設定は、 「 Boot 」 メニュー画面一 「Boot Device Priority 」 
で行います。 



この順番にデ 
バイスを検出 
して起動しま 
ず。 


<イメージ> 

「Boot Device Priority 」 に表示されるデバイスは次のとおりです。 


• Removable Device (USB FDD や US 日フラッシュメモリ 、 USB HDD など） 

• CD/DVD (接続されている光ディスクドライブ） 

• Hard Drive (接続されている HDD ) 

• Network (ネットワーク） 

• Disabled (検出するデバイスを割り当てないときに設定します） 

購入時は、民 emovable Device の順番が HDD より前に設定されているため 、 USB 
機器などのリムーバブルディスクを接続していると HDD 内の Windows から起動 
できません。 
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起動 ( Boot ) デバイスの順番の変更ち法 

起動デバイスの順番の変更方法は、次のとおりです。ここではリムーバブル 
ディスクを接続した状態で Windows を起動できるように、光ディスクドライブ、 
HDD 、 リムーバブルディスクの順番に設定するホ法を説明します。 

1 「 Boot 」 メニュー画面で 「Boot Device Priority 」 を還巧して （) を巧 
しまず。 

Z サブメニュー画面び表示された5、現在の起動の順をを確認します。 

購入時は、リムーバブルディスク、光ディスクドライブ、 HDD の順番に起動 
するように設定されています。 

3 光ディスクドライブの順番を1番目に設定しまず。 

(1) mnn で rist Boot Device 」 りま目）を選択し、を巧します。 

(2) 「選択」ウィンドウが表示された5、 mm で rcD / DVDj を選択し、 
r 心1 を押します。 

光ディスクドライブの順番が1番目になります。 



<選択ウィンドウ画面> 


4 同様のちまで、 HDD の順番を2番目に設定しまず。 

「2 nd Boot Device 」（2 番目）を 「Hard Drive ] に設定します。自動的に 「3 rd 
Boot Device 」（3 番目）が rRemovable Device J に設定されます。 



起動デバイスの順番が変更になり、リムーバブルディスクを接続した状態で 
Windows を起動できます。 

5 店互]を巧して BIOS Setup ユーティリティを終了しまず。 

とち^ p .163 「BIOS Setup ユーテイリテイの終了」 

これで、起動デバイスの変更は完了です。 



























I BIOS Setup ユ - ティリティの設定 I 具目 


ここでは 、 BIOS Setup ユーティリティで設定できる項目と、設定方法などについて説明しまず 。 BIOS 
Setup ユーティリティのメニュー画面には、次の5つのメニューがあります。 

• Main メ ニユー 画面 

日付、時間などの設定を行います。 

• Advanced メ ニユー 画面 

IDE 装置の仕様（転送モードやパラメータ）やタッチパッドの設定を行います。 

• Security メ ニユー 画面 

パスワードに関する設定や、メインボード上のデバイスに関する設定を行います。 

• 巨0011メ ニユー 画面 

システムの 起動 （ Boot ) に関する設定を行います。 

• Exit メ ニユー 画面 

BIOS Se 扣 P ユーティリティを終了したり、 BIOS の設定値を初期値に戻します。 

► Main メニユー画面 


「 Main 」 メニュー画面では、日付、時間などの設定を行います。 
設定項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

本は項目表不のみ 


AM 1 BIOS 

^Version 

本機に搭載されている BIOS のバージョンを表示します。 

Processor 

ホ Type 

本機に搭載されている CPU のタイプを自動的にま示します。 

"Speed 

本機に搭載されている CPU の周波数を自動的にま示します。 

System Memory 

*Size 

メモリ容量を起動時に自動的に計算して表示します。 

System Time 

時刻を設をします。（時：分：秒）の順で表示されています。 

System Date 

日付を設をします。（曜日月/日/年）の順でま示されています。 
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^Advanced メニュー画面 


「 Advanced 」 メニュー画面では、 IDE 装置の仕様（転送モードやパラメータ）やタッチパッドの設定を 
行います。 

設を項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

* は項目表不のみ 


iDE Coniiguration 

IDE 装置の設をを表 
示します。 

Primary IDE Master / 
Primary IDE Slave / 
Third IDE Master / 

Third IDE Slave 

接続している IDE 装置について、が下の項目をサブメ 
ニューに表巧、します。 

表示される項目は IDE 装置によって異なります。 


^Device 

の E 装置の機器のを称を表示します。 


Vendor 

IDE 装置の型番を表示します。 


*Size 

HDD の容量を表示しまず。 


*LBA Mode 

LBA (Logical Block Addressing ) をサポートしているかど 
うかを表示します。 


*Block Mode 

一度に何七クタ転送できるかを表示します。 


*PIO Mode 

IDE 装置の転送モードを表示します。 


*Async DMA 

IDE 装置の DMA 転送モードとチャンネルを表示します。 


*Ultra DMA 

Ultra DMA 対*応装置の転送モ'—ドとチャンネルを表示します。 


* S . M . A . 民 . T . 

S . M . A . R . T . (Self Monitoring Analysis and Reporting 

Technology ) をサポートしているかどうかを表示します。 

internal Pointing Device 

本機のタッチパッドを使用するかどうかを設定します。 
Enabled :タッチパッドを使用します。 

Disabled : タッチパッドを使用しません。 

Exchange Fn & し-し’ trl kev 

キーボードの左下側にある （ Fn 1と、その隣にある （ Ctrl 1 
の機能を入れ替えるかどうかを設定します。 

Disabled : ( Fn ] と （Ctrl ) の機能を入れ替えません。 

Enabled : ( Fn 1と （Ctrl ] の機能を入れ替えます。 

Exchange 民 - Alt & Win App key 

キーボードの右下側にある （ Alt 1と、その隣にある（置） 
(アプリケーションキー）の機能を入れ替えるかどうかを 
設定します。 

Disabled : ( Alt 1と1量 ） の機能を入れ替えません。 

Enabled : [ Alt ] と[隱 ） の機能を入れ替えます。 
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►Security メニュー画面 


「 Security 」 メニュ ■ —画面では、パスワードに関する設をや、メインボード上のデノ《イスに関する設をを 
行います。パスワードの設定が去は、 とす1 P .164「 Password を設定する」をご覧ください。 

設を項目は、次のとおりです。 

_は初期値 



本は項目表不のみ 

'Supervisor Password/User Password 

r Supervisor Password ] (管理者パスワード）と User Password 
(ユ ■ ーザ'—パスワ ■ —ド）が設定されているかどうかを表示 
しまず。 

Not Installed ソくスワードが設をされていません。 

Installed ソくスワードが設をされています。 

Change Supervisor Password 

rSupervisor Password ] (管理者パスワード）を設定します。 
BIOS Setup ユーティリティや Windows 起動時にパスワード 
スカを畢ザ L ます 

【夺11を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

User Access Level 

r Supervisor Password J (管巧者■パスワード）を設定すると 
表示され、設を可能になります。 「 UserPassword 」 （ユー 
ザーパスワード）を入力したユーザーが BIOS Se 扣 P ユー 
ティリティにアクセスすることを4段階で制限します。 

No Access : BIOS Setup ユーティリティを起動することがで 
きません。 

View Only : BIOS Se 扣 p ユーティリティを閲覧できますが、 
設定項目の変更はできません。 

Limited : BIOS Se 扣 p ユーティリティを閲覧できるほか 

に、一部の設定項目を変更できます。 

Full Access :管巧をと同一のお利を許可します。 BIOS 七ッ 
トアップユーティリティのすべての項目を設 
定したり閲覧したりすることができます。 

Change User Password 

rUserPasswordJ (ユーザーパスワード）を設定します。 
「Supervisor Pas sword 」 （管巧者■パスワード）を設定すると 
設を可能になります 。 BIOS Se 扣 P ユーティリティ起動時に 
パスワード入力を要ホします。 

( ^1を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されまず。 

Clear User Password 

ユーザーパスワードを削除します。 

rUserPassword ] (ユーザーパスワード）を設定すると表示 
されます。 

(夺1 ) を押すと、ユーザーパスワードの削除ウィンドウが 
表示されます。 

Password Check 

rSupervisor Password J (管理者パスワード）を設定すると 
表示され、設定可能になります。パスヮード入力を要求す 
るタイミングを設定します。 

SetuD : BIOS SetuD ユーティリティホ日動時にパスワード入 
力を要求します。 

Always : BIOS Setup ユーティリティや Windows 起動時、休止 
状態から複帰時にパスワード入力を要おします。 
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Boot Sector Virus Protection 

r Supervisor Password J (管理者パスワード）を設定すると 
設定可能になります。 HDD のブートセクタ（システム領 
域）への書き込みを禁止するかどうかを設定します。 
Disabled :書き込みを許可します。 

Enabled :書き込みを禁止します。 

TPM Security 

セキュリティチップ （ TPM ) を使用するかどうかを設定し 
ます。 

Disabled :セキュリティチップを使用しません。 

Enabled :セキュリティチップを使用します。 

TPM Security Clear 

「TPM Security 」 を 「 Enabled 」 に設定すると表示されます。 
セキュリティチップ （ TPM ) の設定を初期化（消去）しま 
す。 

初期化を行うと、それまでに暗号化されたデータを使用す 
ることができなくなります。七キュリティチップの初期化 
は、十分に注意し、お客様の責任において行ってください。 
f ♦ J 1を押すと初期化確認ウィンドウが表示されます。 

I/O Interface Security 

データの盤難を防ぐ 
ために、インタ 
フェースの有効、無 
効を設定します。 

「 Supervisor Password 」 
(管理者パスワード） 

を設定すると設定可 
能になります。 

AUDIO 

サウンド機能の使用を可能にするかどうかを設定します。 
UNLOCKED :サウンド機能の使用を可能にします。 

LOCKED :サウンド權能の使用を不可にします。 

LAN 

ネットワーク（有線 LAN ) 機能の巧用を可能にするかどうか 
を設定します。 

UNLOCKED : LAN 機能の巧用を可能にします。 

LOCKED : LAN 機能の使用を不可にします。 

Wireless LAN 

無線 LAN 機能の使用を可能にするかどうかを設定します。 
UNLOCKED :無線 LAN 機能の使用を可能にします。 

LOCKED :無線 LAN 機能の使用を不可にします。 

Optical Disk Drive 

光ディスクドライブ機能の使用を可能にするかどうかを設定 
します。 

UNLOCKED :化ディスクドライブ機能の使用を可能にします。 
LOCKED :化ディスクドライブ機能の使用を不可にします。 

PC Card / SD/MS 

MMC/IEEE 1394 

PC カード/メモリカード/ IEEE 1394 機能の使用を可能にするか 
どうかを設定します。 

UNLOCKED : PC カード/メモリカード/ IEEE 1394 機能のが用 
を可能にします。 

LOCKED : PC カード/メモリカード/ IEEE 1394 機能の使用 

を不可にします。 

USB 

USB 機能の使用を可能にするかどうかを設定します。 
UNLOCKED : USB 樵能の使用を可能にします。 

LOCKED : USB 機能の使用を不可にします。 

Hard Disk Protection 

r Supervisor Password ] (管理者ノくスワード）を設定すると設定 
可能になります。 HDD へのアクセス制限の設定をします。ア 
クセス制限を行った HDD は、ほかのコンピュータに接続して 
も認識されなくなります。 

HDD にアクセスするには 、 BIOS Setup ユーティリティ起動時、 
システム起動時や休止状態からの復帰時にパスワードの入力 
が必要です。 

Disabled : HDD へのアクセスを制限しません。 

Enabled : HDD へのアクセスを制限します。 
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► Boot メニユー画面 


「 Boot 」 メニュー画面では、システムの起動 （ Boot ) に関する設定を行いまず。 

起動の順番の変更ホ法については、 |/^ p . l 68 「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」をご覧くだ 
さい。 

設定項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

本は項目表不のみ 


Boot Device Priontv 

Windows を起動する 
ドライブの順番を設 
定します。 

1 st Boot Device 

1 番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 

「Removable Device 」 です。 

2 nd Boot Device 

2番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 「 CD / 
DVD 」 です。 

3 rd Boot Device 

3番目に起動するドライブを設定します。初期値は 、 「Hard 
Drive 」 です。 

4 th Boot Device 

ネットワークから起動する場合に使用します。 「 Boot ! メ 
ニエ, —画面一 「Onboard LAN Boot ROMJ を 「 Enabled 」 に設を 
してから 「ExitJ メニュ ■ —画面一 「Save Changes and Exit 」 を 
選択して BIOS を終了します。再度 BIOS を起動すると表示され 
ます。初期設定は 「 RealtekBootAge 地です。 

Onboard LAN Boot ROM 

リモートブートを行う場合は 「 Enabled 」 に設定します。 
Disabled :無タカにします。 

Enabled :有効にします。 

Wake-Up On LAN 

( LAN からの起動設定） 

電源切断時やスタンバイ、休止時において、ネットワークか 
らの信号により起動するかどうかを設定します。この機能を 
使用するときは、必ず AC アダプタを接続してください。ま 
た、電源切断状態からの復帰は、 Windows を正常に終了した 
が:態でのみ使用可能です。 

Disabled :設をしません。 

Enabled :設定します。 


► Exit メニュー画面 


「 Exi りメニュー画面では 、 BIOS Se 扣 P ユーテイリテイを終了したり、 BIOS の設定値を初期値に戻します。 
設定項目は、次のとおりです。 


Save Changes and Exit 

変更した内容（設定値）を保存してから 、 BIOS Setup ユーティリティを終了 
します。 

Discard Changes and Exit 

変更した内容（設定値）を保存せずに 、 BIOS Setup ユーティリティを終了し 
ます。 

Discard Changes 

BIOS Setup ユーティリティを終了させずに、変更した設定値を前回保存した 
設定値に戻します。 

Load Optimal Defaults 

BIOS Se 山 P ユーティリティの設を値を、 BIOS の初期設定値に戻します。 
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►BIOS Setup ユーテイリテイの設定値 


BIOS Se 扣 P ユーティリティで設ををを更した場合は、変更内容を下表に記録しておくと便利です。購入 
時の設をは必ず記録してください。 

Advanced メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Internal Pointing Device 

Disabled 

Enablea 

Disabled 

Enabled 

Exchange Fn & L-Ctrl Key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange 民 - Alt & Win App key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


Security メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

*User Access Level 

No Access 

Limited 

View Only 

Full Access 

No Access 

Limited 

View Only 

Full Access 

* Password Check 

Setup 

Always 

Setup 

Always 

* Boot Sector Vims Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

TPM Security 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

* I/O Interface 

AUDIO 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

Security 

LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


Wireless LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


Optical Disk Drive 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


PC Card / SD/MS 

MMC/IEEE 1394 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


USB 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

*Hard Disk Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


*「 SupervisorPasswo 地（管巧をパスワ ' —ド）を設定すると表示されます。 

Boot メニユー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Boot Device 

Priority 

1 st Boot Device 



2 nd Boot Device 



3 rd Boot Device 



4 th Boot Device 



Onboard LAN Boot ROM 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 

Wake-Up On LAN 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 
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ソフトウェアの 
再インス I ル 

ソフトウエアを再インス I -ールする手順について説明します。 


「再 インス! -ー ルする前に必ずお読みください」 . 178 

r ソフトウてアの再インス!-ールを行ラ」 . 179 







I 再ィンスト-ルする師こがず觸 aK ださぃ 


ここでは、ソフトウエアの再インストールを行う前に知っておいていただきた 
い情報にっいて記載しています。 

HDD をフォーマットして、 Windows や本体ドライバなどをインストールしな 
おす作業のことを、本書では「再インストール」と記載しまず。 

再インストールは「リカバリ」とも言いまず。 

►再インストールび必要な場合 


再インストールは次のような場合に行います。通常は必要ありません。 

• なんらかの原因で Windows が起動しなくなり、修復しても問題が解 ミ 夫でさない 

+ 曰 A 

お口 

• HDD 領域の構成を変更したい場合 

Windows を修復する 

なんらかの原因で Windows が起動しなくなった場合は、再インストールを行う 
前に 「Windows 回復環境」で Windows の修復を行ってみてください。再インス 
トールしなくても、問題が解かする場合があります。 
p.221「Windows 回復環境 （Windows RE ) を使う」 


►重要事頃 


再インストールする前に、次の重要事項を必ずお読みください。 

当社製 L ソがの BIOS へのアップデート禁止 

当社製な外の BIOS へのアップデートは絶対にしないでください。当社製な外の 
BIOS にアップデートすると、再インストールができなくなります。 

セキュリティソフトウエアの更新ヴービス 

本機に添付のセキュ y ティソフトウェア 「Norton Internet Security 90日版」で、 
90日経過後に更新サービスの延長キーを購入して更新サービスを継続してい 
る場合、再インストールを行うと更新サービスの延長が無劾になります。更新 
サービスの延長が無劾になってしまった場合は、シマンテックストアまでお問 
い合わせください。 

ごす= 『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』（別冊） 


最新の情報 
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インストールち法に関する最新情報を記載した紙類が添付されている場合が 
あります。相包品を確認して、紙類が添付されている場合は、その手順に従つ 
て作業をすすめてください。 











■ソフトウエアの再インストールを巧う 


ここでは、ソフトウエアの再インストール方法について記載しています。 

►必要なメディア 


再インストールには、次のメディアが必要です。 

• Windows VistaU カバ UDVD 
Windows Vista が収録されている DVD - ROM です。 

• リカパ' IJ ツール CD 

本体ドライバやソフトウェアを、 HDD の「消去禁止領域」からインストール 
するためのプログラムが収録されている CD - ROM です。 

■そのほか必要なメディア 

お巧レ、のシステム構成によって必要なメディアは異なります。 

本体ドライバやソフトウェアは HDD の消去禁止領域に収録されています。 
専用のメディアは添付されていません。 

とす => p .26 「添付されているソフトウェア」 

►再インストールの概要 


ソフトウエアの再インストールの概要は、次のとおりです。 


② の 

U カバリツール CD Windows VistaU カバ UDVD 



① Windows Vista リカバリ DVD から、 Windows をインス! -- ルします。 

② U カバリツール C □か6、リカパ 'U ツールをインス!ルします。 

HDD の消ち禁止領域に収録されている本体ドライバやソフトウェアのイン 
ストールは、リカバリツールを f ま用して行います。 

③ リカバリツールを使用して、本体ドライバやソフトウェアをインス!'―ルしま 
す。 
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►インストールの I 頃を 


再インストールは、次の順番で行います。 

★印が付レ、たソフトウェアは必ずインストールを行ってください。 

購入時のインストール状態は、 I と寶 ^ p .26 「添付されているソフトウエア」で確 
認してください。 


Windows ★ 

尸す^ p .182「 Windows のインストール」 



リカバリ ツール ★ 

£^ P . 186 「リカバリツールのインストール」 



本体ドライバ ★ 

と勇^ P. 186「本体ドライノくのインスト^ール」 



Adobe Reader ★ 

と夏^ P.188「 Adobe 民 eader のインストール」 



セキュリティソフトウェア ★ 

と 『七キュリテイソフトウェアをご使用の前に』（別冊) 



マニュアルびゆ一ね ★ 

，亡^^ P . 189 「マニュアルびゆ一わのインストール」 



Nero / Essentials * 

(書さ込み機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ) 

ピす ^ p . 190 「Nero 7 Essentials のインストール」 



Win DVD * 

( DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ) 

/^ p . l 90 「WinDVD の インス トール」 



JWord Plugin 

尸弓^ p .191 「JWord Plugin のインストール」 
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邑〇〇スティック 

ごす * P. 191 「 goo スティックのインストール」 



そのほかのインス I -ール 

と 夏 = p . l 91 「そのほかのインストール」 



再インストール後の作業 

，ごす^ P .192 「再インストール後の作業」 


►インストール作業における確認事頃 

再 インス トールを始める前に、下記の点を確認してください。 


インス I -ール全般 

インストール作業は、 AC アダプタを接続して行ってください。 

管理ち ( Administrator ) のアカウントで□グオン 

インスト'—ル作業は、管理者 ( Administrator ) のアカウントでログオンして行って 
ください。 


システム構成 

本章の インストール 手順は、購入時の システム 構成を前提にしています。 イン 
ストールは 、 BIOS の設定と システム 構成を購入時のが態に戻して行うことをお 
すすめします。 

ドラィブ名 

本章の説明では、ドライブ構成が次のようになっているものとします。 
光ディスクドライブのドライブタは、 HDD 領域の数によって異なります。 


A ドライブ ： USB FDD (オプション） 

〔ドライブ： HDD 
D ドライブ：光ディスクドライブ 

各種設定やデータのバックアップ 

再インストールを行うと、設をした事項が初期値に戻ってしまったり、データ 
が消ちされたりします。再インストールを行う前に必要に応じて設定を書き写 
したり、データのバックアップを行っておいてください。 
y ^ p .183 レ'?ックアップを取る」 
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► Windows のインストール 


インス!-ールの流れ 

Windows のインストールの主な流れは次のとおりです。 

インストール作業は、 どす^ P. 183 「Windows Vista をインストールする」な降の 
手順に従って行ってください。 


パックアップを取る 



本機を購入時の状態にする 



インス I -- ルの開始 （Windows Vis ねのインス I -- ル手順1〜) 




HDD 領域 （ C ドライブ）の変更 

ど君5 P .235「 C ドライブを分割•変 
更する」 



HDD の フオー マットとファイルのコピー (手順 日) 



セツトアップ（手順10〜) 



終了 


HDD 領域 （ C ドライブ）を変更ずるには 

Windows のインスト ' —ル中に C ドライブ （ Windows がインスト ■ —ルされている領 
域）のサイズを変更したり、分割したりすることができます。 

HDD 領域の変更や、分割の詳しい説明は、 どす = ip .232 「 HDD 領域（ドライブ） 
の分割•変更-作成」をご覧ください。 
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^Windows Vista をインストールずる 


バックアップを取る 

次の設定やデータは、 Windows の再インストールを行うと消ちされます。 
必要に応じてバックアップを行ってください。 

• ネットワークの設定 

接続に関ずる設定を書き写しておいてください。 

• Internet Explorer の「お気に入り」、 Windows メールの「連絡先」「メールデータ」 

なで:221 「データのバックアップ」 

このほかの Web 閲覧ソフトやメールソフトをお使いの場合は、ソフトウエア 
に添付のマニュアルをご覧ください。 

•セキュリティチップユーティリティの設定 

セキュリティチップューティリティを使用している攝合は、設定のバック 
アップを行ってください。 

が 『七キュリティ機能 （ TPM ) 設定ガイド』（別冊）一 「 Windows を再イ 
ンストールする前に」 

• 重要なデータ 

ほかのメディアなどにコピーしておいてください。 

HDD 領域の変更を行わない場合でも、 C ドライブが外のドライブ （ HDD 領 
域）のデータを バックアップ することをおすすめします。 

詳しいバックアップの方法は P.227 「データのバックアップ」をご覧く 
ださい。 

コンピュータを購入時のが態にずる 

マウスなどの周辺機器が接続されていたり、 BIOS の設定値がを更されていたり 
すると、正常にインストールが行われない可能性があります。本機を購入時の 
状態に戻してから再インストールを行ってください。 

Windows Vista のインストール 

Windows Vis はのインストール手順は、次のとおりです。 

1 コンピュータの電源を入れ、 Windows が起動した5 、 「Windows Vista リ 
カバリ DVD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

「自動再生」画面が表示されたら、 @ をクリックし、画面を閉じてくださ 

い。 

ここからはインストールを行いません。 

2 「スタート」一 [►] -「再起動」をクリックして、コンピュータを再起動 
しまず。 
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3 「 EPSON 」 と表示を、黒い画面に ["Press any key to boot from CD or 
DVD 」 と表示された5、どれかキーを巧しまず。 

一を時間内にキーを押さないと、 HDD 内の Windows Vis はが起動してしまい 
ます。 Windows Vista が起動してしまった場合は、手順2へ戻ります。 

4 「システム回復オプション」画面び表示された6、キーボードレイアウトび 
「日本語」になっていることを確認し、炊へ]をクリックしまず。 

ここで HDD 内の Windows のチェックが行われます。 Windows の修復を促す画 
面が表示された場合は、画面の指示に従って修復を行ってください。 

5 「修復するオペレーティングシステムを選択し…」と表示された5、 
「Microsoft Windows Vista 」 び選択されたげ態で[次へ]をクリックし 
まず。 

6 「回復ツールを還択してください」と表示された5、 「 Windows の再インス 
I '―ル」をクリックします。 

7 「 Windows の再インス I ルを行いまず。」と表示された5、[再インス I 
J レ]をク U ックしまず。 

8 「ライセンスを項をお読みください。」と表示された5、内容を確認し、「を 
項に同意しまず」にチェックを付けて、[巧へ]をクリックしまず。 

9 「 Windows のインス!ル場所を還択してください。」と表示された5、次 
のとおり作業を続けまず。 

<領域変更を行わない場合（ほ甫）> 

( 1 ) 「ドライブオプション（詳細)」をクリックします。 

( 2 ) 「ディスク0パーティション2」 （C ドライブ）が選択された状態で「フォー 
マット」をクリックします。 

( 3 ) 「このパーティションをフォーマットすると…」と表示された!5、 [0K] を 
クリックします。 

フォーマットが開始されます。 

( 4 ) フォーマットが終了すると、炊へ]がクリックできる状態になります。 
「ディスク0パーティション2」 （C ドライブ）が選択された状態で[次へ]を 
クリックします。 

Windows Vis はのインストールが開始されます。システム構成にもよりま 
すが、インストールは20分〜40分かかります。手順10の画面が表示され 
るまでキーボードやタッチパッドは操作しないでください。 

く領域変更を行ラ場合> 

な p.23 曰 「C ドライブを分割-変更する」の手順に従ってください。 
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10 「ユーザー名と画像の選択」と表示された S 、 ユーザー名、パスワード（任 
意）を入力し、画像一覧か6お好みの画像をクリックして還択し、[巧へ] 
をクリックしまず。 

と 易ご P .42 「ューザーをと画像の選択」 

11 「コンピュータ名を入力して、デスクトップの背景を選択してください。」と 
表示された5、コンピュータ名を入力し、背景一覧か5お好みの背景をク 
リックして選択し、[次へ]をクリックしまず。 

とす = p .42 「コンピュータをを入力してデスクトップの背景を選択してくだ 
さい」 

12 「 Windows を自動のに巧護ずるよう設定してください」と表示された5、な 
護の設定をクリックして選巧しまず。 

「推奨設定を使用します」を選択することをおすすめします。 

13 「時刻と日付の設定の確認」と表示された5、「タイムゾーン」が「大阪、ホし 
幌、ま尉になっていることを確認し、旧付」、「時刻」を設定し、[次へ] 
をクリックしまず。 


14 ネットワークに接続している場合、「お使いのコンピュータの現在の場所を 
還択してください」と表示されまず。場所をクリックして還巧しまず。 


15 「ありびとうございまず」と表示された5、[開始]をクリックします。 

設定が行われます。設をには狗5分かかります。 

16 手順10でパスワードを設定した場合は、パスワード入力画面び表示されま 
ず。パスワードを入力して、厂 in を巧します。 

17 Windows Vista のデスクトップ（下記の画面）び表示された5 、 「Windows 
Vista リカバリ DVD 」 を取り出しまず。 

デスクトップの背景は、手順11で選択した背景が表示されます。 
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18 手順9で領域変更を行った場合は、 r ホ割り当ての領域」に領域（パーティ 
シヨン）を作成しまず。 

領域レくーテイシヨン）の作成は、ドライバやソフトウェアのインストール 
が終了してから行ってもかまいません。 

とす^ P .236「 C ドライブな外のドライブを作成- 変更する」 

►リカバリツールのインス I ル 


リカバリツールは、 HDD の消去禁止領域に収録されている本体ドライバやソフ 
トウェアのインストールの陵に巧用します。 

リカバリツールのインストールは、次の手順で行います。 

1 「リカバリツール CD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

2 「自動再生」画面び表示された5、 rsetup . exe の実行」をダブルクリックし 
まず。 

「自動再生」画面が表示されない場合は、[スタート] 一「コンピュータ」一 
「 EPSON _ CD 」 をダブルクリックします。 

3 「ユーザーアカウント制御」画面が表示された5、臓巧]をクリックしまず。 

4 1•ソ降は画面の指示に従ってインストールを行ってください。 

インストールが完了すると、デスクトップ上に「リカバリツール」アイコン 
が表示されます。 

嚴 

リカバリ ツール 

5 「リカバリツール CD 」 を光ディスクドライブか5取り出します。 

►本体ドライバのインス I ^ール 


本機のメインボード上に搭載されているデバイスのドライバおを、一括してイ 
ンストールします。 

本体ドライバのインストールでインストールするドライバ類は次のとおりです。 
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• ビデオドライバ 
•タッチパッドドライバ 
•インスタントキードライノく 
•ネットヮ ■ ー クドライバ 


I サウンドドライバ 
I メモリカードドライバ 
i インスタントキーユーテイリテイ 
インフォメーションメニュー 


I 無線 LAN ドライバ（無線 LAN 搭載時のみ） 


上記な外のデバイスは、 Windows 標準ドライバで動作します。 

Windows 標準ドライバとは、 Windows をインストールすると自動的にインス 
トールされるドライバでず。 
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インストール 

インストール 手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面げ表示された6、臨巧]をクリックしまず。 

3 「リカバリツール」画面び表示された6、[インストール]をクリックしまず。 

4 本体ドライバやソフトウエアの一覧の画面び表示された5、一覧か5「本体 
ドライバ」を選択して[インス!ル]をクリックします。 

手順5の画面が表示されるまでには、数分かかります。 



<イメージ> 

5 「ドライバ.ソフトウエアのインストール」画面が表示された5、一覧か5 
[インス!ル]をクリックしまず。 

6 「インストール確認」画面げ表示されまず。内容をよくお読みになり [0 K ] 
をクリックしまず。 

各ドライバが自動的にインストールされます。インストールには、約10分か 
かります。 

7 「これ6の変更を--•コンピュータを再起動ずる必要びありまず。」と表示 
された場合は、[後で再起動する]をクリックしまず。 

8 「インス!ルび完了しました。」と表示された6、 [ OK ] をクリックします。 

9 「インス!ル処理」画面び表示された6、ドライバのインストール状態を 
確認して [ PC 再起動]をクリックしまず。 

ドライバによっては、 Windows の再起動後に自動的にインストールされま 
す。 Windows が再起動したら、本体ドライバのインストールは完了です。 
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リカバリツールの[ファイル削除]の表示について 


リカバリ ツールからインストールを 行う 隙、ソフ トウエアによっては一時的に 
HDD にインストール 用 データをコピーし ます。「リカバリ ツール」 画面で [ファ 
イル 削除]が黒字で表示されるときは、 コピー された不要な インストール 用 
データが HDD に残っています。 [ファイル 削除] を クリックして データを 削除 
すると、 HDD の容量を節的することができます。 


^ Adobe Reader のインストール 


「Adobe Reader ] は、 PDF 形式のファイルを表示したり、巧刷したりするための 
ソフトウェアです。 

Adobe Reader のインストール手順は、次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、臨巧]をクリックします。 

3 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス I ル]をクリックします。 

4 本体ドライバやソフトウ I アの一覽の画面げ表示された5、一覧か5 
「Adobe Reader 」 を還択して[インス!ル]をクリックします。 

「このファイルを実行しますか？」と表示された場合は、[実行]をクリック 
します。 

5 rAdobe Reader ••セットアップ」画面び表示された5、[巧へ]をクリッ 
クしまず。 

6 「プ□グラムをインス!ルずる準備びできました」と表示された S 、 [イ 
ンス I ル]をクリックします。 

インストールにはしばらく時間がかかります。 

7 「セットアップ完了」と表示された5、[完了]をクリックしまず。 

8 「使用許諾契約書」と表示された5、「•- •言語を還択してください。」び 
「日本語」になっていることを確認しまず。 

9 「使用許諾契約書」に同意ずるかしないかを還択しまず。 

同意する場合は、[同意する]をクリックします。[同意しない]を選択する 
と 、「 Adobe Reader 」 は使用できません。 

10 「Adobe Reader 操作ガイド」画面び表示されまず。 

内容を確認してください。 

これで、 「 Adobe 民 eader 」 のインストールは完了です。 
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►セキユリテイソフトウェアのインス!ル 


本機に添付の七キュリティソフトウェア 「Norton Internet Security 90日版」をイ 
ンストールします。『セキュリティソフトウェアをご巧用の前に』（別冊）をご 
覧ください。 

ホ版のセキュリティソフトウェアなどをインストールする場合は、ソフトウェ 
アに添付のマニュアルをご覧になり、インストールを行ってください。 

►マニュアルびゆ一ねのインストール 


本機に添付されているマニュアルやお知らせを見るためのソフトウェアです。 
「マニュアルび ゆ一わ」 の インス トール手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

艺 「ユーザーアカウント制御」画面が表示された6、臓巧]をクリックしまず。 

3 「リカバリツール」画面が表示された6、[インストール]をクリックしまず。 

4 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か5「マ 
ニュアルびゆ一ね」を選択して[インス!ル]をクリックしまず。 

5 「マニュアルびゆ一わセットアップへようこそ」と表示された5、[次へ]を 
クリックしまず。 

6 「インス!ル準備の完了」と表示された5、[インス!ル]をクリックし 
まず。 

7 rinstallShield Wizard の完了」と表示された5、[完了]をクリックしまず。 

これでマニュアルび ゆ 一わのインストールは完了です。 
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► Nero 7 Essentials のインストール 


<書さ込み機能のある光ディスクドライブ搭載時> 

光ディスクドライブで書き込みを行うためのソフトウエアです 。 Nero 7 
Essentials をインストールすると、 InCD もインストールされます。 

Nero 7 Essentials のインストール手順は次のとおりです。 


1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

Z 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、臨巧]をクリックします。 

3 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス I ル]をクリックします。 

4本体ドライバやソフトウエアの一覧の画面び表示された5、一覧か5 「Nero 
7 Essentials 」 を還択して[インス!ル]をクリックしまず。 

5 「 Nero マルチインストーラ」画面び表示された5 、 [Nero 7 Essentials ] を 
クリックしまず。 

〇 「•- •インス!ルウィザードへようこそ」と表示された5、1•ソ降は画面 
の指示に従ってインス I ルを巧ってください。 

► WinDVD のインストール 


<DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時> 
DVD VIDEO を再生するためのソフトウエアです。 
WinDVD のインストール手順は次のとおりです。 


1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、臨巧]をクリックしまず。 

3 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス I ル]をクリックしまず。 

4 本体ドライバやソフトウ I アの一覧の画面び表示された5、一覧か5 
rinterVideo WinDVDJ を還択して[インス!'―ル]をクリックします。 

5 rWinDVD をインス!ルずる前に...」と表示された5、 [0 K ] をクリッ 
クします。 

6 「 WinDVD セットアップへようこそ」と表示された5、1•ソ降は画面の指示に 
従ってインス I ルを巧ってください。 


190 



第已章ソフトウェアの再インストール 


►JWord Plugin のインストール 


Internet Explorer のアドレスバーから、日本語でインターネットを検索できるソ 
フトウエアです。 

JWord Phigin のインストール手順は次のとおりです。 


1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

之 「ユーザーアカウント制御」画面げ表示された5、臓巧]をクリックしまず。 

ゴ 「リカバリツール」画面げ表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

4本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面げ表示された6、一覧か5 
「 JWord 円 U 巨 in 」 を還択して[インストール]をクリックしまず。 

5 「 JWord プラグイン…へよラこそ」画面び表示された6、1•ソ降は画面の指示 
に従ってインス I ルを行ってください。 

► goo ステイックのインス I ル 


Internet Explorer のツールバーに、検索サービス 「 goo 」 の検索ボックスを追加す 
るソフトウェアです。 

goo ステイックのインストール手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

Z 「ユーザーアカウント制御」画面げ表示された5、臓巧]をクリックします。 

3 「リカバリツール」画面げ表示された5、[インス!ル]をクリックします。 

4 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面が表示された5、一覽か5「巨〇〇 
スティック」を還択して[インス!ル]をクリックします。 

5 「インス!ルび完了しました。」と表示された6、 [0 K ] をクリックしまず。 

これで、 goo ステイックのインストールは完了です。 

►そのほかのインス!^ール 

必要に応じて次のインストールを行ってください。 

セキュリティチップユーティリティのインス!-ール 

セキュリティチップのセキュリティ機能 （ TPM ) を f ま用していた場合は、セ 
キュリティチップューティリティをインストールします。詳しくは、『七キュ 
リティ機能 （ TPM ) 設定ガイド』側刪をご覧ください。 
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各種ドライバのインス I ル 

お使いになるシステム構成によって、ドライバやユーテイリテイ、ソフトウェ 
アなどのインストールが必要です。インストールは、オプション機器類に添付 
されているメディアを使用して行います。詳しくは、本機でお使いになるホプ 
ション機器類に添付のマニュアルをご覧ください。 



インスI-ールが必要なドライバの例 

お使いになるシステム構成によって、次のようなドライバやユーテイリテイが 
必要になります。 

- USB 対■応機器を使用する場合： USB 機器に添付のドライバ 
-プリンタを使用する場合 ：プ y ンタに添付のドライバ 


そのほかのソフトウエアのインス I -ール 

そのほかに使用ずるソフトウェアがある場合は、インストールしまず。インス 
卜 ' ール方法はソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

►再インストールをの作業 


再インストールが完了したら、必要に応じて次の作業を行ってください。 


領域の作成 

Windows のインストール中に HDD 領域を変更した場合、未設定領域はそのまま 
では使用できません。 Windows の「ディスクの管 SJ を使用して、領域の作成 
を行います。 

が タユリ 「 HDD 領域レくーティション）の作成手順」 

ネットワークの設定 

ネットワーク（有線 LAN ) や無線 LAN (無線 LAN 搭載時のみ）を使用する場合 
は、ネットワ'—クへの接続を行います。 

ご受コ P .115 「ネットワーク（有線 LAN ) を巧う」 

ご 夏 = p . ll 7 「無線 LAN を使う（オプション）」 

バックアップしたデータの復元 

再インストールを行う前にバックアップしたデータを復元します。 

とす = p .227 「データのバックアップ」 

• Internet Explorer、Windows メールの設定の復元 
• 重要なデータ 

バックアップ先のメディアなどから元に戻します。 











こんなとをは 

困ったとさの確認事項や対処方法などについて説明します。 


r トラブルが発生したら」 . 194 

r 困ったとさに」 . 195 

r システム診断ツールを使ラ」 . 218 

r トラブル時に役立つ機能」 . 219 

r 警告メッセージ/警告音」 . 224 













トラブルび発生した s 


瞬 


本機をご使用時にトラブルが発生した場合は、次の場巧から巧処ホ法を確認し 
てください。 

• 困ったとさに 

トラブルが発生した場合の確認事項と巧処方をを記載しています。 

と夏コ P.195 「困ったときに」 

■と6ぶる辭ミ夹ナビ 

当社ユーザーサポートページの「サポート情報検索」から、技術的なトラブ 
ルの解ホ方法をピックアップして収録しています。 



r インフオメーシヨンメ 
ニュー」を開壬、「と6 
ぶる解ミ夫ナビ」をクリツ 
クしまず。 




ごら。る gS 了ビ Wind<w3 Internet Explorer 

' ,[度 ’] .，レ I live 化 1X1 ’ P .| 



トラブルが起さた場合の 
対処の流れ 


サポート•サービスのご案内 

『サポート•サービスのご案内』（別冊）には、当社のサポートやサービスの内 
容が詳しく記載されています。 

困ったときや万一の場合に備えてご覧ください。 




































困つたとをに 


困ったときの確認事項と対処方法を説明します。不具合が発生した場合に参 
考にしてください。対処方法が見つからない場合は、「インフォメーション 
メニュー」の「とらぶる解みナビ」や「サポート情報検索」もあわせてご覧く 
ださい。 



不具合が解消しない場合は 

対*処を行っても不具合が解消しない場合は、『サポート.サービスのご案内』 
(別冊）をご覧になり、「カスタマーサービスセンター」までご連絡ください。 


不具合一覧 


コンピュータ本体（起動時） . P .196 

♦起動 . P .196 

•そのほか .13.2 日2 

コンピユータ本体 . P . 203 

•省電力機能 . P .203 

•バッテ U パック .... P .2 日4 

•セキユ U ティチップ （ TPM ) . ... P .2 日4 

•そのほか .. 13.20己 

メモリ . P . 206 

• メモ U .... 13.20目 

記憶装置 . P .207 

• HDD . p .207 

•光ディスクドライブ . P .208 

• PC カード . 13.21日 

• メモ U 力ード .13.21 1 

入力装置 . P .21 1 

•キーボード . 13.21 1 

•タッチパッド . 13.212 

表示装置 . P .21 3 

• LCD ユニット .. 13.213 

サウンド . P .214 

•内蔵スピーカ .. 13.214 

ソフトウェア . P .214 

•ソフトウェア . 13.214 

•インストール... . 13.217 


ネットワーク、インターネット 


P.217 







































困ったとさに 


►コンピユータ本体の不具合（起動時） 

コンピュータ本体の不具合に巧する対処方法を説明します。 


起動時の不具合 

シャツトダウン状態からコンピュータが起動できない場合は、次の診断を行 
い、を診断結果に応じた対処を行ってみてください。 


スタート 


コンピュータの電源 
を入れる 


1=|> YES 

ク 



♦ NO 

画面に EPSON □ゴ 
が表示される 

今 

起動でをない 

皆 

診曲おま A 

ク 




画面に Windows □ゴ 
が表示される 

伞 

画面に エラー メッセ 
ージが表示される 

♦ 

起動でさない 

ク 

ク 


ク 

起動で走ない 


超動でさない 


診断結ま己 

ク 

ク 




診断結ま D 


診助結ま C 


診断結果 A 


次の対処を順番に行ってみてください。 


(1) か巧けディスプレイの電源を入れる 

外付けディスプレイを接続している場合は、外付けディスプレイの電源を 
入れ、画面が表示されるか確詔、してください。 

(2) コンピュータへの電源供給をお認する 

コンピュータへの電源供給に問題がある可能性があります。本機の電源を 
切ってから、コンピュータと AC アダプタ、電源コードを接続しなおし、再 
度電源を入れ、問題が解みされるかどうか確認してください。 

バッテリパックのみで使用している場合は、完全放電している可能性があ 
ります。 AC アダプタを接続してみてください。 

なが 「 AC アダプタを接続する」 
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( 3 ) 周辺機器や増設した装置を取0外す 

本機をご購入後に、プリンタやスキャナなどの周辺機器、メモリなど、お 
客様ご自身で増設された装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源 
を入れ、問題が解決されるかどうか確認してください。 

( 4 ) 電源保護回路を解除する 

過電流によってコンピュータが不安定になっている可能性があります。周 
辺機器/増設機器類（マウス、ディスプレイを含む）を外して電源コードを 
抜いたあと、1分程度放置し、問題が解かされるかどうか確認してください。 


診断結果 B 


次の対処を順番に行ってみてください。 

( 1 ) 周辺機器や増設した装置を取0外す 

本機をご購入後に、プリンタやスキャナなどの周辺機器、メモリなど、お 
客様ご自身で増設された装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源 
を入れ、問題が解決されるかどうか確認してください。 

(2) セーフモードで起動し、システムの復元を行ラ 

必要最低限のが態であるセーフモードで起動してみてください。 
p .219 「セーフモードでの起動」 

セーフモードで起動できた場合は、「システムの復元」機能を使用して K 前 
のコンピュータのが態に房すことで、問題が解決できる可能性があります。 
システムの復元を行ってみてください。 
p .219 「システムの復元」 


( 3 ) 前回正常起動時の構成で起動する 

七ーフモードで起動できない場合は、前回正常起動時の構成で起動できる 
かどうかを確認してください。 

前回起動時の構成で起動する手順は次のとおりです。 


1. シャツ トダウン状態か!5コンピュータの電源を入れます。 

2. 「EPSON」 と表示され 消えた直後に r 品"1 を押し、そのまま離さずにしば 
6 く押し続けます。 

キーを押すタイミンダがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、 
再起動してからやりなおしてください。 

3. r 詳細ブートオプション」画面が表示された5、 rri または m を押して、 
r 前回正常起動時の構成」を選択し、 rrn を押します。 












困ったとさに 


( 4 ) 团 OS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設定 
を初期値に房し、問題が解かされるか確認してください。初期値に房す前に 
BIOS の設定をメモしておいてください。 

P .163 r Load Optimal Defaults (初期値に戻す)」 


( 5 ) Windows を再インストールする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプロダラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インストールを行って、問題が解かされるかどう 
か確認してください。 

p .177 「ソフトウェアの再インストール」 


診断結果 C 

まず、 ごちコ P .224 「警告メッセージ/警告音」をご覧になり、メッセージに応じ 
た対処を行ってください。あてはまるメッセージがない場合は、下記をご覧に 
なり、巧処を行ってください。 

• rs.M.A.R.T Failure Predicted on HDD / WARNING: Immediately 
back-up your data and replace your HDD 」 とし、うメッセージび表术 
された場合 


(1) カスタ マーサービスセンターへ 連絡す る 

HDD に問題がある可能性があります。『サポート.サービスのご案内』を 
ご覧になり、カスタマーサービスセンターへご連絡ください。 

•「DISK BOOT FAILURE」 、 「Invalid system disk」 、 「Missing 
Operating System 」 、 「 Opera 甘 n 巨 System Not Found」 、 「Reboot 
and Select proper Boot device "」 などのメッセージび表示された場合 

次の巧処を順番に行ってみてください。 


(1)FD や USB フラッシュメモリを取りかす 

接続している USB FDD に FD がセットされていたり 、 USB 接続のフラッシュ 
メモリなどが接続されていたりすると、 FD や USB 機器から OS を読み込も 
うとして、現象が発生する場合があります。 FD や USB 機器を取り外してか 
ら、コンピュータを起動して、問題が解巧されるかどうか確認してくださ 
い。また、 BIOS の 「 Boot 」 メニュー画面で HDD の優先順位を FDD や USB 機 
器よりも前に設定しておくことで、 FDD や USB 機器を接続した状態でも、 
コンピュータを起動できるようになります。 

p .168 「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」 
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( 2 ) しばらく放置する 

急激な温度'変化があった場合は、 HDD の表面が結露している可能性があり 
ます。乾くまで、しばらく放置しておいてから、再を電源を入れてみてくだ 
さい。 

(3) HDD の認識と接続を巧認する 

BIOS で HDD を認識できていない可能性があります。次の手順で BIOS を確 
認してください。 


1 . BIOS Set 叩ユー テイリテイを起動します。 

とす^ P . 159 「BIOS Setup ユーテイリテイの起動」 

2. 「Advanced」 メ ニユー 画面の riDE Confi 巨 uration」 で 「Third IDE Master」 
の表示を確認します。 

「 HardDiskJ と表示される場合、 HDD は正常な状態です。続けて、下記 

(4) じ）の作業を行ってみてください。 

rNot Detected ].「 None 」 などと表示される場合は、 HDD が正常に認識さ 
れていません。『サポート.サービスのご案内』をご覧になり、「カスタ 
マーナー ビス センター」 へご連絡ください。 


( 4 ) 日 lOS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設定 
を初巧値に戻し、問題が解みされるか確認してください。初期値に戻す前に 
BIOS の設ををメモしておいてください。 

尹 P .163 r Load Optimal Defaults (初期値に戻す)」 


(5) Windows を再インスI'―ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプログラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インストールを行って、問題が解みされるかどう 
か確認してください。 

ご吾 =" p . l 77 「ソフトウェアの再インストール」 

• そのほかのメッセージび表示された場合 

次の対処を順番に行ってみてください。 


(1)FD や USB フラッシュメモリを取りかす 

接続して レ、る USB FDD に FD が セ ットされていたり 、 USB 接続のフラッシュ 
メモリなどが接続されていたりすると、 FD や USB 機器から OS を読み込も 
うとして、現象が発生する場合があります。 FD や USB 機器を取り外してか 
ら、コンピュータを起動して、問題が解みされるかどうか確認してくださ 
い。また、 BIOS の 「 Boot 」 メニュー画面で HDD の優先順位を FDD や USB 機 
器よりも前に設定しておくことで、 FDD や USB 機器を接続した状態でも、 
コンピュータを起動できるようになります。 

とす" P .168 「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」 
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( 2 ) 周辺機器や増設した装置を取0外す 

本機をご購入後にプリンタやスキャナ、メモリなど、お客様ご自身で増設 
された装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が解 
決されるかどうか確語してください。 

(3) 日 IOS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設定 
を初期値に戻し、問題が解かされるか確認してください。初期値に戻す前に 
BIOS の設定をメモしておいてください。 

p .163 r Load Optimal Defaults (初期値に戻す）」 


(4) Windows を再インス I ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプロダラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インストールを行って、問題が解かされるかどう 
か確認してください。 

p .177 「ソフトウェアの再インストール」 


診断結果 D 


次の巧処を順番に行ってみてください。 

(1) 周辺機器や増設した装置を取り外す 

本機をご購入後に、プリンタやスキャナなどの周巧機器、メモリなど、お 
客様ご自身で増設された装置がある場合は、装置を取り外したが態で電源 
を入れ、問題が解かされるかどうか確認してください。 

( 2 ) セーフモードで起動し、當駐ソフトを停止したり、システムの復元を行ラ 

必要最低限の状態であるセーフモードで起動してみてください。 
/^ p .219 「セーフモードでの起動」 

七ーフモードで起動できた場合は、常,荘ソフト（システム稼動中、常に稼 
動しているソフト）を一時的に停止させることで問題が解かするかを確認 
してください。 

常駐ソフトを停止する手順は次のとおりです。 

1. [スタート]- r 検索ボックス」に rmsconfigj と入力して、 rrn を巧し 
ます。 

2. 「ユーザーアカウント制御」画面が表示された6、[続行]をクリックします。 

3. 「スタートアップ」タブをクリックし、一覧から問題の原因となっている巧 
能性のある項目のチェックをかし、 [OK] をクリックします。 

4. 「再起動が必要な場合があ0ます」といラメッセージが表示された6、[再起 
動]をクリックします。 

常駐ソフトが原因ではなかった場合、外したチェックは元に戻してくだ 
さい。 
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常駐ソフトが原因ではなかった場合は、「システムの復元」を行ってみてく 
ださい。が前のコンピュータの状態に戻すことで、問題が解みできる可能 
性があります。 

と夏^ p.219 「システムの複元」 


(3) 前回正常起動時の構成で起動する 

七ーフモードで起動できない場合は、前回正常起動時の構成で起動できる 
かどうかを確認してください。 

1 . シャツトダウン状態か5コンピュータの電源を入れます。 

2. 「 EPSON 」 と表示され、 消えた直後に r 品" 1 を押し、そのまま離さずにし 
ば6 く押し続けます。 

キーを押すタイミンダがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、 
再起動してからやりなおしてください。 

3. r 詳細ブートオプション」画面が表示された5、 nn または rri 对甲して、 
r 前回正常起動時の構成」を選択し、 GT ] を押します。 


(4) Windows を再インス I ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプロダラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インストールを行って、問題が解決されるかどう 
か確認してください。 

とす^ P.177 「ソフトウェアの再インストール」 
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困ったとさに 


起動時の不具合（そのほか） 

現象 

起動時に次のよラにパスワードの入力が要ホされる。また、パスワードを入 
力してち起動しない。 

Enter Password : 


Hard Drive Locked, enter password: 


確認と対処 

•「BIOS Setup ユーテイリテイ」の 「 Security 」 メニュー画面でパスワードを 
設をしてあります。正しい パスワードを 入力してください。 

ごす^ P . 160 「BIOS Setup ユーティリティの 操作」 


• パスワードを正しく入力しているか確認してください。 [NumLkI の状態により 
一部のキーが 数値 キーと して働きます。 

ど更^ P .69 「キーボードをイまう」 

•パスワードを忘れてしまった場合には、『サポート.サービスのご案内』を 
ご覧になり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 


現ま 


Windows が起動せず、「システム回復オプション」画面が表おされた。 


確認と対処 

• Windows に不具合が起きると、 HDD 内に設定されている 「 Windows 回復環境 
(Windows RE ) J が自動的に起動します。「システム回復オプション」画面は 
Windows RE の画面です 。 Windows RE の機能を使用して、不具合を修復して 
ください 。 Windows RE の概要は、 ごず1 P .221「 Windows 回復環境 （Windows 
RE ) を巧う J をご覧ください。 
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►コンピュータ本体の不具合 


省電力機能に関する不具合 

現象 


正し<省電力状態に移行でさない。または省電力状態か5復帰でさない。 


確認と対処 

•巧用しているソフトウェアや常荘ソフト、増設している周辺機器の影響によ 
り省電力機能が正常に働かない可能性があります。ソフトウェアの削除や常 
房ちソフトの解除、周辺機器の一時的な取り外しを行い、省電力機能が正常に 
働くか確認してください。 

•バッテリ残量が少なくなり、本機が省電力状態になった場合は、 AC アダプ 
夕を接続してから復帰させてみてください。 

•省電力が態から復帰できない場合は、 [口 rl ) + r 7 in + [ Delete ) を押して本機を 
再起動してください。ただし、省電力状態に移行する前に作成した未保存の 
データは、すべて消失します。 

•省電力状態で PC カードやメモリカード、 USB 機器などを抜き差しする 
と、正しく復帰できません。 [ 畑） + 【 Alt Woelete) を押して、本機を再起動 
してください。ただし省電力が態に移行する前に作成した未保存のデータ 
は、すべて消失します。 


■周辺機器の状態がをわると、省'電力状態から復帰できないことがありま 
す。周辺機器を省電力が態に入る前と同じが態にしてみてください。 


















困ったとさに 


バッテリパック使用時の不具合 
現象 

充電されない。 


確認と対処 

• バッテリパックが正しく装着されているか確認してください。 

• 充電時にバッテリ充電ランプが点灯しているか確認してください。点灯して 
いない場合は、電源コンセントに電源が供給されているか確認してくださ 
い。ほかの電気製品を電源コン七ントに接続してください。 


現象 


すぐにバッテ U が終わつてしまう。バッテ U での使用可能時間が短い。 


確認と対処 

■バッテリが寿命に達したと考えられます。新しいバッテリと交換してくださ 
い。なお、使用巧みのバッテリは、所定のホをでリサイクルしてください。 
ど宏 P .63 「バッテリの交換 J 
ど衰^ P .65 「巧用巧みバッテリの取りほい」 

セキュリティチップのセキュリティ機能 ( TPM ) の不具合 
現象 


セキュ U テイチップの情報を初期化して、購入時の状態に戻したい。 


確認と対処 

■セキュリティチップの情報の初期化は、 「 BIOS セットアップユーティリティ」 
の次の項目で行います。 

r Security ] メニュー画面一 「TPM Security Clear J でし^を押します。表示 
された七キュリティチップ設定の初期化ウィンドウで 「 OkJ を選択し 、「 ExitJ 
メニュー画面一 r Save Changes and ExitJ を選択して BIOS を終了します。 

と索 ■ p .160 「BIOS Setup ユーテイリテイの操作」 
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•初期化を行うと、それまでに暗号化されたデータを使用することができなく 
なります。また 、 Windows Vis はの HDD 暗号化機能 「 BitLocker 」 を使用してい 
る状態で初期化を行うと、 Windows が起動できなくなり、暗号化していた HDD 
内のデータも使用できなくなります （ BitLocker は 、 Windows Vista Ultimate 
および Windows Vista Enterprise の機能です)。 

セキュリティチップの初期化を行う場合は、『セキュリティ機能 （ TPM ) 設 
定ガイド』（別冊）を参照し、お客様の責任において十分に注意して行って 
ください。 


そのほかの不具合 
現ま 


八ングアップしてしまい、何ち反応しない。 


確認と対処 

•応答のないソフトウエアをタスクマネージャで終了させます。 

ソフトウエアを終了させることができない場合には、5秒な上電源スイッチ 
を押して電 IS を切ってください。 

ごち = p .55 レ、ングアップしたときは」 


現象 


「BIOS Setup ユーティ U ティ」の情報、日付、時間などの設定が変わって 
しまラ。 


5奮認と対処 

■本機内部のリチウム電化の残量が少なくなり、 BIOS のデータを保持できな 
くなっている可能性があります。『サポート.サービスのご案内』をご覧に 
なり、カスタマーサービス七ンターまでご連絡ください。 


現象 


BitLocker でドライブを暗号化した状態で BIOS のアップデートや Boot の 
順番の変更を行ったところ、 BitLocker のパスワード入力やパスワードを保 
巧してある USB フラッシュの挿入をホめ5れた。 

( BitLocker は 、 Windows Vista Ultimate および Windows Vista Enterprise 
の機能です。） 


確認と対処 

•パ スワー ドを入力するか、パ スワー ドを保存してある USB フラッシュを挿入 
してください。 BIOS のアップデートや Boot の順番の変更を行うときは、 
BitLocker のドライブ暗号化を解除した状態で行ってください。 




困ったとさに 


現象 


終了処理をしてち電源が切れない。 


巧認と対処 

• Windows Vista では、[スタ’—卜]— [と)] を押すと、本機は「スリープ状:態」 
になります。電源を切りたい場合は、[スタート] 一 [►] 一「シャットダ 
ウン」で電源を切ってください。 

•正しい処 a を行っても電源が切れない場合は、5秒な上電源スイッチを長押 
ししてみてください。 

►メモリの不具合 


メモリの不具合に対する巧処方法を説明します。 


メモリの不具合 
現象 


メモ U チェックで表おされるメモ U 容量が実際の容量と違っている。 


確認と対処 

• Windows 上ではメモリ容量が正しく表示されないことがあります 。「 BIOS Setup 
ユーティリティ」を実行し、 「 Main 」 メニュー画面一 「System MemoryJ で 
メモリ容量を確認、してください。 

p .160 「BIOS Setup ユーティリティの操作 J 

•本機は、メインメモリの一部をビデオメモリとして巧用します。装着してい 
る総メモリ容量から、ビデオメモリで使用するメモリ容量を差し引いて表示 
されます。 

ビデオ容量はメインメモリの容量によって自動的に調整され、 64 MB または 
128 MB になります。 
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►記憶装置の不具合 

記憶装置の不具合にがする対処ちをを説明します。 


HDD の不具合 
現象 


HDD 容量が Windows 上で、マニュアルに記載されている容量と異なってま 
おされる。 


5奮認と対処 

•本機に搭載されている HDD 容量を Windows 上で確認すると、 マニュアルに 記 
載されている HDD 容量より少なく表示されます。 

これは、 Windows 上では容量を計算や表示する場合に「2進法」 （0 と1の2つ 
の数字を用いる表記を）を使用しているのに巧して、 マニュアルでは HDD な 
どの仕様を表記する陈に用いられている「10進を」 （0 〜9の数字を用いる表 
記を）を使用していることによる違いです。 

2進法で表記した 1 KB (キロバイト）は 「1024 ByteJ になるのに巧し、10進 
法で表記した場合には riOOOByteJ となります。そのため、 Windows などの 
OS 上で表示される HDD 容量は、マニュアルに記載されているを量よりも少 
なく表示されます。 


現象 


HDD か SWindows が起動しなし、 


確認と対処 

• BIOS の 「 Boot 」 メニュー画面で起動時の HDD の順番が正しく設をされてい 
るか確認してください。 

とす^ P .160 「BIOS Setup ユーティリティの操作 J 


現象 


Windows の再インストールをした!5、 HDD の空き容量が大幅にミ威ってし 
まつた。 


5產認と対処 

• P .183 「Windows Vista のインストール J 手順9で、 C ドライブのフォーマット 
を行わずに Windows のインストールをしてしまうと、な前の Windows のデー 
夕が Windows . old フォルダに保存されるため、 HDD の空き容量が大幅に減つ 
てしまいます。 Windows . old フォルダが不要な場合は、削除してください。 
Windows . old フォルダは[スタ'—卜]_「コンピュ ■ —夕 J _ 「 C ドライブ」に 
あります。 

通常は、手順どおりに C ドライブを フォーマッ トしてから Windows のインス 
トールをしてください。 
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困ったとさに 


光ディスクドライブの不具合 

現ま 

才ーディオ CD や DVD VIDEO 再生時に、音声が出力されない。 

確認と対処 

■スピーカの音量が小さくなっている可能性があります。を量を調節してくだ 
さい。 

尸尹 P .111 「音量の調節」 

現象 

セツトしたメディアにアクセスでさない。 

確認と対処 

• メディアが正しく七ツトされているか確認してください。 

• メディアを挿入した直後、アクセスランプ点灯中は読み込み準備のためアク 
セスできません。この場合はアクセスランプの消灯を待って、もう一をアク 
セスしてください。 

• メディアの表面にキズなどがないか確認してください。 

•別のメディアにアクセスできるか確認してください。問題がない場合は、ア 
クセスできないメディアに問題がある可能性があります。 

•七ツトしたメディアが、書き込み巧みの場合、光ディスクドライブとのホ目性 
によりアクセスできない可能性があります。 

現象 

セツトしたメディアが取り出せない。 

確認と対処 

• コンピュータの電源が入っているか、確認してください。 

現ま 

書さ込み機能のある光ディスクドライブで、メディアに書を込みがでさな 
し、またはエラーが発生する。 

巧認と対処 

• メディアへの書き这みを行う場合は、専用のライティングソフトが必要で 
す。購入時には 、 Nero 7 Ess 畑 tials がインスト ■ —ルされています。 
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第日章こんなとをは 


■ メディアのフォーマットに関する不具合や、書き込みに関する不具合につい 
ては、 『 Nero ューザーガィド』をご覧ください。 

ごす' 「マニュアルびゆ一 わ」一 『Nero ューザー ガイド』 

• お使いの光ディスクドライブ対応のメディアを使用しているかどうか確認し 
てください。 

ご ミ= 「マニュアルびゆ 一 わ」一 『光ディスクドライブ PDF マニュアル』 

• メディアへの書き込みをドラッグアンドドロップで行うには、 「InCD」 でメ 
ディアをフォ ■ —マットする必要があります。フォ ■ —マットホ法の詳細は、「マ 
ニュアルびゆ 一 わ」 に収録されている 『InCD ューザー マニュアル』 を参照し 
てください。 

ご夏つ P .45 「インフォメーションメニューを {まう」 

と安^ 「マニュアルびゆ一わ」一 『InCD ユーザーマニュアル』 

•虹 CD でデータの書き込みをドラッグアンドドロップで行えるメディアは、 CD - 
RW 、 DVD ± RW 、 DVD - RAM のみです。対•応メディアは「マニュアルびゆ一わ」 
に収録されている円 nCD ユーザーマニュアル』を参照してください。 

，と受二 P.45 「インフォメーションメニューを f まう」 

「マニュアルびゆ一わ」一 『InCD ューザーマニュアル』 


■虹 CD でフォーマツトしたメディアは 、 Nero 7 Essentials での書き込みができま 
せん 。 Nero 7 Essentials で「ディスクの消ち」を行ってください。 

とす ^ P.84 「Nero 7 Essentials の使い方」 

■ Windows が省電力状態になると、書き込み可能なメディアへのデータ転送ェ 
ラーが起き、書き込みに失敗する場合があります。書き込みを始める前に省 
電力状態に移行しないようにしてください。 

な .. P.142 「省電力状態に移行するち法」 

• メディアが正しくセットされているかどうか、確認してください。 

■ メディアの表面に巧れやキズなどがないか、確認してください。 

■ メディアに書き込み可能な残量があるか確認、してください。 

■へッドレンズの汚れによって書き込みができない場合があります。 

■光ディスクドライブとの申を性によって、セットしたメディアに書き込めない 
場合があります。 




困ったとさに 


現象 


DVD VIDEO の再生がでさない。 


巧認と対処 

• DVDVIDEO を再生する場合は、専用の再生ソフトウエアが必要です。購入時 
には WinDVD がインストールされています。 

• DVD VIDEO の再生に関する不具合は、 WinDVD のヘルプを参照してください。 

•外付けディスプレイを接続して、クローンモードでの表示をしていると、「{ま 
用しているディスプレイ環境は保護されているコンテンツの再生をサポー 
卜していません。」というメッセージが表示され 、 DVD VIDEO の再生が中断 
されます。このような場合は、クローンモードでの表示を無効にしてくださ 

い。 

とす" P .106 「モードを切り替えるには」 


PC 力ードの不具合 
現象 


PC 力ードを装着してち、使用でさない。 

確認と対処 

•本機で使用可能な PC 力ードかどうか確認してください。 
p .88 「PC カードを巧う」 

• PC 力ードスロットに力ードが正しく装着され、認識されているか確認してく 
ださい。 

とす" P .88 「PC カードを{まう」 


• PC 力' —ドを f ま用するために必要なドライバやソフトウエアがインスト ' —ル 
されているか確認してください。詳しくは、 PC カードに添付のマニュアル 
をご覧ください。 

•外部機器を追加するために PC カードを装着した場合、外部機器と PC カード 
の接続が正しいか、正しいケーブルを{ま用しているかを確認してください。 
詳しくは、 PC カードに添付のマニュアルをご覧ください。 
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第日章こんなとをは 


メモリカードの不具合 
現ま 


メモ U 力ードを装着してち使用でさない。 


確認と対処 

•本機で使用可能なメモリカードかどう力\ メモリカードが スロッ トの仕様に 
対•応しているか確認してください。 

とちコ P .93 「本機で巧用できるメモリカード」 

• メモリカードスロットにカードが正しく装着され、認識されているか確認し 
てください。 

とすコ P .94 「メモリカードのセットと取り外し J 

►入力装置の不具合 


入力装置の不具合に巧する対処ちをを説明します。 

キーボー ドの不具合 
現象 


どのキーを巧しても応答がない。 


確認と対処 

•タッチパッドを操作してください。タッチパッドで操作できる場合もありま 
す。 


• ソフトウ: n アが時間のかかる処モ里を実行している可能性もあります。ソフト 
ウェアのマニュアルをご覧ください。 

• ソフトウェアがハングアップしている可能性もあります。このような場合に 
は、タスクマネージャでソフトウュアを終了してください。 

とす =>55「ソフトウェアの強制終了」 


現ま 


キートップにある文字や記号が入力でさない。 


確認と対処 

•直接入カモードで日本語を入力することはできません。日本語入カモードに 
切り替えてください。 

p .70 「文字を入力するには」 






困ったとさに 


現象 

と区可]、丘互]と CSD (アプ U ケーシヨンキー）などの機能キーが動 
作しない。 


確認と対処 

• |"~^ と巧口、または fTiTl と IT ] (アプリケーションキー)の機能が入 
れ替わっている可能性があります。 

< r 品~1とが機能しない場合> 

BIOS の設をで、 「 Advanced 」 メニュー画面の 「 Ex 油 ange Fn & L-Ctrl keyj が 
「 Enabled 」 になっていないか確 f をしてください。 


< [ Alt 1と rw ~ u アプリケーンヨンキ ー) が機能しない場合> 

BIOS の設定で 、 「AdvancedJ タニュ '—画面の r Exchange R-Alt & Win App keyJ 
が r EnabledJ になっていないか確認してください。 

'巧^》' Ti 「入カキーの機能の入れ替え」 

どを* p .160 「BIOS Setup ユーテイリテイの操作」 


タッチパッドの不具合 

現ま 


ポインタの動さが悪い。 


巧認と対処 

•手がぬれていたり、湿気を帯びていたりしていると、動きが悪くなります。 

• LCD ユニットを長時間閉じたままにしていた場合や、巧用環境により湿をや 
温度の急激なを化があった場合に正常に動作しなくなることがあります。一 
度電源を切って入れなおしてください。 

•タッチパッドユーテイリテイを起動し、ポインタの動作の設定を'塞更してみ 
てください。 


現象 


ポインタが動かない。 


確認と対処 

• タ ツチパツ ドが畑 F になっていないろ砸認してください。 [ Fn ICfS 1(曰/ X) 
を押してみてください。 

とす^ P .72 「Fn キーと 組み合わせて巧う キー」 
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第目章こんなとをは 


►表示装置の不具合 

表示装置の不具合にがする対処ちをを説明します。 

LCD ユニッ トの不具合 
現ま 


LCD 画面に何ち表示されない。 


確認と対処 

•外付けディスプレイを接続している場合は、外付けディスプレイの電源を入 
れ、画面が表示されるか確認してください。 


•画面の明るさを調節してください n rFn j+r F5 I/I Fn |+l F6 I で調節でき 
ます。 

な P .98 「LCD ユニットの 調整」 


•バックライトが消灯していな V 、か確認してくださレ、。 | Fn l + rF 7 l を押して 
みてください。 

YW P .98 「バックライトの消; kT 」 

•省電力状態になっている可能性があります。キーボードを操作してくださ 

い。 

な p .144 「省電力状態からの復帰方法」 

•バッテリ使用時に、バッテリ残量がほ下してそのまま放置すると、スリープ 
状態に移行します（購入時の設定)。 AC アダプタを接続してから復帰してく 
ださい。 

• コンピュータの 電源を切ってから20 ゆな 内に電源を入れると、 システム 管巧 
機能が電源を異常と判断する場合があります。一を電源を切って、20秒な上 
待ってから電源を入れてみてください。 

•警告を（ビープ音）が鳴った場合は、起動時の自己彰断テストにて異常が発 
見された可能性があります。警告を（ビープま）の回数をメモして、『サポー 
卜.サービスのご案内』（別冊）をご覧になり、テクニカルセンターまでご 
連絡ください。 

な. P .224 「警告メッセージ/警告音」 


















困ったとさに 


現象 


画面がち5つ<。 


巧認と対処 

• LCD 画面が明るくなったり、暗くなったりしてちらつく場合には 、 BIOS Setup 
ユーティリティ画面でも同様の現象が発生するか確認して、『サポート-サー 
ビスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 
どす = P.159 「BIOS Setup ユーテイリテイの操作」 

►サウジドの不具合 


サウンドの不具合に対する対処方法を説明します。 

内蔵スピーカの不具合 
現象 


システムは正常に動作しているのに音が鳴5ない。 


巧認と対処 

• 内蔵スピーカの音声出力音量が小さくなっている、またはミュートになって 
いる可能性があります。ボリュームを調節してください。 

ごす ^ P.111 「音量の調節」 

►ソフトウェアの不具を 

ソフ トウェアの不具合に巧する巧処方法を説明します。 

ソフトウエアの不具合 
現象 


ソフトウェアの使用中に突然停止（八ングアップ）した。 


確認と対処 

• 過度の電源ノイズ、瞬時電圧ほ下などが発生した可能性があります。電源ノ 
イズによる現をには、ディスプレイのノイズ、 Windows の再起動、停止レ、 
ングアップ）などが含まれます。ソフトウエアを再度実行してみてください。 

•ケーブルの接続不良や、キーボード内のゴミやホコリ、電源の出力不安を、 
またはそのほかの部品の不良によって不具合が発生する場合があります。点 
検を行ってみてください。 








第日章こんなとをは 


• HDD に対するデータの読み書きの最中に振動が加わると、 Windows が停止 
レ、ングアップ）する場合があります。 


現象 


ソフトウェアが起動しない。 


5產認と対処 

•ソフトウェアの起動に必要とされるシステムリソース（メモリを量や HDD の 
使用可能な容量など）が整っているか確認してください。エラーメッセージ 
などが表示される場合は、ソフトウェアのマニュアルを参照して必要な対処 
を行ってから、再度起動してみてください。 

•ソフトウェアを正しい方をでインストールした力\ソフトウェアの起動手順 
を正しく実行しているか確認してください。 

•実行しようとしているデイレクトリが正しいか確認してください。オプシヨ 
ンの USB FDD から起動しようとしている場合は、ドライブやデイレクトリの 
指定が正しく行われているか確認してください。 

•ソフトウェアの使用許諾を受けていない場合（違法コピーなど）、ソフトウェ 
アが動作しないことがあります。ソフトウェアの正式版を巧用してくださ 

い。 

•ソフトウェアの使用方法をもう一を確認してください。それでもソフトウ : n 
アの不具合が解ホできないときは、ソフトウエアの販売元にお問い合わせく 
ださい。 


現象 


「マニュアルびゅ一わ」がグレーになって使用でさない。 

確認と対処 

• 「マニュアルびゆ一わ」のインストールを行ってください。 
p .189 「マニュアルびゆ一わのインストール」 


現象 


Internet Explorer を使用時、情報パーに警告が表示される。 


確認と対処 

•購入時の Internet Explorer は、セキュリティ強化のために、意図しないプログ 
ラムや実行ファイルのダウンロードについて警告するよう設定されていま 
す 。 Internet Explorer ! ま用時、情報バーに警告が表示されたら、情幸良バーをク 
リックして、表示された項目から適切な対処を選択してください。 
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困ったとさに 


現象 


Windows メールで HTML メールの画像がまおされない、または添付フアイ 
ルが開けない。 


確認と対処 

■ メール添付の ファイル や送信元の不明なメールによるウイルスの侵入から、 
コンピュータを保護するための設定が購入時にされています。 

HTML メールの 画像を見る場合は、送信元を確認して、件を の 下にある情報 
バーをクリック します。 

添付ファイルについての設定は、次の場所で確認できます。 

Windowsy ^ —ルの[ツ ' —ル]_「オプション」一「セキュリティ」タブ_ 
「ウイルスの 可能性がある添付 ファイルを 保をしたり開いたりしない」 


現象 


インストールしたネットワークアプ U ケーシヨンが動作しない。 


確認と対処 

•ファイアウォールが有効に設定されていると、市販のネットワークアプリ 
ケーシヨンが正常に動作しない場合があります。 

とす^ P .47 「セキュリティ対策を行う」 

詳細についてはソフトウエアの販売元にお問い合わせください。 


現象 


ソフトウてアやプ□グラムが停止し、「データ実行防止」画面がまおされる。 


巧認と対処 

• ソフ トウェアやプログラムがウイルスに感染している可能性があります。七 
キュリ テイソフ トウェアでウイルスの検索-駆除を行ってください。 

•ま全なソフトウェアを実行して「データ実行防止」画面が表示される場合 
は、ソフトウェアの製造元へお問い合わせください。 

•問題が解みしない場合は、『サポート.サービスのご案内』巧リ冊）をご覧に 
なり、テクニカルセンターまでお問い合わせください。 
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第日章こんなとをは 


インス I ル時の不具合 

現ま 


インス I ルがマニュアルどおりにでさない。 


確認と対処 

•本書のインストール手順は購入時のシステム構成を前提にしています。イン 
ストールは、 BIOS の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行うこと 
をおすすめします。 


•本書のインストール手順は、 HDD のフォーマツト後に行うことを前提に記載 
しています。それな外の場合は、手順が異なることがあります。不明な点は 
『サポート.サービスのご案内』（別冊）をご覧になり、テクニカルセンター 
までお問レ、合わせください。 

•インストール 方法に関する最新情報を記載した紙類が添付されている場合 
があります。相包品を確認してみてください。 


現象 


Windows VistaU カバ UDVD を入れて再起動をし、どれかキーを巧しても 
Windows の再インストールが開始されない。 


確認と対処 

•光ディスクドライブの起動の順番を HDD よりも後ろに設定している可能性 
があります 。 「BIOS Setup ユーティリティ」を実行して、起動順位をを更し 
てください。 

と受コ P .168 「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」 

►ネットワーク、インターネットの不具合 


ネットワーク（有線 LAN 、 無線 LAN ) 、インターネットの不具合に対•する対•化 
方法は、「インフォメーションメニュー」一「とらぶる解巧ナビ」をご覧くだ 
さい。 






I システム診断ツ^ルを使ラ 


ここでは「システム診断ツール」について説明します。 

システム診断ツールとは、本機の調子が悪いときに、不具合の原因がハード 
ウェアにあるかどうかを診断するためのツールです。本機に添付の「リカバリ 
ツール CD 」 に収録されています。 

►システム診断を実行ずる 


システム 彰断の実行方をは、次のとおりです。 

1 リカバリツール CD を光ディスクドライブにセットします。 

「自動再生」画面が表示された場合は、 @ をクリックして画面を閉じてく 
ださい。 

2 [スタート]- [►] -[再起動]をクリックして、本機を再起動します。 

Windows が起動できないときは、 ( Ctrl ]+f Alt )+ [ Delete ! を押して、コンピュー 
夕を再起動します。 

3 黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、消えたを 、 「Kernel Loading - -- 
Press any key to run PC TEST 」 と表示された5、どれかキーを巧しま 
ず。 

システム診断ツールが起動し、自動的に彰がが開始します。 

4 診断げ終了した5、診断結果を®認しまず。 

「 F 」 が表示された場合は、表示された項目に不具合がある可能性がありま 
す。『サポート.サービスのご案内』（別刪をご覧になり、 テクニカルセン 
ターまで ご連絡ください。 

5 光ディスクドライブか5リカバリツール CD を取り出し、電源を切りまず。 

これでシステム診断は完了です。 
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I トラブル時に巧立つ機能 


ここではトラブルが発生した場合にを立つ Windows が持つ機能について説明し 
ます。 

►セーフモードでの起動 


コンピュータが 起動できな レ 、場合や、ディスプレイで表示できな レ 、解像度を選 
択して表示ができなくなってしまった場合などには、セーフモードで起動して 
みてください。 

セーフモードで起動するホ法は、次のとおりです。 

1 コンピユータの電源を切り、20砂程放置してか5、電源を入れまず。 

と EPSON と表示され、 消えた直樹こ を巧し、そのまま離さずにしば5 
く巧し続けまず。 

广再つ を押すタイミングがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、再 
起動してからやりなおしてください。 

ゴ「詳細ブートオプション」画面び表示された5、 m または m を巧して、 
「セーフモード」を選巧し、を巧しまず。 

七ーフモードで起動できた場合は、不具合に巧する対処を行ってください。 

►システムの復元 


コンピュータの動作が不安定になった場合、「システムの復元」を行ってコン 
ピュータをな前の状態（復元ポイントを作成した時点のが態）に戻すことで、 
問題が解みできることがあります。 

復元ポイントは通常、ソフトウェアのインストールなどを行った際に、自動的 
に作成されますが、手動で作成しておくこともできます。 


システムを復元する 

システムを復元ポイントの状態に戻すホ法は次のとおりです。システムの復元 
を行う前に、 HDD のデータをほかのメディアにバックアップしておくことをお 
すすめします。 

1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一 「システムの復元」を還択しまず。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、臓巧]をクリックしまず。 

d 「システムの復元」画面び表示された5、「推奨される復元」を還択し、[巧 
へ]をクリックします。 

復元ポイントを自分で指をしたい場合は、「別の復元ポイントを選択する」 
を選択して[かへ]をクリックし、ポイントを選択して[次へ]をクリック 
します。 
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トラブル時に役立つ機能 


4 「復元ポイントの確認」と表示された5、内容を確認し、[完了]をクリック 
します。 

5 「システムの復元を開始ずると…」と表示された5、[はい]をクリックしま 
ず。 

コンピュータが再起動します。 

〇再起動後、「システムの復元は正常に完了しました。…」と表示された5、 
[閉じる]をクリックしまず。 

これでシステムの復元は完了です。 

復元ポイントを手動で作成ずる 

復元ポイントを手動で作成するホをは次のとおりです。 

1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一 「システムの復元」を還択しまず。 

Z 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、臨巧]をクリックします。 

3 「システムの復元」画面び表示された S 、 「システムのな霞」をクリックしま 
ず。 

4 「システムのプ□パティ」画面び表示された5、復元ポイントを作るドライ 
ブ（□-カルディスク）にチェックを付けて[作成]をクリックします。 

ち「復元ポイントの作成」と表示された5、説明を入力し、[作成]をクリック 
しまず。 

〇 「復元ポイントは正常に作成されました。」と表示された5、 [0 K ] をクリッ 
クしまず。 

な上で復元ポイントの作成は完了です。 
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第目章こんなとをは 


^ Windows 回復摄境 (Windows R 口を巧う 

本機の HDD 内の「消去禁止領域」には、 「 Windows 回復環境 （Windows RE ) j が 
設をされています。 Windows に不具合が起きると、 HDD 内の Windows RE が自動 
的に起動し、不具合に対する巧化を行うことができます。 

Windows RE の項目 

Windows RE には、次の項目があります。 



■スタートアップ修復 

Windows を起動できない問題を自動的に修正します。 Windows が起動できな 
いときは、まずスタートアップ修復を行ってみてください。 

• システムの復元 

コンピュータのが態をな前のが態（復元ポイントを作成した時点のが態）に 
戻します。 

• Windows Complete PC 復元 

バックアップしてあったデータを巧用してコンピュータ全体を復元します。 
Windows Vista Home Premium ^ Windows Vista Home Basic (こ（立 、 Windows 
Complete PC 復元のためのバックアップ機能はありません。 

• Windows メモリ診断ツール 

メモリにハードウエアエラーが発生しているかどうかを確認します。 

• コマンドプ□ンプト 

コマンドプロンプトウインドウを開きます。 






















トラブル時に役立つ機能 


r システム回復オプション」画面が表示された！5 

Windows に不具合が起きると、 HDD 内の Windows RE が自動的に起動し、「シス 
テム回復オプション」画面が表示されます。 

「システム 回復 オプション」 画面が表示されたら、次の手順で Windows RE の項 
目を表示させ、巧処を行います。 

1 「システム回復オプション」画面げ表示された5、キーボードレイアウトげ 
「日本語」になっていることを®認し、[巧へ]をクリックしまず。 

2 「修復するオペレーティングシステムを選択し…」と表示された5、 
「Microsoft Windows Vista 」 び選択された状態で[次へ]をクリックし 
まず。 

3 Windows RE の項目び表示された5、実行したい項目をクリックしまず。!•ソ 
陶ホ、画面の指示に従って作業を巧ってください。 

HDD 内の Windows RE を手動で起動ずる 

HDD 内の Windows RE は、手動で起動することもできます。 

手動で起動する方法は、次のとおりです。 

1 コンピュータの電源を切り、20砂程放置してか5、電源を入れまず。 

Z 「 EPSON 」 と表示され、 消えた直をに を巧し、そのまま離さずにし 
ば S く巧し続けまず。 

广再つ を押すタイミングがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、再 
起動してからやりなおしてください。 

3 「詳細ブートオプション」画面が表示された5、「コンピュータの修復」を選 
択し、 GTI を巧しまず。 

4 「システム回復オプション」画面げ表示された5、キーボードレイアウトげ 
「日本語」になっていることを巧認し、炊へ]をクリックしまず。 

5 「修復ずるオペレーティングシステムを還択し…」と表示された6、 
「Microsoft Windows Vista 」 び選択されたげ態で[次へ]をクリックし 
まず。 

〇 Windows RE の項目げ表示された5、実巧したい項目をクリックします a ソ 
陶ホ、画面の指示に従って作業を行ってください。 


222 










第日章こんなとをは 


DVD の Windows RE を使用ずる 

Windows RE は本機に添付の 「Windows Vis はリカバリ DVD 」 にも収録されてい 
ます。 HDD 内に設をされている Windows RE を誤って消ちしてしまった場合な 
どに巧用してください。 

DVD に収録されている Windows RE の起動方■法は、次のとおりです。 


1 コンピュータの電源を入れ、 Windows び起動した5 、 「Windows Vista リ 
カバリ DVD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

「自動再生」画面が表示され たら^を クリックし画面を閉じてください。 

2 [スタート]- [►] -「再起動」をクリックして、コンピュータを再起動 
します。 

3 「 EPSON 」 と表示後、黒い画面に ["Press any key to boot from CD or 
DVD 」 と表示された5、どれかキーを巧しまず。 

一定時間内にキーを押さないと、 HDD 内の Windows Vis はが起動してしまい 
まず 。 Windows Vista が起動してしまった場合は、手順2へ戻ります。 

4 「システム回復オプション」画面げ表示された5、キーボードレイアウトび 
「日本語」になっていることを確認し、[巧へ]をクリックしまず。 

5 「修復ずるオペレーティングシステムを還択し…」と表示された5、 
「Microsoft Windows Vista 」 が選択された状態で[次へ]をクリックし 
まず。 

6 Windows RE の項目び表示された6、実行したい項目をクリックしまず。1•ソ 
陶ホ、画面の指示に従って作業を巧ってください。 




I 警告メッセージ/警 告音 

本機は、起動時に自己彭断テストを行い、内部ハードウェアの状態を診断します。起動時にな下の警告 
メッセージが表示されたり、警告を（ビープを）が鳴ったりした場合は、な下のを対処を行ってくださ 
い。処置を行ってもなおらない場合は、『サポート•サービスのご案内』（別刪をご覧になりテクニカ 
ル七ンターまで ご連絡ください。 

警告メッセージ 


メッセージ 

説明と対処ち法 

Reboot and Select proper Boot device or 
Insert Boot Media in selected Boot device 
and press a key 

• ブートデバイスにシステムがない場合は 、 「BIOS Setup ユーティ 
リティ」一 「 Boot 」 メニュー画面一 「Boot Device Priority 」 で、 
システムの入ったデバイスを割り付けてください。 

• ブートデバイスにメディアが挿入されていない場合は、シス 
テムの入ったメディアをブートデバイスに挿入してくださ 
い。 

CMOS Battery Low 

バックアップ用電池の容量が不足して 、 CMOS RAM の内容を 
保持できません。テクニカルセンターまでご連絡ください。 

CMOS Checksum Bad 

CMOS の設定が正しく行われていません 。 BIOS Setup ユー 
ティリティを起動して、 「 Exit 」 メニュー画面一 「Load 

Optimal Defaults 」 を選択してください。 

CMOS Date/Time Not Set 

日付と時間の設定が正しく行われていません 。 BIOS Setup 
ューティリティを起動し、日付と時刻の設定をなおしてから 
「 Exit 」 メニュー画面一 「Save Changes and Exit 」 を選択してく 
ださい。 


警告音（ビープ音) 


警告音の回数 

警告の内容 

説明と対処ち法 

1 

Memory refresh 
timer error 

メモリリフレッシュが正しく行われていません。メモリ交換 
を行った場合は、もう一を取り付けなおしてください。 

3 

Mam memory read / 
write test error 

メモリの読み込み、書き込みが正しく行われていません。メ 
モリ交あを行った場合は、もう一度取り付けなおしてくださ 

い。 

6 

Keyboard controller 
BAT test error 

キーボードが正しく機能していません。テクニカルセンター 
までご連絡ください。 

7 

General exception 

error 

メモリ、キーボードな外のシステムが正しく動作していませ 
ん。テクニカルセンターまでご連絡ください。 

8 

Display memory 

error 

ビデオメモリが正しく動作していません。テクニカル七ン 
ターまでご連絡ください。 
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付録 

本機をご使用になる際に役に立つ情報や、本機の仕様などについて説 
明します。 

r お手入れ」 . 226 

r データのバックアップ」 . 227 

r バックアップ CD の作成」 ............... 228 

r 電子マニュアルのダウン□ー ド」 . 230 

r セキュリティチップ （ TPM ) によるデータの暗号化」 . 231 

「 HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成」 ... 232 

「リチウム電池の交換」 . 240 

r コンピュータを廃棄するときは」 ..... 241 

r 機能仕様一覧」 . 243 














I お手入れ 

►本機のお手入れ 


コンピュータ本体 

コンピュータ 本体の外装の汚れは、柔らかいホに中性洗剤を適度に染み込ませ 
て、軽く巧き取ってください。 


制限 


ベンジン、シンナーなどのを剤を使わないでください。変色や変形の可能性があ 
0ます。 


LCD 画面 


LCD 画面は乾いたホやテイッシュペーパーなどで巧いてください。水や洗剤な 
どは巧わないでください。 



データのバックアップ 


Windows を再インスト ■ —ルすると、 Windows がインスト ' —ルされるドライブ（通 
常 C ドライブ）に保存しているデータはすべて消ちされます。 Windows を再イン 
ストールする前に、必要なデータのバックアップを取っておいてください。 

►バックアップ方法 


自分で作成して保存したフアイルや虹 temet Explorer の「お気に入り」など 、 HDD 
内のデータをバックアップするホをやバックアップしたデータを復元するホ 
法は、本機の「インフォメーションメニュー」にある 「 PC お役立ち情報」で詳 
しく紹介しています。 

「 PC お役立ち情報」か！5見る 

バックアップホ法や復元方法は、次をご覧ください。 

「インフォメーシヨンメニュー」一 「 PC お役立ち情報」一「正しく、を全に 
使おう！」項目の 「 Windows システム」 



<画面の内容は予告なく変更される場合があ0ます> 


見たい情報を 
ク、 J ック 
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I バックアップ CD の作ぶ 


<書さ込み機能のある光ディスクドライブ搭載時> 

HDD の消ち禁止領巧に収録されている本体ドライバやソフトウエアのインス 
トール用データは、 CD メディアにバックアップすることができます。 

HDD が故障したり、誤って消ち禁止領域を削除したりすると、インストール用 
データは消えてしまいます。万一に備え、インストール用データを CD メディア 
にバックアップしておくことをおすすめします。 

►バックアツプ CD の作が方法 


バックアップ CD はリカバリツールを巧用して作成します。 

バックアップ CD の作成方法は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

簾 

リカけ リクール 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示された5、臓巧]をクリックしまず。 

3 「リカバリツール」画面が表示された5、 [ CD 作成]をクリックします。 

4 本体ドライバやソフトウェアの一覽の画面が表示された5、一覧か 5 CD に 
バックアップしたい項目を還択して [ CD 作成]をクリックしまず。 

バックアップするデータが一時的に HDD にコピーされます。選択した項目に 
よっては、手順5の画面が表示されるまでに数分かかります。 



くイメージ> 

項目名の前に「本」のっいたソフトウェアは、すべて本体ドライバの CD 内 
に収録されます。個々に CD を作成する必要はありません。それが外の項目 
は、1項目にっき CD メディアが1枚必要です。 

5 画面び表示された5、1•ソ降は画面の指示に従って CD に書き込みを行ってく 
ださい。 



























付録 


►バックアップ CD か6インストールを巧うには 


作成したバックアップ CD から本体ドライバやソフトウェアをインストールす 
る方法は次のとおりです。 

ここでは、本体ドライバのバックアップ CD からインストールする手順を例に説 
明します。 

1 作成した本体ドライバのバックアップ CD を光ディスクドライブにセットし 
まず。 

2 「自動再生」画面び表示された5、 nnstall . exe の実行」をクリックしまず。 

クリックする記載内容は、 「 Se 扣 p . exe の実行」など、作成したバックアップ 
CD によって異なります。 

「自動再生」画面が表示されない場合は、[スタート]-「コンピュータ J _ 
「邸 SON _ CDj をダブルクリックします。 

3 「ユーザーアカウント制御」画面げ表示された5、[許印をクリックしまず。 

ソフトウェアによっては、[続行]をクリックします。 

4 「ドライバ•ソフトウェアのインス!ル」画面び表示された5、「インス 
I '―ル」をクリックしまず。 

本体ドライバな外のソフトウェアをイ ンス トールする場合は、ソフトウェア 
ををクリックします。 

ここで表示される画面は、作成したバックアップ CD によって異なります。 

な降の手順は、 とち 3 p . l 79 「ソフトウェアの再インストールを行う」のそれぞ 
れの項目をご覧ください。 
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I 電子マニュアルのダウン n—jf 


当社のユーザーサポートページからは、お使いのコンピュータや周辺機器の電 
子マニュアル （PDF - HTML など）をダウンロードすることができます。 

紙 マニュアルを なくしてしまった場合や、 「マニュアルびゆ 一 わ」のデータを 
削除してしまった場合などにご利用ください。 

電子マニュアルのダウンロー ドは、次の場所から行います。 

「インフオメーシヨンメニユー」 一 「ユーザーサポートぺージ （web) 」 一 
「ダウン□ードしたい」一「マニュアル」 


製造番号を 
入力して検索 


み- エプソイレ。トユ ー ヴー卜： 7^ア シロード- Windows Internet Eiq^orer - ^5^ 1^3 

み 〇•戶 http:.'supportl.epsondirect.cojp-mdl mdex.a 巧 イ X ! I Live サ — ク 'l| 



ぺージ aw 志 古のま レた >イ>々ーネツト|保»モード；巧巧 tsiDo% ， 

<画面の内容は予告なく変更される場合がありまず> 


Jflk 

制限 


ユーザーサポートページか5ダウン□ー ドした電子マニュアルは、「マニュアル 
びゆ一ね」で見ることはできません。マニュアルごとにファイルを開いてご K く 
ださい。 


►ダウン□ー ドでをるそのほかのデータ 


「ューザーサポートページ （ web )」一 「ダウンロードしたい」からは、次のデー 
夕もダウンロードすることができます。必要に応じてご利用ください。ダウン 
ロー ドできるデータはお使いの機種により異なりまず。 

• 最新の日I日 S 
• ドライバ 
• ユー テイ IJ テイ 
• お問い合わせ情報 
•壁紙 
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職-テタィの端 TPM) 


本機では、セキュリティチップ （ TPM ) のセキュリティ機能を巧用することに 
より、本機に保存されているデータや電子メールに巧し、高度な暗を化をする 
ことができます。 

セキュリティ機能を使用する隐は、内容を十分に理解し、おを様の責任におい 
て暗号化を行ってください。 

セキュリティ機能の使用ちをは、『セキュリティ機能 （ TPM ) 設定ガイド』（別 
冊）をご覧ください。 


制限 


セキュリティ機能を使い始めるまでの準備 

セキュリティ機能を{ま用するための準備の前に、必ず、『セキュリティ機能 
( TPM ) 設をガィド』をご覧ください。 

七キュリティ機能を巧用するには、 BIOS の設定を変更後、「セキュリティチッ 
プューティリティ」のインストールが必要です。 

• BIOS の設定 

セキュリティ機能を使用するには、次の項目の設ををを更します。 

「 Security 」 メニュー画面 - 「TPM Security 」 


セキュリティ機能を使用するには、いくつかのパスワードの設定を行ってくださ 
い。パスワードを忘れると、それまでに日音号化したデータの復元がでをなくな0 
ます。 


セキュリティ機能 

TPM Security 

使用しない場合 

Disabled (無効） 

使用する場合 

Enabled (有劾） 


購入時は、 「 Disable 山に設定されています。 

とす >160 「BIOS Se 扣 P ューティリティの 操作」 

• セキュリティチップユーティリティのインス I ''ール 

購入時、本機に七キュリティチップの設定を行うための「七キュリティチッ 
プューティリティ」はインストールされていません。セキュリティ機能を使 
用するには、セキュリティチップューティリティのインストールを行いま 
す。 

インストールホ法は、『セキュリティ機能 （ TPM ) 設定ガイド』をご覧くだ 
さい。 


231 




















HDD 綱 IK ドライブ)の分割•変更•作が 


ここでは、 HDD 領域（ドライブ）を分割•を更して使用するホをについて説明 
します。 


► HDD 領域を分割して使用ずる（概要) 


HDD 領域（ドライブ）の分割 

HDD 領城は、いくつかに分割して、それぞれ別々のドライブとして使用するこ 
とができます。 

HDD を分割した1つ1つを 「 HDD 領域」またはレくーテ イシヨン」 とも言います。 
また、 Windows で使える HDD 領城が、「ドライブ」になります。 


く1台の HDD を分割する> 

例：1つの HDD 領域 （ C ドライブ）を、2つの HDD 領域 （ C ドライブと D ドライ 
ブ）に分割します。 


消去禁止領域 

C ドライブ 



消去禁止領域 

C ドライブ 

□ドライブ 




消去禁止領域 


「消去禁止領域」には、本体ドライバやソフトウ卫アなどを再インストールす 
るためのデータや、 「 Windows 回復環境 （ Windows 民 E )」 が設定されています。 
この領域を削除すると再インストールができなくなります。絶対に削除しない 
でください。 


HDD 領域（ドライブ）のサイズの変更 

すでに分割されている HDD 領域のサイズ（容量）を変更することもできます。 


<ドライブのサイズを変更する> 

例： C ドライブのサイズを大きくします。 


消去禁止領域 

C ドライブ 

□ドライブ 



消去禁止領域 

C ドライブ 

□ドライブ 
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の場合は、 C ドライブと D ドライブを削除して、分割しなおす必要があります。 












































付録 


► c ドライブを分割•'変更ずる 


C ドライブ分割のメリットとデメリット 

C ドライブを分割すると、次のようなメリット•デメリットがあります。 

C ドライブを分割する場合は、これらをよく a 解した上で行ってください。 


• メリット 

HDD 領域を分割してデータの保存先を分けておくことで、リカバリ時に最小 
限の作業で元の環境に復帰することができます。 


く HDD 領域が1つの場合> 
Windows 

データ類 


\\ I // 



♦ 

V \ 

♦ 

乃へ 

C ドライブ 

C ドライブ 

C ドライブ 

リカバリ前 


フォーマツ ト後 


リカパ U 後 


リカバリ （ Windows の再インストール）を行うと、 C ドライブのデータはす 
ベて消まされます。 


< HDD 領域を分割した場合> 



\\ I // 



フォーマット後 


IJ カバ IJ 後 


たとえば、 Windows やソフトウェアは C ドライブに、作成したデータなどは 
D ドライブに保存しておきます。 

この状態でリカバリ （ Windows の再インストール）を行うと、消まされるの 
は C ドライブのみとなるため、 D ドライブのデータは、リカバリ後、すぐに 
そのまま巧用することができます。 


制限 


HDD 領域を分割した HDD のリカバリをする場合は、万一に備えて C ドライブ 
切外のドライブの重要なデータをバックアップしてください。 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 


• デメリット 

• 〔ドライブ （ Windows の入つているドライブ）の分割を行うには、リカバ 
リ （ Windows の再インスト ■ —ル）が必要です。 

- HDD 領域を変更すると、変更したドライブ内のデータはすべて消去され 
ます。 

- HDD 領域を分割して巧用すると、それぞれ分けられた領巧の最大容量ま 
でしか使用できないため、それぞれの領域により、容量が制限されます。 

C ドライブの分割-変更の 流れ 

C ドライブの分割.変更は、リカノくリ （ Windows の再インスト ■ —ル）中に行いま 
す。サイズ傕動を変更するには、まず変更するドライブを削除してからサ 
イズを指をして再作成します。 

C ドライブな外のドライブの変更ち法は、. ごす = p .236 「C ドライブな外のドライ 
ブを作成-変更する」をご覧ください。 


flk 

制限 


ドライブを分割-変更すると、分割-変更したドライブ内のデータはすべて消去 
されます。 


C ドライブの分割-変更の流れは次のとおりです。 


Windows インス I ル中に、 C ドライブを削除して 
「未割り当て」にする 



必要に応じて C ドライブじ I かのドライブを削除ずる 

C ドライブのを量を増やしたい場合は、ほかのドライブを削除して 
「未割り当て」を増やします。 



r 未割り当て」に新しい容量を指定して、 C ドライブを作成する 



Windows のインス トー ルを完了させる 



r ディスクの管理」で r 未割り当て」にドライブを作成ずる 

C ドライブ作成後に残っている「ホ割り当て」をドライブにします。 
とす^ P .236 「 C ドライブな外のドライブを作成-変更する」 
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付録 


c ドライブを分割•変更ずる 

C ドライブの分割*変更をする場合は、 Windows の再インストールが必要です。 

「Windows Vista のインストール」の手順9を次の手順に読み替えて、 
Windows のインストールを行ってください。 

く P .1 83 「Windows Vista のインストール」の手順日の読み替え> 

1「ドライブオプション（詳細)」をクリックしまず。 

2 「ディスク0/ティション2」にドライブ）び還択された状態で r 削除」を 
クリックしまず。 

3 「このパーティションを削除ずると…」と表示された5、 [0K] をクリック 
します。 

削除したパーティション （ C ドライブ）が「未割り当て領域」となります。 

4 巧のとおり作業を続けまず。 

< c ドライブを分割したい場合> 

( 1 ) 「ディスク0未割り当て領域」を選択し、「新規」をク U ックします。 

手順5に進みます。 

く C ドライブの容量を増やしたい場合> 

(1) そのほかのパーティションも C ドライブと同様に削除し、「ディスク0未割り 
当て領域」を増やします。 

(2) 「ディスク0未割り当て領域」を選択し、「新規」をクリックします。 

手順5に進みます。 

5 C ドライブのサイズを巧めまず。サイズを入力し、「適用」をクリックします。 

C ドライブには、最低でも 40 GB (40000 MB ) を割り当てることをおすすめし 
ます。 

〇 「ディスク0パーティション2」 （C ドライブ）び選択された状態で、[巧へ] 
をクリックしまず。 

Windows Vista のインスト ■ —ルが開始されます。システム構成にもよります 
が、インストールは20分〜40分かかります。 

続いて Z ：；^ p . l 83 「Windows Vis はのインストール] 手順 10 に進みます。 

手順10の画面が表示されるまでキーボードやタッチパッドは操作しないで 
ください。 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 


► C ドライブなかのドライブを作ぶ-'変更ずる 


ここでは、 C ドライブな外のドライブ （ D ドライブなど）を作成-変更するち法 
について説明します。 

かのような場合にご覧ください。 

• C ドライブながのドライブのサイズを変更する場合 

• Windows の再インス I '―ル中に C ドライブを分割して作成された r 未割り当て」 
をドライブにして使用する場合 


C ドライブ （ Windows の入っているドライブ）の分割•変更を行う場合は、 
とち =>233 「 C ドライブを分割.変更する」をご覧ください。 

ドライブ作成-変更の流れ 

ドライブの作成.変更は、 Windows の「ディスクの管巧」で行います。 

ドライブの作成の流れは次のとおりです。 


サイズ変更するドライブを削除（サイズ変更の場合のみ) 

削除された領域が「未割り当て」になります。 

と安 3 P .239 「 C ドライブな外のドライブを削除する」 



「未割り当て」にパーテイシヨンを作成ずる 

YW P -237「 HDD 領域 レくー テ イシ ヨン）の作成手順 J 



フオーマツ トび自動で行われる 



新しいドライブとして Windows に認識される 


HDD 内の「ホ割り当て」にパーティションを作成すると、パーティションは、 
Windows 上でドライブ （ D や E など）として利用できるようになります。 

ドライブの作成方法は り/^ P .237「 HDD 領域レくーティション）の作成手順」 
をご覧ください。 

ドライブの削除方法は、 ご 歹=口.239 「 C ドライブな外のドライブを削除する」を 
ご覧ください。 
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付録 



パーティシヨンとは 

Windows の「ディスクの管理」では、 HDD 領域のことを「パーティション」と 
言います。パーティションには、「プライマリパーティション」と「拡張パー 
ティション」があります。 

. 1つの HDD に作成できるパーティションは最大で4つです。消去禁止領域も 
パーティシヨンの1つです。 

• パーティションを作成すると、自動的に3つ目まではプライマリパーティショ 
ンとなり、4つ目は拡張パーティションとなります。 

. あ張パーティションには、論理ドライブをいくつも作成できます。 


<パーテイシヨンの組み合わせの例> 



C 

D 

拡張パーティション 

E 

F 

G 


1 1 1 1 

1 

1 



消去禁止領域 プライマリパーティション 論理ドライブ 


HDD 領域（パーテイシヨン）の作成手順 

HDD 領域レ、°ーテイシヨン）を作成する手順は、次のとおりです。 


1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」 一 「管 
理ツール」一「コンピュータの管理」をダブルクリックしまず。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面げ表示された6、臓巧]をクリックしまず。 


3 「コンピュータの管理」画面が表示された5、画面左の「ディスクの管理」 
をクリックしまず。 

HDD 領域のが態が表示されます。 



H □□領域 
の状態 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 


4 パーテイシヨンを作成したい r ホ割り当て」の領域をちクリックして、表示 
された メニ ユーか5 r 新しいシンプルボリユーム」をクリックします。 

5 「新しいシンプルボリユームウイザード」画面び表示された5、[巧へ]をク 
リックします。 

6 「ボリユームサイズの指定」と表示された5、サイズを指定して、[次へ]を 
クリックしまず。 

7 「ドライブで字またはパスの割り当て」と表示された5、ドライブで字を還 
択して[次へ]をクリックしまず。 

8 「パーテイシヨンのフォーマット」と表示された5、[巧へ]をクリックしま 
ず。 

9 「新しいシンプルボリユームウイザードの完了」と表示されまず。[完了]を 
クリックします。 

フォーマットが開始します。フォーマットが完了したら、 HDD 領域（パー 
テイシヨン）の作成は完了です。 
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付録 


► c ドライブなかのドライブを削除ずる 


C ドライブな外のドライブ （ D ドライブなど）のサイズをを更するには、変更す 
るドライブを削除してから、作成しなおします。 

ドライブを削除すると、ドライブ内のすべてのデータは削除されます。ドライ 
ブ内の重要なデータは、 C ドライブや CD-R メディアなどにあらかじめバック 
アップを行ってください。 

ドライブを削除する手順は、次のとおりです。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」 一 「管 
理ツール」一「コンピユータの管理」をダブルクリックしまず。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、臓巧]をクリックしまず。 

3 「コンピュータの管理」画面が表示された5、画面左下の「ディスクの管理」 
をクリックしまず。 

HDD 領域のが態が表示されます。 



<イメージ> 

4 削除したいドライブ（パーティシヨン）の領域をちクリックして、表示され 
たメニユーか S 「ボリユームの削除」をクリックしまず。 

5 「•- •続巧しますか？」と表示された5 [はい]をクリックしまず。 

パーティションを削除すると、「ホ割り当て」になります。「未割り当て」を 
パーティションとして{ま用したい場合は、パーティションの作成を行いま 
す。 

とす= P .237「 HDD 領域（パーティション）の作成手順 J 
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u チウム電池の交換 


BIOS S 幻叩ユーティリティで設定した情報は、本機内部のリチウム電池によっ 
て保持されています。 

リチウム電池は消耗品です。コンピュータの巧用状況によって異なりますが、 
AC アダプタやバッテリからの電源供給が全くない場合、本機のリチウム電池の 
寿命は約5年です。 

日付や時間が異常になったり設定した値が変わってしまうことが頻発するよ 
うな場合には、リチウム電池の寿命が考えられます。『サポート•サービスの 
ご案内』（別冊）をご覧になり、カスタマーサービスセンターまでご連絡くだ 
さい。 


I コンピュータを廃棄するとをは 


本機を廃棄するときは『サポート.サービスのご案内』巧り冊）の「コンピュー 
夕の廃棄.譲渡について」をご覧ください。 


► HDD のデータを 消去ずる 


本機を廃棄する前に HDD のデータを消ちしてください。 

リカバリツール CD に収録されている「システム診断ツール」では、 HDD 内の 
データを 十べて 消ちすることができます。 

消去を開始すると、 HDD のデータはもとには房りません。必要におじてデータ 

をバックアップして七ださレ V 


が限 


データ消去の結果について、当社および開発元の Ultra - X 社は責任を負いませ 
ん。 HDD のデータ消去■廃棄は、お客様の責任において行ってください。 


データの消去 

HDD 内のデータを消去する手順は、次のとおりです。 

1 本機の電源を入れ、リカバリツール CD を光ディスクドライブにセットしま 
ず。 

「自動再生」画面が表示された場合は、 @ をクリックして画面を閉じてく 
ださい。 

ム [スタート] -[►]- [再起動]をクリックして、本機を再起動しまず。 

3 黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、消えたを 、 「Kernel Loading - -- 
Press any key to run PC TEST 」 と表示された6、どれかキーを押しま 
ず。 

システム 診断 ツールが 起動し、自動的に診断が開始します。 

4 臣^を巧して診断を中止したを、どれかキーを巧しまず。 

5 還択項目画面び表示された5、で 「HD Erase 」 を還巧してにのを巧 
しまず。 

6 選択項目画面び表示された5、 m で 「Full Erase 」 を還択して厂; n を 
巧しまず。 

i 選択項目画面が表示された5 、 「No Verify 」 を選択してを巧します。 

「!! WARNING !!」 画面が表示されます。 

消去が開始されると、途中で止めることはできません。消まを中止する場合 
は、 fi 品！を押すと、「システム彰断 ツール」 画面に戻ります。 































コンピュータを廃棄するとをは 


8 キーボードで 「 Yes 」 と入力しまず。 

消去が始まります。 

消ちには、しばらく時間がかかります。かかる時間は HDD の容量によって異 
なります （40 GB の HDD の場合で的30分)。 

9 「Erase of HDO : Passed Press any key to continue 」 と表示された 
5、リカバリツール CD を光ディスクドライブか 5 取り出して、コンピユー 
夕の電源を切ります。 

これでデータの消去は完了です。 
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機能仕様—覧 


CPU 

インテル Core 2 Duo プロセッサ 、 Core Duo プロセッサ 、 Core Solo プロセッサ、 
Celeron M プロセッサ 

BIOS 

AMI BIOS 

チップセット 

ATI Radeon ® Xpress 1100 (民 C 415 ME + SB 600) 

セキュリ 

テイチップ 

対応規格 

TPM し 2 

コントローラ 

Infineon SLB 9635 TT 12 

モリ 

メインモリ 

PC 2-4200 SODIMM (DD 民 2-533 SDRAM ) を使用して最大 2048 MB まで搭 
載可能 

ビデホメモリ 

メインメモリ 512 MB 搭載時：メインメモリより最大 128 MB を使用 
メインメモリ 1 GB 搭載時：メインメモリより最大 319 MB を使用 
メインメモリ 2 GB 搭載時：メインメモリより最大 831 MB を使用 

ビデオ 

コントローラ 

チップセット内蔵 

画面表示 

液晶タイプ 

15.4 型 WXGA カラー液晶 1280 X 800 ピクセル True Color (32 ビット） 

15.4 型 WXGA 十カラー液晶1440 X 900ピクセル True Color (32 ビット） * l 

外部ディスプレイ接続 

1600 X 1200ピクセル 、 True Color (32 ビット） 

サウンドコントローラ 

ハイ.デフィニション.ホーディオ対応民 ealtek 製 

キーボード 

日本語対•応87キー （ Windows キー付き）、インスタントキー2個 

ポインティングデバイス 

タッチパッド 

記憶装置 

HDD 

1台内蔵 （2 .迎 S - ATAHDD ) 

光ディスクドライブ 

1台内蔵（種類は購入時の選択による） 

インタ 

フェース 

USB 

4 ( USB 2.0 沛忘） 

IEEE 13 94 

1 (4 ピン） 

LAN 

1(民 J -45 lOOBase - TX / lOBase - T 自動認識） 

サウンド 

ステレオスピーカ、マイク入カコネクタ X しヘッドフオン出カコネクタ X し 
モノラルマイク内蔵 

VGA 

1(アナログ民 GB ミニ D-SUB 15ピン） 

PC カードスロット 

1 Typell PC Card Standard 準拠 （CardBus 対応） 

メモリカードスロット 

1^ モリースティック （ Pro 巧応)、マルチ7^ディアカード、 SD メモリーカード対応 

カレンダ時計 

内蔵（内蔵電池によりバックアップ） 

電源 

AC アダプタ 

入力 AC 100 V 〜 240 V ±10 o / o *2、1.5 A (50/60 Hz ) 、出力 19 V 、3.42 A 、 

65 W 重量約 32 Og (含電源コード） 

リチウムイホン 
/くッテリノ'^ック 

容量4400 mAh Li - ion 11. IV 動作時間酌 2.9 時間 （Core 2 Duo 搭載時)、約 3.3 時 
間 （Core Duo 搭載時)、酌 3.5 時間 （Core Solo 搭載時)、約 2.8 時間 （Celeron M 搭 
載時） JEITA * 3 測定方法 Verl.O 

温湿度条件 

温度：10〜35で湿を： 20-80% (ただし、結露しないこと） 

外形寸法 

本体：糸勺365 (幅） X 264 (奥行） X 41 (高さ ） mm (突起部を除く） 

質量 

本体：約 2.7 kg 

消費電力 

76.5 W 撮大）/ 1.7 W (スリープ状態） /1.3 W (電源オフ時） 


*1 グラフィックアク七ラレータのディザリング機能により実現しています。 

=■=2標準添付されている電源コードは4(：100乂用（日本仕様）です。本製品は国内専巧ですので海外でお使いの場 
合は保証巧象外となります。 

システム 構成や使用環境により異なります。 



機能仕様一覧 


無線 LAN * 1(オプション) 


無線 LA が1 

準拠規格 

A 民旧 STD -66 (小電カデータ通信システム規格） 

2.4 GHz 無線 LAN 標準プロトコル 


データ転送速を 

802.1 lb : 11 Mbps 


(規格値）* 2 

802.1 Ig : 54 Mbps 


伝送方式 

OFDM 方式 （ IEEE 802.11 g ) 

DS - SS 方式 （ IEEE 802.11 b ) 


伝送距離 

11 Mbps : 40 m ( IEEE 802.11 b ) 


(理論値） 

54 Mbps : 25 m ( IEEE 802.11 g ) 

屋内におけるアクセスポイント との 通信時*3 


セキュリティ 

128/64 bit WEP 、 WPA 、 WPA 2 対応 


使用無線 

IEEE 802.1 lb :1〜14浊 


チヤンネル 

IEEE 802.1 Ig :1 〜 13 ch 


*1 本製品には電波法の規定により工事設計認証を取得した無線設備を内蔵しています。 

認証製品名： AR 5 BXB 63 

認証番号： 003 NY 06131 0000, 003 GZ 06( B 6 0000 

無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すものではありません。 

実際の通信距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、ソフトウてア、 OS などの使用条件に 
よって短くなります。 
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数字 

1つのディスプレイモード . 105 

A 

AC アダプタ 

接続する . 37 

使5 . 58 

AC アダプタコネクタ . 32 

Adobe Reader . 27 

インストール . 188 

AP (無線 LAN アク七スポイント） . 117 

己 

BIOS . 157 

BIOS SeUip ユーテイリテイ . 159 

Password の設疋 . 164 

起動 . 159 

起動 ( Boot ) デバイスの順番を'塞更する ...... 168 

終了 . 163 

設定項目 . 170 

設を値 . 175 

設を値を元に戻す . 163 

操作 . 160 

C 

Caps Lock ランフ . 30 

CD メディア 

読み这み•再生 . 82 

COA ラベル . 25 

C ドライブ . 75 

分割•変更する . 233 

C ドライブな外のドライブ 

削除する . 239 

作成•変更する . 236 


D 

DVD VIDEO 再生ソフト . 82 

DVD メディア 

読み込み•再生 . 82 

F 

Fn キー . 69,72 

G 

goo ステイツク . 27,132 

インストール . 191 

H 

HDD アク七ス制限 . 165 

HDD 設定を更サービス . 75 

HDD のデータ消去 . 241 

HDD 領域 

分割•変更•作成 . 232 

HDD レ、ードデイスクドライブ） 

巧う . 75 

福合 . 207 

I 

圧 EE 1394 コネクタ . 32,145,156 

InCD . 85 

Internet txolorer . 130 

情報バー . 132 

追加機能 . 132 

J 

Java 2 Runtime environment . zo 

JWord .132 

JWord Plugin .26 

インストール .191 
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LAN ケーブル .115 

LAN コネクタ .32,156 

接続 . 36 

LCDBE . 29 

お手入れ . 226 

LCD ュニット . 29,97 

不具合 . 213 

LCD ラッチ . 29 

M 

MAC アドレスフイ/レタリング . 120 

MS-IME . 70 

N 

Nero 7 Essentials . 27 

インストール . 190 

使い方 . 84 

Norton Internet Security 90 日版 . 27, 44,135 

ファイアウオール機能 . 136 

NumLock ランプ . 30,71 

P 

Password の設を . 172 

PC お役立ち情報 . 46 

PC * — K . 88 

スロット . 156 

不具合 . 210 

PC 力ードイジェクトボタン . 32 

PC 力ードスロット . 32 

S 

S-ATA (Serial ATA ). 75 

SODIMM (メモリ） . 149 

不具合 . 206 

SSID . 120 


Supervisor Password (管理者パスワード） . 164 

下 

TPM (七キュリテイチップ） . 231 

不具合 . 204 

U 

USB . 86 

USB 2.0 コネクタ . 32,156 

USB 機器 . 86 

接続と取り外し . 86 

使う . 86 

USB マウス . 68 

User Password (ユーザーパスワード） . 164 

V 

VGA コネクタ . 32,156 

W 

Wakeup On LAN . 116 

WEP キー .120 

Windows Defender .137 

Windows Media Player .113 

Windows RE . 76,221 

Windows Update .133 

Windows Vista 

インストール . 182, 183 

セットアップ . 39,42 

Windows Vista リカノく U DVD . 179 

Windows 回桓敲拓 . 47, 76, 221 

Windows の修復 . 47 

Windows メ ー/レ . 130 

初期設定 . 131 

WinDVD . 27,82 

インストール . 190 

WPA / WPA 2. 120 
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アイコン . 20 

アクセスランプ . 31 

アップダレードサービス . 148 

アルファベットの入力 . 71 

暗号化 . 120 

い 

インスタントキー . 30,74 

インスタントキードライバ . 26 

インスタントキーユーテイリテイ . 26 

インストール 

Adobe Reader . 188 

goo スティック . 191 

JWord Plugin .191 

Nero 7 Essentials .190 

Windows Vista .1 82, 183 

WinDVD .190 

セキュリティソフトウェア . 44,189 

七キュ y ティチップューティリティ.…191，231 

本体ドライバ . 186 

マニュアルび吵一わ . 189 

リカバリツール . 186 

インストール時の不具合 . 217 

インターネット 

接続 . 128 

不具合 . 217 

インターネットエクスプローラ ( InternetExplorer ) ... 130 

インフオ メー シヨン メニュー . 26,45 

ラ 

ウイルス対策機能 . 135 

え 

液晶ディスプレイ . 97 


ぉ 

オーディオ機器の接続 . 1口 

も-手入れ . 226 

お問レ、合わせ情報シール . 25 

オペレーテイングシステム （ OS ). 19 

音量の調節 . 111 

か 

解像度のを更 . 103 

書き込み 

光ディスクメディア . 83 

お張デスクトップモード . 105 

を部の名称と働き . 29 

カスタマイズ . 22 

カテゴリの表示 . 48 

かな入力 . 70 

画面サイズ切り替えキー . 30,100 

画面サイズの切り替え . 100 

画面ま示 . 97 

管巧者 . 50 

管理をパスワード . 164 

管理を ( Administrator ). 181 

を 

キーボード . 31,69 

福合 . 211 

記憶装置 

福合 . 207 

起動時の不具合 . 1% 

起動順位のを更 . 168 

機能キー . 69 

機能仕様一覧 . 243 

休止状態 . 141 

強制取り出し 

光ディスクメディア . 81 

記録メディア . 9 
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クラシック表示 . 48 

クリックボタン . 31 

クローンモード . 105 

け 

警告音 . 224 

譬告メッセージ . 224 

検索 

JWord . 132 

コピーコントロール CD . 77 

コントロールパネルの表示 . 48 

コンピュータウイルス . 130,135 

コンピュータの廃棄 . 241 

コンピュータ本体の不具合 . 203 

起動時 . 196 

さ 

再インストール . 178 

必要なメディア . 179 

再起動 . 54 

再生 

音声 . 113 

サウンド 

不具合 . 214 

サウンド機能 . 111 

サウンドドライバ . 26 

サウンドユーテイリテイ . 114 

サポート情報檢索 . 47 

サポート•サービスのご案内 . 25 

し 

システム彰断ツール . 27 

HDD のデータ消去 . 241 


システム診断の実行 . 218 

システムのが:張 . 147 

システムのお元 . 219 

シャットクワン . 51 

終了 . 52 

電源を切る . 53 

tt 様 . 243 

消去禁止領域 . 76,232 

省電力機能 . 48,139 

不具合 . 203 

省'電力が態 

移行しない設を . 142 

移行方を . 142 

復帰方を . 144 

情報バー . 132 

使用•保管時の注意 . 8 

初巧設をツール . 44 

す 

数値キー . 69 

数値の入力 . 71 

スクロール . 67 

スタートボタン . 20 

スタートメニュー . 20 

ステータス表示ランプ . 30 

ステレオスピーカ . 33 

スピードステップ機能 . 145 

スリープ状態 . 51，141 

せ 

制御キ'~ . 69 

セーフモード . 103,219 

セキュリティ機能 . 231 

セキュリティソフトウエア . 135 

インストール . 44,189 

セキュリティチップユーテイリテイ . 27 
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インストール . 191,231 

設定 . 183 

セキュリティチップ ( TPM ) . 231 

不具合 . 204 

七キユリテイロックスロット . 32,146 

接続と取り外し 

USB 機器 . 86 

設を値を元に戻す . 163 

セットアップ 

Windows . 39 

Windows Vista . 42 

セットアップ完了後の作業 . 44 

七ットと取り外し 

PC カード . 89 

メモリカード . 94 

そ 

外付けディスプレイ . 104 

解像度と表示色 . 110 

キーボードで操作する場合 . 106 

接続 . 104 

. 104 

ユーティリティから操作す る場合 ……107 

ソフトウエア 

強制終了 . 55 

不具合 . 214 

た 

タスクバー . 20 

タッチパッド . 31,66 

不具合 . 2 口 

タツチノくツドドライノく . 26 

弓づ . 20 

ダブルクリック . 67 


ち 

直接入カモード . 70 

ご 

通知領域 . 20 

通風孔 . 32 

て 

ディスクの管理 . 192 

ディスプレイ ( LCD ). 97 

福合 . 213 

データの暗号化 . 231 

テスクトップ画面 . 20 

電源スイッチ . 30 

電源設を . 139 

電源の入れ方 . 41 

電源プラン . 139 

電源ランプ . 31 

電源を切る . 52 

強制終了 . 55 

シャットダウン . 53 

添付されているソフトウエア . 26 

と 

ドラッグアンドドロップ . 67 

トラブルが解かしなかったら . 47 

「取り外し」アイコン . 87,90,95 

な 

内蔵ステレオスピーカ . 33,111 

内蔵スピーカ 

福合 . 214 

内蔵マイク . 29,112 
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日本語入カシステム . 70 

日本語入カモード . 70 

入力装置 

不具合 . 211 

ね 

ネットワーク 

不具合 . 217 

ネットワークドライノく . 26 

ネットワーク（有線 LAN ). 115 

の 

ノーマル表示 . 101 

は 

パーティション . 237 

ハードディスク ドライブ ( HDD ) . 76 

不具合 . 207 

領域の分割•を更•作成 . 232 

廃棄 （コンピュータ） . 241 


装着する . 35 

@9 . 58 

不具合 . 204 

ハングアップ . 55 

ひ 

光ディスクドライブ . 29 

アクセスランプ . 29 

イシェクトホール . 29 

イジェクトボタン . 29 

5 . 77 

不具合 . 208 

光ディスクメディア 

書き込み . 83 

読み这み•再生 . 82 

ビデオドライバ . 26 

ビデオプロジェクタ . 104 

表示色のを更 . 103 

表示装置 

不具合 . 213 

標準 ユーザー . 50 


パスワード . 164 

パスワードの 設を . 166 

バックアップ . 183,227 

バックァップ CD 

イ ンストール . 229 

作成 . 228 

ノ< ッ クライト . 98 

バッテリ残量低下 

通知 . 61 

バッテリ充電ランプ . 31 

バッテリ低下 

設定 . 62 

ノ く' ゾテ y ノくブタ . 33 

交換 . 63 


ふ 

ファイアウオール . 136 

ファイル 削除 

リカバリツール . 188 

フィ ッ シング 詐欺検出機能 . 138 

フィ ッ シング 対策機能 . 135 

フォルダメニ ュ '~ . 49 

復元ポイントを手動で作成する . 220 

プロファイル . 126 

へ 

へッドフォン出カコネクタ . 32,112,156 


250 



















































索引 


ほ 

ボタン . 20 

本機の終了方法 . 51 

本体ドライバのインストール . 186 

ま 

マイク入カコネクタ . 32,112,156 

マウスの接続 . 68 

マニュアルダウンロード . 230 

マニュアルびゆ一わ . 27,46 

インストール . 189 

む 

無線 LAN. 117 

無線 LAN アク七スポイント . 117 

無線 LAN キー . 30 

無線 LAN 状態ランプ . 31,122 

無線 LAN ドライバ . 26 

め 

メディァの強制取り出し . 81 

メモリカード . 93 

不具合 . 211 

メモリカードスロット . 32,156 

メモリカードドライバ . 26 

メモリ (SODIMM). 149 

不具合 . 206 


ち 

文字キー . 故 

文字を入力するには . 70 
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ユーザーアカウント . 49 

ユーザーアカウント制御画面 . 50 

ユーザ'—サポートぺージ . 47 

ユーザーパスワード . 164 
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ライセンス詔'証 . 43 

ライテインダソフト . 83 
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リカバリ . 178 

リカバリ DVD. 26,179 

リカバリツール . 26 

インストール . 186 

バックアップ CD の作成 . 228 

ファイル削除 . 188 

リカバリツール CD. 26,179 

リセットホール . 33,56 

リチウム電池の交換 . 240 

リモートブート . 116 

領域の作成 . 192 
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ローマ字入力 . 70 
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ワイド表示 . 101 
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Memo 



使用限定について 

本製品は、 OA 機器として使用されることを目的に開発-製造されたものです。 

本製品を航空機-列車-船が-自動車などの運行に直接関わる装置-防災防犯装置-各種を全装置など 
機能-精度などにおいて高い信頼性-安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらの シス テ 
ム全体の信頼性および安全性維持のために フェールセーフ 設計や冗長設計の措置を講じるなど、 シス テ 
ム全体のま全設計にご配慮頂いた上で本製品をご使用ください。 

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命維持に関わる医療機器、24時間稼動 
システム などの極めて高レ、信頼性-ま全性が必要とされる用途への巧用を意図しておりませんので、こ 
れらの用途にはごイま用にならないでください。 

本製品を曰本国がへ持ち出す場合のごを意 

本製品は日本国内でご使用いただくことを前提に製造•販売しております。したがって、本製品の修 
a • 保守サービスおよび不具合などの巧応は、日本国外ではお受けできません ので ご了承ください。ま 
た、日本国外ではその国の法律または規制により、本製品を巧用できないこともあります。このような 
国では、本製品を運用した結果罰せられることがありますが、当をといたしましては一切責任を負いか 
ねます ので ご了承ください。 


電波障害について 

この装置は、情報処理装置等電波障書自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置 
です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン 
受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取な説明書に従って正しい取 
り扱いをしてください。 

瞬時電圧お下について 

本製品は、落雷等による電源の瞬時電圧ほ下に巧し不都合を生じることがあります。 

電源の瞬時電圧低下巧策としては、交流無停電電源装置等を巧用されることをおすすめします。（社団 
法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下が策規格に基づく表示） 

有寿命部品について 

当社のコンピュータには、有寿命部品（液晶ディスプレイ、ハードディスク、冷却用ファンなど）が含 
まれています。 

有寿命部品の交換時 M の目まは、使用煩まや条件によりおなりますが、本製品を通常使用した場合、1 
日約8時間、1ヶ月で25日間のご{ま用で約5年です。上記目安はあくまで目安であって、故障しないこと 
や無料修 a をおあまするものではありません。なお、長時間連続使用など、ご巧用状態によっては早期 
にあるいは製品の保証期間内であっても、部品交換（有料）がお要となります。 

* LCD ュニットを最大輝度で常時使用した場合の寿命は、10000時間です。 

JIS C 61000 -3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 61000 -3-2 に適合しております。 


PCU サイクル マークに ついて 


逃 

リサイクル 


PC リサイクルマーク付きの当社製品は、当社が無償で回収、再資源化いたします。 
詳細は下記ホームページをご参照ください。 

http://www.epson.jp/ecoloay/ 



著作権保護法 

あなたがビデオなどで録画•録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に 
無断で使用することはできません。 

テレビ.ラ ジオ.インターネット放送や市販の CD . DVD . ビデオなどで取得できる映像やを声は、著 
作物として著作権法により保護されています。個人で楽しむ場合に限り、これらに含まれる映像や音声 
を録画または録音することができますが、化人の著作物を収録した複製物を譲渡したり、他人の著作物 
をインターネットのホームページなどに掲載（改編して掲載する場合も含む）するなど、お的範囲を超 
えて配ホ•配信する場合は、事前に著作権者（放送事業をや実演家などの隣接権をを含む）の許諾を得 
る必要があります。著作権をに無断でこれらの行為を行うと著作権をに違反します。 

また、実演や興行、展示物などのうちには、個人として楽しむなどの目的であっても、撮影を制限して 
いる場合がありますのでご注意ください。 

ごを意 

1. 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。 

2. 本書の内容および製品の仕様に ついて、 将来予告なしにを更することがあります。 

3. 本書の内容は万全を巧して作成いたしましたが、万一誤り•お気付きの点がございましたら、ご連 
絡くださいますようお願いいたします。 

4. 運用した結果の影響につきましては、3項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

商標について 

Micrcwoft、Windows、Windows Vista、Internet Explorer 、 Windows Media、ActiveX, BitLocker は米国 Micro … ft 
Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

Inte し インテル、 Intel ロゴ、 Celeron、Intel Core、Core Inside、Intel SpeedStep は、アメリカ合ホ国およ 
びその他の国における Intel Corporation の商標です。 

PS/2 は International Business Machines の登録商標です。 

Symantec, Symantec ロゴ、 Norton Internet Security および LiveUpdate は Symantec Corporation の登録商標 
です。 

Adobe、Adobe ロゴ、 Reader は、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米国ならびに他の 
国における商標または登録商標です。 

そのほかの社:あ、製品をは一般にそれぞれの会社の商標または登録商標です。 


© エプソンダイレクト株式会社 2007 
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